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は じ め に 

― 「探究力」と教師のちから ― 

                   校長 西牟田哲哉 
 

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第４９号をここに刊行することがで

きました。日頃から本校に対してご支援・ご指導をいただき、心よりお礼申

し上げます。 

 本校では令和３年度「愛教大ＳＥＨプロジェクト」を始めました。Ｓ＝Ｓ

ｕｐｅｒ、Ｅ＝Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ、Ｈ＝Ｈｉｇｈｓｃｈｏｏｌの略です。

「小中高特等の先生を目指す人、附属高校に集まれ！」と謳ったプロジェク

トです。そのカリキュラムの中核に「探究力」を据えました。 

ご存じの通り、「探究力」は新学習指導要領のキーワードとなっています。

この紀要では本校の「探究力」育成の取組を特集しました。特に、ＳＥＨプ

ロジェクトに合致した、“教員の卵”を目指す高校生に必要な「探究力」と

はどうあるべきか？具体的に展開されています。その適否を、読者と共に考

えていければ幸いです。 

来る令和４年度は、新学習指導要領高校実施の元年であり、かつ、本校５

０周年の年でもあります。本校の教育研究の総決算をするつもりで、１１月

９日周年行事式典当日の午後、研究シンポジウムを広く公開します。その基

盤となる研究が本紀要で示されることを、切に願っています。 
 



知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

高校のこれからの学

本校が目指す ・能 の育成に向けて

研究部   幹

キー ー  求められる   究   究活動    高 連携

 平成 年 の高等学校学習指導要領解  第１  １ の  では、 今の 情 を

まえた方 が されている。

これからの時 を「 しい の時 」と し、社会のあり方は「 難」で「 が 続

能な社会の担い 」となり、「新たな価値を生み していくことが される」と る。このような

時 において、学校教育は「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決し

ていくことや、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し、情報を再構成するなどして新たな

価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中での目的を再構築することができるようにすること」が

要求される。

 このような状況 で、平成 年（ ）年 に、新しい時 に さわしい学習指導要領のあり

方について中 教育 会に を行い、平成 （ ）年 、「 、 学校、中学校、高等

学校 学校の学習指導要領等の 必要な方 等について（ ）」が された。ここ

では、「 よりよい学校教育を通じてよりよい社会を る という目 を学校と社会が し 連携・協

働しながら 新しい時 に求められる ・能 を子供たちに育む「社会に かれた教育課 」の実

現を目指し 学習  の 第１   にあるように、「指導要領等が 学校 家 地域

の関 者が く し活用できる「学 の地 」としての 割を果たす」ために、「 ができるよう

になるか」「 を学 か」「どのように学 か」「子供 の をどのように するか」「 が

身についたか」「実 するために が必要か」の 点の みの と、「 リキ ム・マ ン

」の実現を目指すことなどが求められると ている。

では、本校の生徒たちが、社会に て活 するためにはどのような が必要なのかが になってくる。

そこで、今までどのような を求められて たのかを てみた。

年 内

 「社会を構成し運 するとともに、 立した の 間として く生きていくための 合的な 」

本校の生徒たちが、社会に て活 するための を「 生を り く 究 」と め、「新たな価値

を する 」「他を け れ協働する 」「 体的に学 続ける 」を身につけさせることを目指す。

また、その の 実現において、「地域と協働し 子どもを成 させられる 中高 などの教 」

「多様性を理解し と協働して地域社会で活 できる 」を目指す。そのための ンテンツと

して「 高 」「 」「高 連携」を活用する。
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として、「 間 （知的能 的要 、社会・ 関 的要 、 的要 ）」を 。

年 生 働

 「 業が 用に当たって 視し、基 的なものとして 的 間の 練により向上 能な能 」と

して、「 基 （ ー ン能 、 業 識、基 学 、 スマ ー、 取 ）」

として 。

年 業

 「 場や地域社会で多様な 々と をしていくために必要な基 的な能 」として、「社会 基

（ に み す 、考え く 、 ームで働く ）」を 。

年 部科学

 「学 （知識・理解、 用的技能、 度・ 向性、 合的な学習 と 的 考 ）」を 。

 が上記のような社会 としての が必要であると てきた。

 さらに、 年 「 生 年時 構 会 」が された。「 生 年時 」とは、 ン

ン ススクール教授のリンダ・ ッ ン の  で された である。

年で ー していた ースを 年で見 す必要を いており、その中で、 は の「教

育を ける」「 をする」「 して 生を す」の ルは きく変化し、 の状況において、

３つのステー を行き するように変化すると ている。また、必要性が すものとして、「教育」「多

様な働き方」「 」であると ている。

 また、 業 は 年に、「 生 年時 」を まえて、「 を学 か」「どのように学 か」

「どう活 するか」の新たな３つの視点を えている。

 社会 に求められる様々な だが、 すると「 体的な行動 」、「 ーム ーク」、「 」とい

った内容になりそうである。

3

に 用したように、平成 年 の高等学校学習指導要領解  第１  １ の にある

ように、学校教育において、「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い 他者と協働して課題を解決し

ていくことや 様々な情報を見極め 知識の概念的な理解を実現し 情報を再構成するなどして新たな

価値につなげていくこと 複雑な状況変化の中での目的を再構築することができるようにすること」が

要求されるとある。 高校では、この指導要領の を けて 本校の生徒が「 を」「どのように」

学 「 ができるようになるか」を明 できるよう検討を てきた。そこで 本校での学 を に見

立てて 「 高校 学 の 」とした（ ）。

その中で、 ンテーマとして「 生を り く 究 」という が決 、それを 体的に目指す

ために、「新たな価値を する 」「他を け れ協働する 」「 体的に学 続ける 」を に し

た。これらの を 合し、「 生を り く 究 」を身に付けるという関 性においた。

実現の目指す として、「地域と協働し 子どもを成 させられる 中高 などの教 」「多様性

を理解し と協働して地域社会で活 できる 」を した。
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 高 究活動の中 的な 付けとして設 。 合的な 究の時間を中 に、 らの に

じて 究活動を めていきます。

 年度より として を選 。 高 を中 に、通 の授業においても
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活用していくことを している。また、様々な ー を 理することで、 らが「 を」「どのよ

うに」学 できたのか、「 ができるようになったか」がわかるようになると考えられる。また、

スクール構 のリー ッ で られているように「多様な子供たちを 取り すことなく

に 化され ・能 がいっそう 実に育成できる」 を目指す。

 高 連携 年にわたり高 連携スクールという を行ってきた。高校と 学教員が連携し

を準 し、生徒はその を けて 学 をポー リ にするというものである。その他 １年

には研究室 として 学の研究室に い 研究するとは か にどのように ー する

のかを知る機会としている。 教科での 学との連携も行われており 多くの行き の機会もある。

機 の活用も め は変化すれど より い連携を目指していけるよう検討を ていきたい。

参考

高等学校学習指導要領（平成 年 ）解  

 
「 生 年時 」を まえた「社会 基 」の見 しについて 平成 年  業 室

部科学 （2020）「（リー ッ ） スクール構 の実現 」

20200 2 01 00000 2 8 1
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

究活動の 実と継続を目指した取り み

と実践の報

第１学年 健  平

キー ー  究活動 高  これからの 高校を考える会（ ） 

が平成から と変わった 年、 員 から の という学校の き

な変 点が 員に通 された。当時の 校 からこの知らせを めて えられた場について、記 は

らいでいるが、記 を 認すると 中 の運 員会およ 員会 となっている。 者（ ）

の に きな がよ った記 は今でもはっきりと っており、 らく多くの 員も だったと

われる。しかし決 項に を じているだけでは として に でいくことはできないので、

ク ス 後の学校のあり方、 の ち し方を検討するため、ク ス ク ームが

成された。構成員は 者の校 、教 、教 、生徒指導 、校 （当時は ）、

指導 の であった。

また新 ルス に い、 ３ 間の 校を なくされたのが 年３ から

にかけてであるが、本校では 中 から にかけては 員も として となり、

の 員 の か、必要に じた学年・教科・分 などの ち合わせを、 を活用して実 す

るようになった。この 間中に当時の 上教 から「これからの 高校を考える会」（ 、

校内で使用している 「 」の 記とする）の についての なら に、今後の学校が目指す

き についての ン ー が実 された。そして 校 間が明け、学校での教育活動が再 され

ていくなかで、教 、教 （ 科）、 科 、 学科 、理科 、社会科 と とし

て教科の 者が まる で が した。

今年度は 員 の学年が 学しており、 当学年の第１学年だけでなく、第 ・３学年とも連携

を りながら 究活動の 実と継続を目指した実践を している。また より、校 、教 、教

、研究 、第１学年 （ ）、第１学年 合的な 究の時間担当（ ）を構成員とする新

を させ、 合的な 究の時間のあり方について検討し、７ からはより かれた会とするた

め、 学年の 合的な 究の時間担当およ 員が する を っている。

なお本報 の については、１ はじめに、 （１）（ ） 年度の の 、３ 今年度の実

践１（ 生使える 究の ツ の使用）を として が担当し、 （３）今年度の の 、

今年度の実践 （ 選 学校 ）を として が担当し、 おわりにを 同で担当して

いる。

本校では （ ）年度より、学校 体で 究活動を していくために を てきた。

その 点は、生徒 の 員が から と に することが決まったなかで、学校

の新たな を ち す必要があったことにある。本報 は、今年度も めた３年間の の と、

実 に生徒 が った今年度第１学年の実践をまとめたものである。
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ここでは、 ３年間に る 究活動の 実と継続を目指した の をまとめる。

（ ） 年度の の

 子化に い 的に 立高校での 合や 員 が でいく中で、本校でも 員 の につ

いて、運 員会や 員会 の 題になることこそなかったももの、 員間では 年 から 題にの

っていた。 員 がいつかは ると していた 員も なくなかったはずだが、 から

の については、 だったのではないだろうか。 なくとも は、この 員 に 機 を

えた。

 この 員 は、学校 体の 機なのかどうかは として きな 点であることに 違はない。こ

の に す く当時の 校 の で したのが のク ス ク ーム（校

、教 、教 、生徒指導 、校 、 指導 の で構成）である。

 この ク ームが に まった については、 の に 付けの記 が っていない

のだが、記 では 年の１０ のはずである。 から 認できることは、１１ ０ （ ）

に 校生徒と保 者をはじめ学校の内 に、 ３年度からの 学 員 の について 知する方

を めたこと、今後の検討課題として学校行 の精選、分 業 の検 、部活動の見 し（生徒指導部）、

ク ス 成（教 部）などをあげたことである。

 回目の会 は 知を えた の１１ １ （ ）に行われたことが記 に っている。この

の会 は にはないが、当時 が していた校 部会の記 を 認すると、 活動の規

や 員会の 合を検討しており、 分 業 の検 について時間を割いたと われる。

 ３回目の会 は年が明けた１ ３０ （ ）に実 され、ここで学校 体の今後について を め

た。この会 では本校が求める生徒 として現行の（１）本校を する理 が明 であること、（ ）

の 目 が明 であり、学 向上に めること、（３）本校の校 を し、規 しく生活でき

ることを 員 後も継続していく方 が された。また、学 について学校教育法が める三要 （「知

識・技能」、「 考 ・判断 ・ 現 等」、「 体的に学習に取り む 度」）の中で、本校として 点化・

化をしていくことの について 見が わされた。この時の を 認すると、本校はどちらか

と うと「知識・技能」の を 視した教育活動を行ってきたが、「 考 ・判断 ・ 現 等」の育

成に 点化していく方 が、この で しずつ見え めている。

 回目の会 は １ （ ）に実 された。この会 では現 （ 年１ 上 ）も実 に向

けた検討が続いている「 高 」の が めて されている。 された には 学年をまたい

だ「 高 」を実践し、１年は 理 究、 年から 究担当のもと 究活動。 合的な 究の時間の

みならず、 ンテス の 、 ポー 課題、 の 介・ 、３年では か 選

かの見極めの後、指導、 などの作成の担当 とある。この会 で、今後の ー マッ を 指

導部と教 部を中 に作成し、 年度中に 体 を するという が立 された。

 回目の会 は３ １ （ ）に実 され、これが ク ームとして 後の会 になった。

今振り ると、この時点で に新 ルス のため 校 間に っており、この１

後には 員も となるなど、 究活動の 実に向けた を めるには難しい状況となっ

ていた。この会 では校 から「知識・技能の習 に え、 究的な活動を 視する」という が目

として された。また、 究的な活動を する場として 合的な 究の時間を活用すること、教
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部を中 に立 し、 分 員が関わる学校 体の（学年 とではなく）取り みとしていく

こと、これらのことを 年度の１年間をかけて し、まとめていくことが 認された。 分 か

ら 究活動 の が されるなかで、 は校 部の立場から 研 の再 （ の見

通しが立たない現 では 難な状況となっている）、地域社会に かれた学校作りの を した。

に後者については 員 という 規 校が学校としての や活 を していくためには、地

域との連携が かせないと い、こだわりを っていた。

 年度 の運 員会およ 員会 でこれまでの ク ームの検討 項を報 した。 の

部 は の である。

この度のク ス にあたり、これまでの 々の取り みを基 としつつ、本校の教育活動を再構築

し、 合的な 究の時間を中 に え、 教科の教 と させながら指導 を立て、「 体的・

的で い学 」を実践し、本校学校教育の とする。

きな方 として、 究活動を 実させるために 合的な 究の時間を活用すること、学年や担当者

との取り みではなく、学校 体の継続的な取り みとすることが された。

（ ） 年度の の

 年度当 から 員が となる異 の年度であったが、 員 の本校にとって な

年度でもあった。 究活動の 実化について検討する場として、 間中に の構 が当時

の 上教 より された。 校 間が明けると教 、教 （ 科）、 科 、 学科 、

理科 、社会科 から成る が した。この会 に は してなかったので、ここでは教

や教科 に 認した 項や 員 体に 知された 項を報 する。

 回の会 は に うような ではなく、 者が 々の を し合うような で行

われており、 き された などを させてもらった。７ １７ （ ）の会 では、活動内容と

して 、 教育、 者教育、 ・ ー 分析、 、 などが され、活動方

法として 業や 学との連携のあり方が検討されている。また、 知教育 学の 学校として、 学

との連携を めるに まらず、教育者を育てる活動についても検討されている。

 １０ １ （ ）の会 では、教科の取り みとの連携、 学 行を中 とした学校行 との連携、

活動と と関連性などについて検討されている。

 この には の ン ーの多くがお の 学 高等学校を視 に れているが、この報 が

１ １７ （ ）の 員会 で通知されいている。お の での実践 を 考に 学教員による

実 、研究テーマを領域に分けること（本校は つを ）、 部 ンテス の積極的な 、研究

テーマについて教えす ない方 などが「 高 」の目指す として された。

 この後、 の会 が かれた は 認できないのだが、 １ （ ）の運 員会で再度、

からの報 があった。ここでは本校が目指す生徒 として（１）社会のために 立てる、リーダー

として活 できる「あたたかい」生徒、（ ） ら学 、 ら考える を った「たくましい」生徒、（３）

容な 、多様性を理解できる「おおらなかな」生徒が され（「 」の部分は本校が げる教育目

）、そのために 学年で育成する 、 学年の ム が された。その 方で、 員 と

なる学年の 学を目 に え、もっと 体的に める ではないのかとの声があがり、３ １ （ ）

に として、 ン ーに え 員が する会 が された。この会 には も

し、地域との連携や を 視することなどを た記 がある。この後、 ３年度の第 学年

を担当し、 究活動の 実と継続を目指した実践をしていくこととなった。
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（ ）今年度の の

今年度は 年度までの 会 に わって新 が し、 １回の会 を実 してきた。

第 回目までは、校 、教 、教 、研究 、第 学年 （ ）、第 学年 合的な 究

の時間担当（ ）の での会 が行われ、第７回目からは 者が第 学年と第 学年の 教員

と の教員に した。この中で されてきた内容や様子は の通りである。

） 回生の 合的な 究の時間の と目 の設

 の会 で 回生の ３年度１年 の年間 と３ 年の の検討が実 された。 ３年

度の 合的な 究の時間の となる活動は 生使える 究の ツ （ ）のテキス による

究活動の基 を学 ことと、「 選 学校 」の実 である。また、 年 では、「 高

」が つの となることが決まり、 究活動を中 とした の作成が だ。そして、 も 点

を いて された内容が、３年間を通して目指す き生徒 と育みたい の検討であった。本校の教

育目 を 考に、育てたい生徒 を「 分を にし、 に関 を ち、 続 能な地域や 社会

作りに する を った生徒」とし、育くみたい として「課題 見能 」、「協 性」、「 現 」

の３つを設 した。そして、これらをもとに３年間を通したルーブリックを作成して、 合的な 究の

時間の を設 した。

） 教 （    ） ク の

本校の学 を明 にし、 を作り すために 教 （    ）

ク が校 から された。この ク は「 究 の育成」を ンテーマとして本校の教育

活動を することが決まり、「 生を り く 究 」として「 体的に学 続ける 」、「他を け

れ協働する 」、「新たな価値観を する 」の３つの を育むことを目 とすることになった。そし

て、 的に目指す生徒 として、「地域と協働し、子どもを成 させられる 中高 などの教 」と

「多様性を理解し、 と協働して地域社会で活 できる 」の つが設 された。こうして、

ク の概要が決まり、この ク を 成するために、 合的な 究の時間のより の 実を

目指して が行われていった。

）「 高 」について

年度の の中で 場した「 高 」を 合的な 究の時間の とするための が行われ

た。 年度までの では、「 の による 究活動」と「 、３年生合同実 」が「

高 」の基本 として決まっていた。今年度の では、この「 高 」を３ 年 の中に

り むことと、より 体的な にすることが の課題であった。３ 年 の けとしては、

年 の後 から３年 まで継続して実 することが決 し、 年 の が まるところで３年生と合

同で行う時間を 保して、学年間の連携を実 することとした。そして、 難 している は、

つの をどのように設 するかである。本校は高 連携スクールという 知教育 学と連携した教育

活動が行われている。この高 連携スクールで されている を に つの を設 し、そこか

ら検討していった。その 果、「こどもと 」、「 ・ 」、「生 ・ 」、「 ンダー・ ・

」、「 築・機 ・ 学」、「 理情報」、「法・ ・ 」、「 化・ 」の つの が設 された。

しかし、 知教育 学との連携を検討していく中で、この つの では実 が難しい 能性が 上し

たため、 つの の再 が行われている。

） 究活動を 実させるための高 連携について

 ここまで 合的な 究の時間について してきたが、 も 本的な目的は、「本校の教育活動の
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として 究活動を 実させ、 ある 高校にすること」である。そのための つに「 高 」が

あるわけだが、この「 高 」の の中で「高 の連携を めることで 究活動を 実させること

ができないのか 」という が新たに 場した。そのため、「 高 」を中 に、本校の 究活動に

学の協 を る方法や内容の検討が行われている。

） リキ ム・マ ン について

 合的な 究の時間に実 する活動が中 の 題であったが、そこから リキ ム・マ ン

の が 上した。本校は １時間で 合的な 究の時間を実 しているが、その時間だけでは 究活

動で必要な知識や技能を て することは 能である。そのため、 教科で 究活動と連携できる

知識や技能などの学 を い して リキ ム・マ ン を構築し、 究活動と 教科の連携を

化することを目指すことが された。

１ には現 研 として 教員で 知 学 教授 生の を した。 介

として リキ ム・ ンを実 している高校の実践を学 、 リキ ム・マ ン の

ー の つを ることができた。本校の リキ ム・ ンの が 行中である。

（ ）実践に向けた準

 ３年の 、 の 成となった学年が 学し、いよいよ実践の に った。なお、

ク ス 成については、 員 が された時点では ０ 成の３ク スが されていたが、

年度中の 学 との により３０ 成の ク スが認められ、 究活動を めやすい ク

スでス ー することが 能となった。 年間の を に の学年会、上 の新

会 で した の が の １である。
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この他に 年後 からの「 高 」を めた３年間の活動 を し、この後、 教 がこれを

にルーブリックを作成している。なお、３年間の活動 については今年度分も めて を え

ながら動いている。

（ ） 究活動の

 本校は 合的な 究の時間を に 究活動を 実させ、継続させることを目指してきた。そのス ー

の年度となり、まずは ク スの担 ・ 担 の目 合わせをし、学年が つになって動く必要があ

った。そこで、 したテキス の使用を検討し、 的には教員用の き 、授業用のス が

実していた 生使える 究の ツ 実践の き 導 （ 子  （ ） 行）

を使用することとした。テキス は ０分授業１０ １ 回 度で構成され、当 ス は の３

回分とされていたが、

的には 回のス

が 供されて

いに活用すること

ができた。また、生徒

の現状に合わせて実

してくため、 で

回の授業の 行

を した。 の

は第１学年の年

間 、 ３は第

回目の授業 行 、

・ は活動中の生

徒の様子である。

年
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生
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（３）成果

 テキス を使用した１１回目の授業で の 上げ リ ー ルを行い、１ ・１３回目の授

業を 時間連続として をさせた。 の が の要点をまとめた 内 、 ７・ が生徒の

の様子である。

生
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 については、 ーポ ン の活用なども検討したが、今年度の１年生はまだ の

を してない。学校の生徒用 ンと を合わせても ０ と 員分はないため、 体

での とした。本校では 年度の新 生から の ン（ ）を することに

なるので、今後は 方法について選 が がると われる。

（ ） ン ー 果

 後に活動を振り るための生徒 ン ー を行ったが、授業時間中に ン ー の回 時

間を取ることをしなかったため、回 は と なくなってしまった。今後の授業 ン ー はやは

り、授業時間内に 分時間を 保して実 す であろうが、 ン ー 果の を の １に す。

分の

度

 
とても い

 
い

 
通

 
高い

 
とても高い

           

活動の

度

 
とても い

 
い

 
通

 
高い

 
とても高い

     

 分の活動 の 度と学校として 究活動に取り むこと の 度を、分けて してみた。こ

ちらが の が に わったかどうかは 明だが、 ン ー 果の 値と のような生徒の記

見から、 じて 究活動に取り むこと の 度は高く、今回の活動での 点を に活かそう

と考えている生徒は なくないと われる。

「 のある子どもとあまりない子どもの性 や 考の違いについても 究したい。

生

生

生
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本と ッ もうまく活用して 究活動をしていきたい。」

「今回は の にはど な理 が されているのかというテーマで 究していって、 ているうち

に の で が決まるのかという が てきたので 究してみたい。

今後も 分が になることを積極的に て く知ることを にしていきたい。」

「 究するための いを見つけるのではなくて、生活する上で見つけた さな 点を 究したいと

う。 々の生活での視 を げる。 を かれてもしっかり えられるように、内容の理解を める。」

「 の た内容が と間 的に関わっているので りはどうしてなるのかという 究をしたいと

いました。今後 りたいことは今回の 究のような ることなどを に活かしていくことを

りたいと っています。」

4

現 の３年生に 年度実 した 選 学校 を今年度 に ン して、 から実 し

ている。この活動では、 に関する 究活動と 者教育を 合させることで、 活動をより効果

のあるもとのすることを目指し、 の目 を 成するために、学校をどう変 するかを生徒に考え

させている。

（１）目 （ 回生の 合的な 究の時間のルーブリックに基 く育みたい生徒の ）

 の を生徒に して、３年間で身につけたい３つの と 体的な目 を 識させて学習をス ー

させた。今回の活動では、「 分の身の回り」に ・関 、視 を げることが 要であることを

した。

高めたい 指 項目 評価規準

課題 見能 課題を ら 見し、その解

決のための方法を見 す

身の回りの課題を認識し、それらの などを 分な

りに考え、解決のための方 を、 ー したり、考

えたりすることが る。

課題解決方法を作成または

実行し、検 ・ する

身の回りの課題の解決のため、 分なりに考えて取り

み、その実践を振り り、よりよくしようと考える

ことができる。

協 性 ー ン能 身 な などと関わる中で、 分の 見や いを分か

りやすく えたり、それに する他者の を 容す

ることができる。

合 成する 身 な他者などによっての 分の に 付き、 分

の 割やできることを考えることができる。

現 分の考えを な で

現できる

ポス ーや を作成し、身 な に向けて 分の考

えなどをわかりやすく えることができる。
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（ ）学習

回  にち 活動内容 

１  ダンス、 ルー 決め 

  立 １ 作りと課題設  

３  立  （解決 ）作り 

  立 ３ 解決 の 作り 

  立  け、マ ス  

 １  立  まとめ、リ ー ル 

７ １  ク ス内 １ 第 回  

 １  ク ス内  第 回  

の の実 、選 ポス ーの作成 

 １  視  作成 

・ 、 を見て、 に向けた準

、   学年 会（ 回 、 討 、 ）、 、振り り 

 した点は の３点である。 つ目は、 立 では、 生使える 究の ツ で学 だ 究方

法を生かせるような授業 にすることである。 つ目は、 ー ー ス化や 活用をス ンダー

にするために、 けや、マ ス の 、 ス 作成を  を用いたとこ

ろである。３つ目は、 者教育の 実を目指して、 の 作成や学年 会での 回

や 討 を取り れたところである。

（３）現 での取り み状況

 現 では が けとマ ス の が した。情報の授業で  を

使用しているため、 ス を して することに きな はなかった。そのため、今後

の 究活動でも 機 を積極的に活用していきたい。また、 回に生徒に行った ン ー は の

通りである。

や選 に や関

はありますか

ある

１

ややある

３

どちらでもない

０

あまりない

３

ない

１０

や選 についての知

識はありますか

ある

３

ややある

３０

どちらでもない あまりない ない

になったら選 に

行きますか

行く た 行く

３３

わからない た 行かない

３

行かない

０

に や関 はあ

りますか

ある

３

ややある どちらでもない あまりない ない

についての知識は

ありますか

ある ややある

０

どちらでもない

７

あまりない ない

今回の活動では、 や選 の や関 、選 行く 、 の や関 の変化に に

目したい。そして、 や関 、 が高まり、それを に生徒が ら学習して 分の学 を めな

いような 究活動としていきたい。
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（１） 担当 

 本 にあたって、 ３年分の会 を る で 認し、 に の の報 について

は 観的に記 するように めた。しかし、 者が 認し た情報を 者の視点を通して記 する 上、

に 観的な報 には成らなかったかもしれない。ただ、 の記 から 認できたことは、その時々

で携わった担当者が 究活動を学校 体の継続的な取 とす く を てきたことであり、この方

向性は今年度の新 会 でも に 識されている。今年度は と実践を 行して行っており、３

年間の も の通り、 しずつ をしている。また「 高 」についても、 体化して 教員

が して関われるようにするために、まだ を続けている。学校 体の継続的な 究活動としては、

まだまだ 声をあげた かりで、 体的な成果を す には っていない。ただ、第１学年の 科

の教員からは、 合で を地理・ ・ 化など様々な 度から り げて読 で、

ていく授業を行った には、 合的な 究時間で取り だ、課題を見つける、情報を める、情報

を分析する、成果を するといった 連の活動が いに活かされたという報 を けている。また、

身も、理科の科学と 間生活の授業で行っている活動は 合的な 究の時間に活かされていると

じている。この３年間の と実践を実らせるためにも、今後も 究活動の 実と継続のため、 合的

な 究の時間と授業や学校行 が に を え合えるような実践を続けていきたい。 

（ ） 担当 

今年度の新 会 は現 までに 回 された。 は、このような１つの教育活動を複 の教員

と しながら 考する機会が めての であった。１年間の 、３ 年 、育てたい生徒 、

目 とルーブリック、 つずつの教育活動と する内容は多 にわたり、 にとっては 実した時間

であった。本校の生徒に必要なことを考えながら１つの教育活動を作り上げることは に難しく、時

間はかかるが、 を ながらより い 究活動を目指して、今後も継続して を続けたい。 

参考文献
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子（ ） 生使える 究の ツ 実践の き 導 、（ ）

井 （ ） 高等学校「 究的な学習」実践 リキ ム・マ ン  

          導 のための実践 、学  

地域・教育 化 ッ ーム（ ） 地域協働による高校 化  

社会に かれた学校をつくる 、  
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合的な 究の時間 ７回生の実践記

３年間を見通した リキ ム作成と 合的な能 の育成に向けて

教 部 平 子

キー ー 究活動 SDGs 部  合  考

 

者が 合的な 究の時間に SDGs に関わる活動を取り れたのは、2016 年度(当時第 学年・45 回

生)が であった。1 当時はまだ SDGs という すら 間によく知られていなかったが、本校は

2014 年度に ス スクールに されていたにもかかわらず、当時の学校活動(課題活動を む)の中

で い ESD 活動(当時はこちらの 方が 的だった)に ッ しているとは えず、その状況

を するためのキー ー になると い、取り れることにした。

なおこれ 、 合的な 究の時間としての取り みについては「 」、 合的な 究の時間の授業

(課題を む)としての記 については「 の時間」「 の授業」と 記する。2

(1) 回生の取り み SDGs 導

1) ３年 の れ

 回生 年 の３学 に、 の れもなく、 教室の

に １を し、「 回からの 合の時間で使いますので、見て

おいてください」とだけ生徒に えた。3, 4 を かれた生徒

は で てみたりしていたが、 2-(2)-1)で すように、

も他の教科・科目と同じく、生徒それ れに理解の さや目指す

き 目 は異なるため、生徒が 的な を導き さないよ

う、この で かい指 は もしなかった。

1 知の通り、SDGs とは「 続 能な 目  Sustainable Development Goals」の である。2015
年の 9 に 連 ッ で され、2030 年までに 成す き目 として ンダに記載された。

2 生徒に す ン の中での記 はこの りではない。
3 目 10 の ンは ０１ 年１ １ に変 になっている。
4 これ 、実 の を する場合、その の に QR ー が付してある場合がある。本 を

でお読みいただいていて が 明な場合は、QR ー を読み取って いただきたい。

なお、「QR ー 」は( ) ン ー ーブの である。

合的な 究の時間については、学校 体の教育目 に基 き、高校 業時に身につける き知識技

能の習 を して リキ ムを作成す きである。本 は、 知教育 学 高等学校第 ７回

生で実 した 合的な 究の時間の実践記 である。３年間にわたり、SDGs 究活動、 選 ・

選 、 理的 考 と の育成を学習の に、 リキ ム作成時の 点、 ン ッ と

ッ 活動の実 と 点、 育成のための 立てをまとめた。
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1 間後、 の授業で SDGs の理念について 明し、まずは の 題を理解するところから

めた。 者の中では３年 までの まかな れはできていたが、ここでは きのきっかけを えるに

とどめた。この年度は、SDGs の１７の目 とは で、 体的にどのような 題が するのかについ

て たことを して した。

 ３年 では、 年 に知ったことをさらに く 、 で 題となっていることが 分 の生活 と

どのように関わっているかについて、 考 に当たりながら 究活動を めた。その成果を、 ポ

ー にまとめる、 部の 体 新 社や 学など が する ンクール等に する、 者と

者は 化 で する、ことを目 に取り だ 。 

 ポー 作成に当たっては、 立ての決まりを し、テン ー を 供し、 考 を複 め

ることを決まりとした ３ 。

2) 生徒の取り みと

ポー については、 員が作成することができた。 子にしたものを当時の学校 に読 で

もらったところ、 者には 業時に をいただいた。ただし、こちらの指 が せず、「 学習」

に してしまう生徒が多く見られた。

部 体 の については、分 とに担当教員を決め、どの

ような内容でどの 体に するか指導をした。 な成果を上げる

生徒がいる 方で、 部 できない生徒もいた。 

については、 ス スクールに されている本校としては、

上 生から 生 の 題 識の という観点で必 の スで

あると じていた。 校生徒の で３ ７ の 生徒が ーポ

ン や を えた を行った。 

ル テ ブ の らは、Microsoft Word で ポー を作成することにも、PowerPoint で
を することにも けている。ただし、 学校・中学校からの な 観念から、i ) 題

を 見し、 して見ることが で、ii) て することから することができない。実 、

5 考 をどのように すかについての指導は、 １ 。
6 「 学習からの 」が 究活動の きなテーマだと われる。このことについての は 2-(3)-

3)。

3 
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の のうち は、 学習の域を ておらず、 たちの ポー ( ポー は で作成)も
密な では 究 ポー ではなかった。 の 部 で な成果を上げた生徒は 本

連合協会 の高校生の ンクール中 会に選 れ を行った( )。しかしながら、本生徒

は高校 年 に１年間の 学 があり、こちらからの指導にかかわらず、本 の実体 として

SDGs の基本理念が わっていたと えよう。どうしたら「 き」とそのきっかけを えることがで

きるか、それを 究活動にいかに つけられるかを 年度 の課題とした。

(2) 回生の取り み SDGs 明

上の をもって 回生(１年 )の 究活動に取り だ。後 ( ７ )の通り、本校では１年

の は、高 連携 業の として、本校が する 知教育 学 の研究室 が されてお

り、SDGs 活動を本 的に取り れたのは３学 になってからである。

このころには しずつ SDGs という ー が かれるようになり、 ン ー ッ 上にもこれに関わ

る授業の ン や教員向けの 教 等が 見されるようになった。その中から、 本 協会の

供している SDGs 導 教 を用いて、まずは SDGs 導 の理 、基本理念、 で こっている 題

点について、生徒に かせることとした。この教 の「授業者向け ー 」には、その後の の授

業の み立ての ン がたくさ まれており、導 教 としては高校生にも 分使えるものとなって

いる。 の URL から できる。  https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/ 

基本的な理念と 題点を た上で、 分 身の生活の中でできることを考えさせ、 分の考えを付

に き、 に る活動を導 した。ク スで は るものの、 通り生徒の付 は の

に 中する。この活動の中で、視 を げ(社会的な観点から 題解決法を考えているか)、 向的

に 考できるようになっているかを に かせるきっかけにした。8

年 でさらに活動を活 にする であったが、 の年度も１年生を担当することになったため、

この活動は平成３１年度( 年度)に り しとなった。

7 ルー 学習の効果について認めていないわけではないが、Zajoc (1965)等を 。また、 2-(2)-3)の活

動振り分けも 。
8 な指導 は、 １１ 。
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上のように 年 の を て、 ７回生で めて３年間の を担当することとなった。ここか

らは、 リキ ムを む上で考 したこと、３年間の れ、実 した上での 点と 点を記す。

（1） リキ ム作成上の 点

者が 合的な 究の時間の リキ ムを作 する上で 識したことは の 点である。いずれ

も、 的な観点から を決 していくように 識した。

1) ３年間を見通した リキ ムであること

 他の教科・科目についても同様に当てはまるが、３ 後に身につける き知識と能 を、 学

に して リキ ムを み立てることになる。もちろ 、 学する生徒の能 や 関 は 年

異なるのでその 度 は必要であるし、本 の 生徒である ７回生は１年 の３ に

時 業となり、 年 の リキ ムも きく作り すこととなり、 果として 者の当 の から

は く違う となった。

 それでも、３年 の を に変 したことで、活動を に割 したり後ろ ししたりしな

がらも３年間 後までくることができた。

 本校の 合的な 究の時間の教育目 は、 の通りである。

目 （育てようとする や能 度）

生徒が ら課題を設 し、 断的・ 合的な 究活動を通して、異 化理解教育の と

しての学習に取り む。 社会や異 化と積極的に関わることで、 分 身を見つめ し、

の り方・生き方を考 し、 実現にむけての 究・実践を 的に める 

( 知教育 学 高等学校 ３年度 学校要 より )9

9 学校要 の内容に 変がない り、この基本 を み す きではないと 者は考える。
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すなわち、 を通して 社会や異 化 に してより積極的な 度を するだけではなく、そ

こから 生して 分 身の生き方について考 する機会とし、 実現を目指す、ということである。

このことから 者は、 の内容を の 本 に設 している。 

 SDGs を基本とする、地域社会およ 社会 題に関わる学習を める

 SDGs の 題解決にどのように関わる 能性があるのかを め、 しく 選 をする

 しい 選 に向け、 な 選 をする

 の 見を 見なく理解し、 分の考えを に するための 理的 考 を育成する

これら 本の基本方 から、 に 合的(integrated
ンテ ー して

)に 題解決 と向かう を身につけられる、もし

くは身につけられる に身を くことができるように学習していくことを、 の リキ ムとし

ての にしている。 ７回生 学当時は教 部が の リキ ムマ ン をすると取り決めら

れていたため、 者が して リキ ムを み立てた 第である。

 また、これら で う分 については、年度当 に生徒に明 す きである。生徒の中には(また、

保 者の中にも)、 の時間はその場 りの、 の場合「お の」「成 に らない」、 って「

目に取り まなくてもいい」時間だと 解をしたままの者がいるからである。

 の教科・科目で取り えない内容は て で け う きだと考えているが、 の教育

目 となる身につける き知識・技能は、 の教科・科目との ンテ ー ンなしには成り

立たない。 ７回生は 学してす の 合の現 の時間に の要 の 法について学 だが、

これが、 理的 考 の育成と きく関わることは生徒に明 す きであるし、地学基 分 で学

だ地 の 的な 変動と、化学基 分 で学 だ 室効果 スの が、 SDGs の目 １３とは

り せない学習内容であることは、 方の授業担当者が生徒に 明す きである。10 ての教員がこ

のことを理解して 々の教育活動に当たるためにも、他教科がどのような学習内容をどの ン で

取り っているか、 に情報 が必要である。11

2) 年間 を に すること

 ７回生の１年 では、 の学年会 で ７の年間

を した(本 に記載しているのは、第１回の学年会を て

学年の 向を 認し、 部 のとの を ませた上

での である)。
の中の の には活動 に のどの分 に関わる

活動なのかを 分けしてあり、その てを ンテ ー し

て、学校要 に われている教育目 を実現す く 立て

られている。

10 8 の年度 めの学年会 に する の年間 では、 のどの分 に 教科と行 や課 活

動がいつ関わるかを にして している(1 年 、 7 では割 している)。
11 わく 、年 の めに、 ての教科の年間 を し合う機会が設けられると いのだが、現状で

は 当 にはそのような時間的 はない。この点についても、学校 体としての取り みが必要であ

る。
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 年 は っ 中の まりであり、 行き 明ではあったが、１年 と同様に年間 を

した( )。 の内容を 識して 教科に授業をしてもらう目的と、 学 行関連で に決め

なけれ ならないことがあったためである。 学 行は うなれ 究極の 合的な学習であり、また、

３年 までの学習 を考えると、この場で学年の教員 体に 知しておく必要性があった。12  

年 は１年 の学習内容を めるだけではなく、 学 行と 者教育を学習活動に えている。

学 行は 後活動を めて、 ての教科科目だけでなく、学校生活 てとの 合的な学習の場で

ある。また、 者教育は１年 の の授業との 合的な学習であり、この時点では SDGs 活動とも

めた学習を考えていた。13

 ３年時には、 年 の学習内容の を考 し、３ のうち、いくらかを しながら

( 業時)までに 取り でおきたい活動を り だ。

12 なく え 、 学 に高校の現場も振り回されていた。 部科学 から中 協 会に

が行われた本 は 2012 年 9 に が され、2020 年度から 合 (など)として、高校時

の学 の の が求められるようになる(らしかった)。それに する学習活動が 2 年 に み ま

れている。
13 ただし、新 ルスの で 校 時 業となり、年間 体を に練り さなけれ

ならなかった。 者教育活動については、考えが 的な 者では いもよらないようなす らしい

活動 を 教 が してくださって、 いに実りのある学習となった（本 要 pp.33-38）。
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に 年 に断念した活動を いただける。この年度で 要視したのは、１年 からの SDGs に

関わる学習内容の 成となる 業 ポー を作成することである。３年間の の活動内容は、 て

ここに するように 立ててある。

3) を すること

 生徒の ポー は、どうしても「 」になりがちである。 ７回生は１年 から 的に、 １年

のあることについて、専門家が っていることをまとめて 介する 年 た内容

について、複 の の内容を 介する ３年 複 の 考 を し、 しているところ

を考 する とステッ を だ活動を取り れてきた。

 その で、 年 後 に取り だ「SDGs 選 」において、 の実現 能性について し

合い、立 し、 して、 の 果 を る、という体 をしていたのは、 いに に立った。

（2） 合的な 究の時間の評価と教授者の 割

ク ンでこの３年間の学習内容を しく見ていく に、 合的な 究の時間に する 者の基

本的な考え方を記す。 的に え 、 担当者としての教員の 割は他の教科・科目と同じであり、

それに えて、 らずにできる部分も多いということである。

1) 評価のあり方

的な評価を め、活動の内容を決める に 者が基本理念として考えていることは のようで

ある。

(A) 生徒に 的な を求めない

(B) 学習内容が学習者 身とどのように関わるのかを考えさせる

(C) 教員は リテー ーとして機能する

(A)については、 SDGs 究活動では当たり のことなのだが、他の活動でも同様の 構えが教員 に

必要だと考えている。体育の 技が な生徒がいるように、 学の が な生徒がいるように、

にも がある。 2-(1)-1)で した生徒に身につけて しい知識・技能は同じ ルでなく

ても い。 科では、 CEFR の A1 ルをクリ していれ 、どれだけ上 の生徒がいても

いいのである。高校 業後、 らの中には 的立場として に取り む者もいれ 、現場の

で働く者もいる。視 が く知識が であるに したことはないが、 でも な分 で能 を

できる生徒を育成したいものである。ただし(B)のように、学習内容が、高校時の、そしてその後の学

習者 身と密 に関わっていることには えず 識させたい( およ )。SDGs 究で たことが

く れた異 の にならないよう、 題設 には を る必要がある。そのための リテー

ーとして教員は す きであり、 々は( 合的な 究の時間の)学習のきっかけを え、

をするために教室にいて、またはポー リ を ックす きだと、 者は考える(C)。14 きっか

け(ここまで本 では「 き」と 記してきたが、( 部から えられる)「きっかけ」があって生徒

身の「 き」につながるので、これ は して 記する)を えるのは教員の であるが、そこ

14 このことは うまでもなく、他の教科・科目でも同じことが えよう。
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からは生徒 身が、(A) 分 身の ルを しでも高められるように、(B) 分に密 に関わる 題と

して えて、学習を めていくのが、 究活動のある き だと う。

2) 「授業」の め方

どのような活動内容であってもきっかけを えられて、(a)生徒は 題に き、(b)知るために や

ー を し、 検討し(c)考 した 果を、(d) ルー ・ク ス・学年などあら る で し、

スポンスを けて(e)再 考え、(f)それがより い学 につながれ 、(a)からの クルをより高い

で り していくことになる。この クルが１ で わる生徒もいれ 、 もできる生徒もいる

かもしれない(=(A))。15

 このように考えると、 の授業は他の教科とさ ど異 なものではなく、合 点を設 して、

それをクリ するように 向けれ 、あとは生徒 身の を して見 れ いいのである。ただ、

活動が多 にわたるので してしまう部分があるのかもしれないが、 活動のやり方や教 作りは 者

のような担当者に せておけ いい。

 また、３年間の 究活動の ン ッ と ッ の記 はす て、ポー リ に してある

ので、 に知識を 、 を した生徒は、たとえ 合 を する にも をそろえ

るのに をすることはない。

3) ルー での 究活動と による 究活動の み分け

 者はこの３年間の 究で、 の つの理 から による ン ッ (と ッ )の機会を

なる く多く設けるように がけた。

現 では、 ー ン能 の育成が声高に れ、「 し合いこそ 」のような がある

が、そもそも し合いの に知識を身につけていなけれ 、 っ の に わってしまう。 分で(
考 に基 いて) な知識を身につけた上で 題点を し合いの場に着かなけれ 、 を

い合うだけの「 ー 」「 ス ッ ン」になってしまい、 がない。 ルー 活動の に

ついては Zajonc (1965)が だが、その中で 用されている Pessin が 1933 年に行った実 によれ 、

で スクに取り だ 者の方が、 で取り だものよりも えるのが く、 スも に

なかった。もちろ Zajonc の実 では、 ルー 活動(または 観者がいる )の方が成果が上

がる研究 果が多く報 されている。Dashiell and Allport(1930)には、 ルー ークと 活動の、

それ れに向く活動の が記されている。Zajonc はこれらの について、 “performance is 

15 本 で 度も「 学習で わってしまう生徒」に しているが、そういう生徒はこの クルの中

の「 検討し(c)考 」することができない生徒である。
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facilitated and learning is impaired by the presence of spectators.” と にまとめている(Zajonc 
1965: 270)。他者の介 によって impaired になる 究に関わる活動については、 での学習とした。

ッ についても、 で ン ッ したことを ッ した場合は、す ての スポン

スが 分の学習の として えることができる。 ルー ークでは成員の が分 してしまい、

せっかくの の機会(とそれに する )の効果が られることになる。

また、 つ目の理 として、 々の らすこの は(本 要のように)( ではなく) や

を 体とした ー ンが 的に多いにもかかわらず、「 によるものこそが

ー ン」で「 のうまい が ち」のような 向があるからである。 ルー で し合いをすると、

どうしても声の きい の 見に されがちで、また 上、そういう「声の きい」 は を読ま

ない生徒であることが多い。そのような状況を したく、 の授業では上 に できないけれど

も、地 に に当たり、じっくり考 のできる生徒にこそ、 では を当てたいと う。

 では実 に、 ７回生の活動がどのようなものであったか、使用した教 を しながら見ていくこ

とにする。

（3）学習・活動内容と、 リキ ムの 本 との関連性

この ク ンでは、 者が 合的な 究の時間の学習内容として学年当 にあらかじめ考えていた

ものだけではなく、実 に授業を行いながら したものを む。

1) SDGs 究活動( 本 の ) 
 ７回生の の 部分はこの活動に てられた。

 １年 の 題を る

１年 は 実を知る と え、 のうちは 学習に した( １０ (a)(b))。１年 の み

の課題として と同様の活動に取り ませ、 み明けに の活動をク スで行い、そこから １

０ (c)の 行する。また、そこで 分が 究課題として取り上げた分 を解決する 能性のある

学 分 を ることで、 の 学習 とつなげた。

１年 は 究活動にまで しないとはいえ、どの ルでも 活動は 実させる きであること

は他の教科と同じである。 え み明けの活動では、教員用 として １１を用 した。

 

25



年 本の 地域の 題を る、 部に する

 年 は、学習 としては１年 と同様だが、 ール を 学 行の行き である に設 し、

の 題について た１年 の内容と することにおいて学習内容が まることを した。

また、 を ール にすることで、SDGs の 題の中でも、平 、 、 業、 ( 化の

)、 保 に生徒の 識を 中させることができた。16 は 学 行は中 になったが、

ここで た内容と 題の設 方法が３年 の学習に生かされることになった。

 また 年 のもう つの きな活動として、 部 の を取り れた。 1-(1)-1)の では３年

に取り だ活動だが、 １ のように、この活動は 年 までに 果が ている必要があるた

め、多 ではあったが 年 に み だ。この年は から学校が再 されたため時間が らず、

部 の ルー 分けをすることも担当教員を決めることもできなかったため、 １ の指 に

って生徒は活動することとなった。なお、 は生徒用 に教員向けの きを の き しで

えたものである。

 ３年 地域社会研究と 究活動

 年 に 究活動の を としていたもの

を、３年 は、より身 な地域社会に して SDGs
究活動を行った。またこの では、より ポー

らしく、 １０の(c)(d)(e)まで活動が むような

けで授業を み立てた。

16 SDGs 究活動をする中で けられない 題として、生徒の が 題に りがちだ、ということ

が げられる。生徒にはす に の そうな解決法に つくのではなく、もっと 間を 本とした解決

に目を向けて しいと う。その点では３年 の が にしかなかったのは いであった。

 

26



 のように、SDGs を 分とは関わりのない い の 題としないよう、地域社会の中で SDGs
に取り でいる 業や地方 体について させ、その内容が １３のマ リックスのどこに

するか考えさせ、記 させた。マ リックスを用いた学習は１年 に しているため、この後どのよ

うな観点で 究活動を めていけ いいのかを、学習者 身が くことができたように う。

2) 学習と 選 ( 本 の と ) 
SDGs の理念を知り 題 識を つことを、生徒 身が 生の課題として えるには、その 題解決

に できる 間になることが、 なくとも、そうなる 能性を見いだすことが、必要である。 学

と生徒の 究課題とが しでもつながりを つことで、( 的な 用の)学習の ー ンを上

げることにもつながる。

１年 学 分 を知る

本校の１年生 は、高 連携 業の として 知教育 学の研究室に をし、 学という学

機関ではどのような研究がなされているところなのかを知る機会が用 されている。ただ、教育 学で

は 学 の学 分 は できないので、 的な学 分 マッ や 学 内情報 などを用いて、

学 分 同 のつながりを知る活動を取り れる。また、その中で SDGs の中で を った分 の解

決 能性のある学部学科や、 学、実 に取り でいる教授などを るように指 する。17

 のある学 分 がわかってきたとこ

ろで、 選 をさせる。 学 の み

について生徒に知らせるのもこの から

である。18

 学 には 部 の「 」で、

学から教授を いて学 分 に

を く機会がある。 年度教育として、研究

室 と 選 、 の目的と方 を

できれ 、よりよい 究活動につながる

と考えられる。

 年 学 分 研究を め、 学の方向性を決める

 本校では 年 から ・理でク スが分かれているため、 年 の学 分 究はク ス に行

い、１年 よりもより に ることができる。ここで、 のある分 の研究者の いた を読

む練習をする。ここに の評価の(B)が きく関わる。 分の い の と の 題が、どの

ように関わり、どのように ッ できるかを るきっかけとなる。

17 この時点で と どの生徒は、SDGs のどの目 も複合的な 題が み合っており、 の学 分 だ

けで解決できるものではないとわかっている。この で学 的な視 を たせることで、この後の 究

活動にも、また 的な 選 にも、 に立つことになる。
18 校の もあり 年 の 明会が うようにできず、 度の 明が３年 に い だのは

点である。
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3) 理的 考 と の育成( 本 の ) 
 題の能 育成のためには、 しく ン ッ することと、

に ッ する活動の 方が必要である。

 ３年間のす ての活動について、教員の を くときや ルー

内 をするときには必ず ーク ー を用 した。同じくす

ての活動について、 く、または す の ッ 活動

を取り れた。

これらの活動を通して、評価の基本理念(A)を れないように がけた。すなわち、 的な しい

がない について、生徒がたった つの にまとまらないようにすること、さらに、 の を く

ことで、 身の読みや の 方について し、 点を見 せるような けを ーク ー に用

しておいた。

 学年の としては のようである。

 １年 を ける

 １年 の３学 に、 指導を 供している 社の教 を

用いる の授業を用 しておいた。 ダンスとして、 理的な

の き方と の し方を に教えていただいた。19 社 供

の ークブックを用いて 度か練習をしたのち、 指導を行った。

この年 用した では、「課題 」などの や、 題についても生徒 身が選 することが

でき、さらには、 度 されたものと く同じ課題に、再度取り むところまでが に まれてお

り、 変 な活動となった。

年 部 の を目指す

2-(3)-1)でも れたとおり、 年 には た内容について、 身の考 を めて 部に するこ

とを きな として 究活動を行った。 分の したものが、高校 でどのように け められるか

を知ることも、評価の基本理念(B)に当てはまる。

 １ のように、 年度の 指導で学 だことを 識させ、 観的 をもって じること

を目的としたが、 の域を ないものもあった。学年の立ち上がりが ーな だったと

はいえ、 できなかったことは 点としたい。20

 その中でも な成 を めた生徒がおり、 で した 果、

に され(新 ルスの関 で Zoom での だっ

た)、当 生徒は、その の 学の AO の を て、１年後に

それを活用して 実現を果たした。

 ３年 をもった ポー を、 理的に作成する

 年度の を まえ、３年 の活動では、 に の ン ッ をすること、複 の を

19 それ の 活動の中で、 考 の必要性については に れ えてあったので、学校 の から

的に っていただくことで、生徒の 識に ったと う。
20 また、 年、 々の に合わせて 要項を読むことを し、 の決まり等を で読

み、それに合わせて するように指 したが、 、 、 等を れない生徒がとても多かった。
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し、そこから 理的 考 を用いて ずること、 を さない ポー を 理的かつ を って

けるように、 を で指導した。

 の は、 学 行が にあることを して、

である 、 井、 の について、 業振 、 化

、 保 、 保 などの観点から、どのような取り み

がなされているかを させた。この活動をすることで、１年

の 題 年 の 題と取り み ３年

およ 地域の社会的取り み と、 を で

SDGs 成の 立てを様々な ルから 、考 することがで

き、この後の たちの らす地域社会と SDGs に 行しやす

くなった。また、これらの地域は、 ー ル テ ーとし

ての取り みが 的で、 考になる点が多く、このあとの 究

活動に( 識にも) を していたと われる。

 この活動の ン ッ は、 ブックや ン ー ッ 上

の情報のみに した。地域や ースに があるからこそ、

の観点で ている生徒が多く見 けられた。また、

ッ 活動も ルー 内 の中から 者にク ス 体に

という だったが、ス ー らしく いを え、 しく、ま

たわかりやすいものとなった。

 に、より身 な生徒 身が する地域で SDGs の目 成に関して、どのような 題点が し、

その がどこにあり、どのような解決 を、どこの 体がどういう規 で実 し、 されている課題

はないか、考 し することを目 とした。 １ のような ン で指 し、活動中教員は

をした。

１ の中 (生徒用 ン では ー 目)では、 考 の し方を再 している。検 を

て として されたもの、もしくは 読を て として 行されているのでなけれ 、 とす

るに らない。Wikipedia を じる ル テ ブ だからこそ、このことは３年間 り し
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え続けてきた。

この の ッ として、ポス ー作成を行い、 化 で をした(No Show)。ポス ー作成

に当たっては、 を学年で し、読者に しい構成を がけた。そうするためには、テン ー

を しておく必要がある。 考に、 者が作成したテン ー (pptx)の URL を 載しておく。

https://docs.google.com/presentation/d/1mqfWR7McAW1MLE8io0WIgOJ9fNIlqX-F/edit?usp=sharing&ouid=102480949773650383421&rtpof=true&sd=true

テン ー を生徒に 供する のポ ン は、生徒が使用す き ン 、 の きさ、 や

みなどはす て め指 しておくことである。こうすることでポス ーに が生まれ、また、評価

の にも生徒の 度が見えやすい。さらに、 るだけでは が まらないことにも 動的に く

ことができる。21

 の が、 的な ポー 作成である。 化 で したポス ーについて、 をするための

ーク ー に い、( 学習や ではなく) 究 ポー を 成させる けとした( １７)。

１７の リン を読み、 しい方向に を取って活動の を できる生徒もいた。

 ポー 作成に当たっては、ポス ーと同じくテン ー を し、 を した。また、高校

生 の生徒は、「 用」「 」「 分の 見」の がつかず、 のないまま しているので、

しい 用の 方を リン にして 付した。このことでさらに、 学習から 究活動に くこと

21 とはいえ、ここまでお 立てをしても「テ で見たことのある内容を い して にしただけ」と

いうポス ーがあったのも かである。その 法については 。
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ができるだろう。また、３年間 して 考 には複 行を用 しておくことで、 も 考

を読 で 検討し考 するよう 向けた。

本 作成時には、 の ポー はまだ されていない。 の高い、１年 より成 した 究活動が

なされていることを したい。

3  

合的な 究の時間の リキ ムを作成するに当たり、学校要 に記載の な教育目 に準 し、

SDGs 究活動を、❷ 実現や 選 とも めて、 理的に 考し する を う く、

他教科や 活動とも連携を りながら実行した ７回生の記 をまとめた。その中で、３年間の見通し

をもった上で、 学年の に年間 を することで担当教員間の の 通を ることも し

た。さらに授業と評価に して、(A)生徒 内で成 を認め、(B)SDGs を身 に じるような授業で

(C)教員はきっかけを える となる きだと じた。

これらの基本方 から実践した ７回生の の授業で使用した ン や教 を学習項目

参考文献
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とに すことで、 しでも使える教 があれ いである。

こうして３年間を振り ってみると、３年間の の学習活動とその内容が、まさに 合的 合的に

合わさって「 合的な 究の時間」を作り上げていることが めてわかる( １ )。また、ここまでで

習 した知識や技能は ０のようにまとめることができるが、これは しくも、今 の 学 度

で われた、 生に必要な能 そのものであった。

2-(1)-1)でも れたが、 合的な 究の時間の を見 せない生徒は多い。また、保 者からも

年のように「 ではないのにな 課題が るのか」など 見を することもある。本 がそのよ

うな 解を解く となることを う。また、 が効 のある学習活動で、それ 上に学習者 身の

視 と見識を げて社会に できる となるような教育の を担う教科として、本 のどこか

部でも 用いただけれ いである。

な 考
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

「 選 」の実践報 （続 ）

を 点とした 者教育

年度 第 学年 健

キー ー 者教育  高校生の社会  合的な 究の時間のあり方

 年度報 した活動の目的などを、 にまとめておく。 

（ ）目的 

に関する 究活動と 者教育を 合させることで、 者の を高め、より効果的な授業を

実現すること。 

（ ）実

・第１回 

ダンスと 作り 実現したい の目 を 分 の中から３つ選 、この目 を にク

ス内で 内の を 成する。

・第 回

 立        選 だ３つの目 に関わる と の目 となる リ ル を

立 する。

            の目 を 分 と えるため、 分 の学校の を高めるため、

学校でどのように目 を 成するか する。

            は と を した のマ ス 用 にまとめる。 

・第 ７回      

ク ス内      に って、 がク ス内で 分間の を行う。

           目、 ての の 後にク ス内 。第 は学年 。

・第 回

 学年        ク スの による 。授業構 に 協 を いた 知教育 学

の 生と 学生を え討 会。

            の 後、実 の選 機 を用いて 。

            第 は、校 生に を する を る。

 なお、 年度の報 は 立 の 回目までの状況をまとめたものである。

年度、第 学年では 合的な 究の時間において、「 選 」と題して、 を 要な

点とした 者教育を実践した。 ３年３ に 行された本校研究 要第 では、その 中

を報 したが、本 はその続 であり な報 内容は、生徒の の様子、 ン ー 果とその

分析である。
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立 には みを で 回ずつ、合 時間分の授業を てた。 られた時間の中で生徒たち

は に協 して取り み、 までにマ ス を 成させ、 に だ。活動の様子を の

１・ で 介する。

3

 間に ってク ス内 を行った。 の 合上、この 回の中から１ を選 する を

ったので、評価基準にずれが生じないように なルーブリックを生徒には 付した。しかし、それで

も を行う 目に した が になったことは めない。 ３・ は の様子である。
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 ク スの となった が、学年の生徒・ 員、 知教育 学社会科教育 の 子 生

と 学生の で に だ。 決 から１ 間しかなかったので、当 はク ス内 で使

用したマ ス を する でいたが、 の生徒たちを めた場で、学年 用にス

を作成したいという し が の生徒からあった。 、 が新たにス を作成するこ

とになったので、作成 みのマ ス を 子上にして関 者に め 付することができた。

 当 は、地 の ーブルテ の取 も め、体育 で を にして するという れな

い状況の中、 はしっかりと をし、 生や 学生、 いは同 生の に して、時々

うろたえながらも に えることができた。 ・ は体育 での と の様子である。

（ ）生徒 ン ー

第１回目の ダンスで ン ー 、 時で行った第 回目の振り りで 後 ン ー を行っ

た。生徒の変化を 認するため、 ・ 後とも 同じ ン ー にしたが、 の ７が 複してい

る 項目であり、生徒の や に する ・知識の変化が れている。

や選 に

関する が

ありますか 

ある 

（ ） 

  

（ ）

ややある 

（ ）

  

（ ）

どちらでもない 

（ ）

  

（ ）

あまりない 

（ ）

  

（ ）

ない 

（ ）

  

（ ） 

や選 に

関する知識が

ありますか 

ある 

（ ） 

  

（ ） 

ややある 

（ ）

  

（ ）

どちらでもない 

（ ）

  

（ ）

あまりない 

（ ）

  

（ ）

ない 

（ ） 

  

（ ） 

35



になった

ら選 で

に行きますか 

行く 

（ ）

  

（ ）

多分行く 

（ ）

  

（ ）

わからない 

（ ）

  

（ ）

多分行かない 

（ ） 

  

（ ） 

行かない 

（ ） 

（ ） 

に関す

る があり

ますか 

ある 

（ ）

  

（ ）

ややある 

（ ）

  

（ ）

どちらでもない 

（ ）

  

（ ）

あまりない 

（ ）

  

（ ） 

ない 

（ ） 

  

（ ） 

に関す

る知識があり

ますか 

ある 

（ ） 

  

（ ） 

ややある 

（ ）

  

（ ）

どちらでもない 

（ ）

  

（ ）

あまりない 

（ ）

  

（ ）

ない 

（ ） 

（ ） 

 まず、 や選 について すると、 ン ー の で に がある、ややあると えた

生徒が 上いたが、 も知識も しずつ高まっている。 に での選 で に行かないと

えた生徒は もいなくなっており、 ン ー の ではあるものの、本実践の つの成果だと

う。

 の についてだが、 があると えた生徒が 上に え、知識がややあると えた生徒も

に えている。 ン ー とは に ポー を課したが、 の は生徒の ポー の 部である。

は「 取り さない」という理念が す通り、 ての 々に関わる地 規 の目 である。

そのため、 の高校生は「 い の 」、「 分 では もできない」という を ちやすい。

の の実践でもそのような を っている生徒は積極的な活動は なかった。それに して、本

実践は学校を にして、 分 の学校をどう 化していくかを考え、情報を め、 していく活

動であったので、生徒の積極性を き し、 果として に する や知識の高まりに がった

と考えられる。

 学年 の 果、 ー ー ス化の を く えた 果に ッ が第 となり、 員は校 に

分たちの を した。ち うど、学校でも ー ー ス化を めており、 に 員会 は

を活用していたが、これを機に の通 も などを通して する れが まっている。実は

は、 てを ー ー スにすることの効果については 的で、学年通 は で 行したいという
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ちが っている。 で 行していた時 の学年通 には生徒からも保 者からもそれなりに が

あり、 業後も 目には学校の を 用して通 を 行していた。現 、 学後から している学

年通 には、 は ない状 なので、 で えることの はあったかと っているが、 し方な

いところである。 ポー で、 ー ー スについての 見を た生徒も が分かれた。 成の立

場の生徒からは「 ン ー だけでなく、この ポー も を活用した方がいいのでは 」という

見が た。このような指 をする生徒が ることを ではいたが、 ブ ッ や ンが

ないので、多くの生徒はスマ で することになる。 的に 時間、スマ を 用している

のであろうが、授業中ずっとスマ に を続けるのを けたかったこと、そして より、教員 が

ポー を読む時に することが されたので、 に かせることにした。 は の生徒が

した の ポー に 通り目を通したうえで、 化して保 した。本 にあたって 化し

た ポー にもう 度目を通そうとしたが、保 の向きが 向きになっており読み かったこともある

が、 分を り読みするだけで わってしまった。また、 的な立場の生徒からは、「 でないと

読みにくいし、 ー だと すのに 間で読まなさそう。」という の に た 見が てきた。いず

れの立場にしても、生徒たちの ポー からは 分 と えている様子が わってきた。

（ ） 員 ン ー

学年の 員には記 で ン ー をとり、実践 の 見を せてもらった。 はその である。

・ク ス が わった ン で めて 分たちの の 分なところに く も多かった

ように見えました。 の に 度 ルー と ・ をしあうなど視 を げる機会を作れると

よかったかもしれませ 。

・場 や機 の 題はありますが、 ての が ーポ ン などを使った ンテー ンができ

ると いかなと いました。 

・時間的に しいですが、やはり 回に分かれてしまうと に した ルー が となってし

まっていたように います。 

・もう し時間を取れると かったです 。 

・選 の も て、とても かったと います。 

・時間的に しいかもしれませ が、 後の 等や 同 の 見 の機会がもう しあると

の 内容がさらに められてよいように じました。 

・ 後、 の でないところで選 果が たように じられたところは 念でしたが、 連の活

動はとても かったと います。 

・ルーブリックによる評価とは違う観点で させたのはとても かったと います。ただ、ルーブリ

ックによる評価は評価として に できると いかと いました。  
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 機 についての課題は 年度の 学生から の を してもらうことになるの

で、 が見 まれる。それより上の学年については には しにくいのが現状である。また、

や 行について な 見を いたので、今年度の実践に活かしているところである。 

おわりに

 本実践を通して か 上がった構 は を つの り として、生徒の ・関 や視 を 分

の （学校）から地域社会（ 、 三 地方、 知 ）、そして 本 や 社会 と げてい

くという継続的な活動である。今年度、 は第１学年を担当しており、現 は、学年の 合的な 究の

時間担当教員（ 教 ）に「 選 学校 」を してもらっており、 年度は「

選 地域 」を実 する でいる。 年度の実 は 中だが、 本や 社会について

考えるだけでなく、 分の考えを できるように生徒を育てていきたい。また、今年度の第 学年で

は「 選 地域 」の ではないが、 を通して、学校が する の を

する 者教育を 行して実践している。

７ 考

・ 部科学  たちが く 本の 者として求められる を身につけるために

           

上 ・ 子 門 、  

健 か（ ）「 者教育の実践報 生徒の活動を 視して 」 本校研究 要第  

健 「「 選 」の実践報 を 点とした 者教育 」

本校研究 要第
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

「 合」に求められる 究 のあり方

「 化の時 」（ １）に焦点を当てて

地 科（校 ） 

キー ー  合  化  教科 研究  究   科研   教員 成

「 合」は、 本の高校 教育において めて と 本 を 合しようとする必 科目で

ある。 考 を 視すると に、 と されてきた 現 を 点的に学 うとするものであ

る。 方で「 究 」は、今回の新学習指導要領で 教科目を くものとして されているキー ー

である。「 」にはこうある。「高等学校においては、社会で求められる ・能 を ての生徒に

育み、生徒 を生 にわたって 究を める の り として り していくことが、これま

で 上に 要」だと。 に向けて生 続いていく「 究 」が されている（ ）。

本 では、 高校が ３年度から めた「 教 ク 」において中 に えた、

教 として必要な「 究 」を し（ ）、「 合」ではどのような 究 が求められているか、

、７つの観点を選 、 体的に じていきたい。

なお、 者は ３年度、科学研究 研究で 成をうけている。本研究の 等はその 成

を使用して実 したものである。（ ）

「 合」の「解 」では、「 いを 現する」という い方が多く 現する。 え のようであ

る。「 いを 現するとは、 から、生徒が情報を読み取ったりまとめたり、複 の を したり

関連付けたりすることにより、 ・関 をもったこと、 に ったこと、 究したいことなどを見

いだす学習活動を している」（ ）「生徒が いを 現する においては、 に きや な

いの 現のみにとどまらず、（中 ） 現した いを 後の学習内容の課題 識とつながるように指導

を することが である。」

「 合」は、 本の高校 教育において めて と 本 を 合しようとする必 科目

である。 と されてきた 現 を 点的に学 うとするものである。 方で「 究 」

は、今回の新学習指導要領で 教科を くものとして されている。本 では、 高校が ３

年度から めた「 教 ク 」において中 に えた、教 として必要な「 究 」

を し、「 合」ではどのような 究 が求められているか、 、７つの観点を選 、 体的

に じてみた。すなわち、「 いの 現」と 究 、 と 本 の 合と 究 、「 化の時 」

と 究 、新教科 と 究 、 現 の「 」の と 究 、「 合」 科目と

究 、 学 と 究 の７つである。
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みに「 合」の「 化の時 」の中から、 身が「 いを 現」してみると、 のような

いが か できた。

・第 で、 本はな 中 の の にこだわったのか

・ リ や 動、ス ン の 行、 ツ 、３・１ 立運動、 ・ 運動など、

年から 年に きな が でも 本でも立て続きに きているが、それ れに関連性はあ

るのだろうか

・ 同 を でいた 本は、いつから リスと 立するようになっていったのか

・ ル 会 や ン ン会 は、 本社会に当時どう け取られ、ど な があったのだ

ろうか

・ 年 の 本は「 ク ー」の時 と されるが、どうしてこういう時 が れたのだ

ろう

・ 本社会では に、「 の間」「ち 」「 間」など 築様 の変化が きたとされるが、

これは 体の の中でどのような を つのか

・ 年の関 とそれに う の 生や の のりは、 本と の の中で、どの

ような を したといえるか

・ 年の リ における の の動きは、 の中でど な 付けができるか

・ 年に 本で 子 通選 法と 法が されたことは、 の の中でどう評価し

たり 付けたりできるか

これらは、 合の新教科 を見ながら、教 である 身が と に った「 い」である。

現 の高校生の中から か できた いではない。 者にはかなりのずれがあるだろう。この は

要である。あえて すれ 、上のうち、 の 本の「 の間」「ち 」「 間」など 築様

の変化には、高校生も、それがどういう を つのか と な を くかもしれない。この時、

教 の は上の「解 」が くように、「 現した いを 後の学習内容の課題 識とつながるように指

導を 」（ 点は 用者）しなけれ ならない。 な を内容のある課題 識 と導いていく指導

が、これからの教 には求められるわけである。

いを くのは、それが なものであれ、課題に つく 性の じられるものであれ、これか

ら生徒が く学 でいく、 究活動の 点となる。だから「 いを つ」のは、学 の 点であり、

究 の基 でもあると えよう。 要でありかつ難しいのは、第 にそれが教 ではなく、生徒 身

の いであること。第 に な いが課題 究につながる見通しがあること。これら つが たされ

て めて「 い」を「 現した」ことになるのであろう。専門的に え 「 いの立て方」（ ）に成

しているということである。

→ → →

と 本 を 合しながら学 せる点、 教科 会社はかなり したようである。 見する中、

この点 も精 的な教科 を作成したと 者が評価する第 学習社でも、見 き に 本のことが

く かれていない も見られる。ここでは、まず 年の ン ン会 、そして に「 」

「 陽」「キン 」といった に 目して考えてみよう。

ン ン会 は、 教育では リ が 会 を した点が される。 か や

か が れ、 の が リ の 導でなされた点が られやすい。 方、 本 では

本の が 行され、中 の が された を される。 は、 同 の い
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に も関 を せているが、今回の検 では と どす ての教科 で「 同 の 」→「 同

の 」と 現の が求められていた（ ）。

井 によれ 、 ン ン会 の と 本の の は「 体」だということ（

）だが、そのような や がみられる教科 は ない。わずかに第 学習社が ン ン会 の

見 き ー に、 本の の ムを載せている 度である（ ）。

こうした ・ 本 の を するための方法として、地域 を活用する をしたい。 え

この時 に活 した 家のうち、 知 身者を してみよう。 高明がいる。 部 佐 、

現 の の 身である。三 の とも関 が く、 りしてからは第 内

の として 同 に した。第 では 中 の か 要求に関わって

いる。 の 記や から ン ン会 を見ていくと、 知という地域の目から、 本、そして

を える教 が できるかもしれない。こうした が「 合」の教 には求められていると

えよう。すでに、 や 知 で地域 を活用しやすくする高校 教育の 読本が作成されている

（ ）。 的な取 を いに活用しよう。準 したいのは、生徒の 究 を き すための、教 の

究 である。な と 的な ではないか

 に「 」「 陽」「キン 」といった についてみていこう。これらは 本 教育の 化

の であり、「 合」の ク ー ・ 化の時 でも多く取り上げられている。だが、

的にはどういった や価値があるのだろうか のような の の教員には、どうも

ンと ない。 と 合しにくい教 の１つである。

そこで は上記の 高明に い、 知 身でこれらの雑 にも 場しそうな を してみた。

いついたのは、 である。 は 知 中 身。現 生まれで、 知 子 すなわち

現 の 知教育 学 業である。 （ ）年には平 らいてうと新 協会を設立し、

運動を した。同年 の「 性同 」は、当時の 性の社会における地 や 割の「 」を目

指したともいえよう。 は 年には リ にわたり、 や ー ークで働きながら

リ 合 の 運動や 働運動を かに体 している。やがて 社「 社」から を する

ようになる。

 と 本 の 合には様々な方法が考えられる。上の教 がす てではない。ここではその 方

法として、「地域」から活 した の目を りる 法を、 介したに ない。が、地域 とくに今回

したような地域の でありかつ 的視 で活 した に焦点を当てる方法は、きっと 効に

働くと われる。考えてみれ 、 の学校を にしている教科 では、 の地域の教 化にはな

かなか み めず、 できない（ ）。であれ こそ、ここは目 の生徒たちに合わせた教 を

供できるという で、 通り、教 の 究 の なのである。

本 では、 知 はじめ中 で「 化の時 」に 的な視 で活 した を、 教

として するにとどめる。 リ ン ーの 門、 や 新 の 者・

、 ツ に学 だ ンの 、 の 合 、 リンの 、

マ の 、 の 三 、 知時 の ・ 、 の 部、 ー

スの 、そして 動 機の 佐 などである。 いつくまま したにす ないが（ ）、こう

して てみると 年 に 業し今 まで 的規 で っている 業等が、 知（中

）は多い。このこと 体 変 いが、その理 解明は今後の課題としたい。
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化の時 の の教科 を読 だり、 行 を検討したりすると、 の ・ のような

の断 分断 に つかる。（ ）

 年 の「 本 」と「 」の 断 分断   
 「 年 」と「 年 」の 断 分断

の つである。 にすると のようになる。 の      の部分が 断 分断 である。

年 年

（ ） ーズ  

ックス リ ー

ン ン会

（ ） ス 

ーズ ル

ス ン内

本

（ ） 成  

ク ー

内

関

（ ） 変

連

・

については、本 でもだい してきた。 ク ー の「キン 」や「ち 」「 築

様 」が、 ーズ や ックス リ ー といった 的な とどう関 し、どう で

付けられるのか こうしたことを「 合」担当教員はあらかじめ「 究」しておくことが求められ

る。そうでなけれ 、 分の生徒が「ち の 」を 究のテーマに選 、 ら「 い」を に

しても、それが課題 究として見通しがきくか、 すらできない。指導 のない教員になってしま

うのである。これでは「 いの 現」は実現できない。 ・ の 的 をできるだけ

の中で え す作業が、必要なのである。

について。 年 、 は ックス リ ー の で し、 本も ク ーで

ち着いた時 だった。 ・ 本 が し、 を向上させた新中間 が 現し、 生

に合わせて、生活ス ルを変えた。 本でも 性 ス 、 ダン ール、 スの 、

など やかな 性の社会 が実現した。そして、それらの のす てを変えたのが、

年から まった である。このように たちは授業をしてきた。 も 本も 景 から け

せず、 業者が した。 年 本は 変を こし、 い の時 が まった。ある

にわかりやすい時 の分け方は、新教科 「 合」でも続いているのかもしれない。

明らかに 年 と 年 の間には 断 分断 がある。「 がす てを変えた」とする、

こうした 明で本当にいいのだろうか それは 年授業をやってきた 身の、 な いである。こ

の部分について、 のような見解を す研究 を（再読によって） 見したので 介する。 に

介した 井 の ク ー体 の  内 と である。 要なので 用してみる。

「・・ 選の実 と の によって 能 を高めた が、 年 に 点に

したまさにその時点で分析が ち られてしまい、・・この時 の を「 と ズム」の

方的 と える「 年 観」に、 実上 していく。こうして、 年 研究と 年
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研究は、それ れ異 な から した研究がし し 介に されることになり、 年

と 年 の の 的理解は、 難になっていく・・。」（ 井 ク ー体 の

 内 と 学 会 年 ３。 点は 用者 による）

井の指 を考 すると、「 合」でもやはり 年 と 年 の 分断 には えなけれ

いけない「 」がありそうである。こうした作業は、いわ 、 教育者の から教科 の内容に「

す」取 である。それも時に必要と は考える。本 年度 で、 に の教員はここを る

きだと した。「教育内容」の ー ンに するのである。こうした取 ができるために

は、当 専門 を精読しなけれ ならない。今回 は、新教科 「 化の時 」を 検討す

るため、 に の を精読した。

井 三 けられた 年 ・ 本の選 ちくま新 年（ ）

成 ク ー 新 年（ ）

井 本のポ リズム の 中 新 年（ ）

内 ・佐 本 新 年（ ）

内 体 （ 成 ）ちくま学 年（ ）

陽子 それでも 本 は「 」を選 だ 年（ ）

井 ク ー体 の  内 と 学 会 年（ ）

こうした基本 の精読は、もちろ これからの「 合」でも必要な教 の「 究 」の基 で

ある。 研究から られる知見は、 り知れない。 は の 合で くが、 え 、 からは、

「新 」という分析 みを ることができる。「 」とは、 で領 や 場の

を る方 。「新 」とは、 連 の 設や 決の 認による 家の 設など、 によ

らないで を解決する方 である。 からは、 ク ーや 作 の 性（ ス

の とマ ス による 地 の ）を 識させられる。さらに からは「 化」

を 年 の リ 生 の 果の新中間 現という い 的な に るのでなく、

年の き討ち 、 年の 動、 年 を て、 年 の ズム、 新体 な

ど、 く 的な に 目した見方を教えられる。

合的に考えると、 年 の 本を に 的、 的に評価するのでなく、「新

」（ 井）「 性（ ス とマ ス ）」（成 ）「 化の 」（ 井）といった複

合的な分析 みでみることが、 要なのではないだろうか。「 ・ 」を「複合的」に見る。

年 と 年 をつなげる。同時に、 本と を関連させる。こうして、上の つの 断 分断

の を ち れるかもしれない、と を立ててみた。 年 を「複合的にみて」、 年 とつな

げることによって、「 の中の「 ・ 」」の授業が、 つの断 をこえて、「 合」の教室

で新しく実現できるのではないだろうか

こうした の 、 の新教科 「 合」を読み解いた 果を 介していく。

「 合」 の新教科 のうち、 が 的 と じた部分を に 用して 介していく。

いずれも「 化の時 」に っている。

（１） 社（ ） 解  
「 化」とはどのような のことだろうか。 に、「 」は では などとされ、

「 化」というと という をあてることが多いが、 の １を読 で考えて
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みよう。

（ ） とは、 い でも い でも、 分 身に な価値を認めようとはせず、 分は

「す ての 」と同じであると じ、そのことに を えるどころか、他の 々と同 であると

ずることに を見 しているす ての のことである。

（ ）そのことの し しは として、今 の ー ッ 社会において も 要な つの 実が

ある。それは、 が な社会 の に ったという 実である。 というものは、その本

上、 分 身の を指導することもできなけれ 、また指導す きでもなく、ましてや社会を

するなどおよ もつかないことである。」１ ルテ 「 の 」

「 」は に 第に社会の になっていき、 の現 も「 」が や社

会の になっているともいえる。 たち 身も「 」の かもしれない。この「 」と

される 々は、どのような 的背景のなかで 場してきたのだろうか。第 「 化と たち」

で学 だ内容、 に 的な や社会のなかで がどのような におかれるようになったの

か。 家における の状況なども まえて考えてみよう。

「 」とされる 々が社会の になったと ルテ は ているが、これはどのような

だろうか。どのような のもとで、「社会 の に った」のだろうか。第１ で学 だ

後 の状況と して考えてみよう。

また、「 」は 内 や にどのような を つようになったと考えられるだろうか。

は ル ンの か の平 の の 部と第１ である。 化と 、 の

間にどのような関 があったのか考えてみよう。

の ン

社は 解と新選の したが、 に「 」とは か 「 化」とはどういう現 か

上 から しようとしている。そしてその 化が く 年 から 年 にかけて、 時

に当てはまる現 であることを 体的に指 していく。このような「 合」の教科 は、実は

の中でめずらしい。 社の と 社（ ） 、 社（ ）７０１ の らいしかない。

ちなみに 社 解では のような と 化との関 を指 している。 （ 年）、

ル ンの か と ル 会 、第１回 ー ー（ 年）、中 における ッ

（ 年 から 年 ）、 な 働者育成と ー 場、 と 学・ 学、関

の とポス ー、新 ・雑 ・ などのマス と行動 理の変化、情報の 、 ・

の 、 スの などである。

社 の部分の 用（ ）

で 成が だ 家では、 後 には が され、やがて 家に 家

が がった。第 は、 家がその生 、 員のす てを する 家 動員の と

して、 とよ れた。

の実現を 能とする 家体 は、第 と第 をきっかけにさまざま

に構 された。 は 業や科学技 の を基 とする の をかけて うと考えられたた

め、 の考え方は 体 をも規 した。

の構 とともに したのが、 々を として教化・ 合する 度やテク ーだっ

た。 社会を 的に する 学をもとに、社会動向を しようとする や社会
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の が で められ、社会保 度を えることで の生活を保 し、より なる

合がめざされた。また、 の理念では、 内部における 的な や性 による の

は ましくないと考えられたため、平準化をめざす も取り れられた。さらに、 的に

け継がれる 間の性 の をはかることで の 「 」をめざした 生学も でさか

になった。

学校教育や 教育では、 家の構成員としての ンテ テ の育成がより中 的な課題と

なり、 教 体、 年 体、 体などの 体を通じ、 教化がはかられることもあった。

識 に関 なく 々に情報を えられる が 用され、さらに、 々が動員体 に「 」

から合 するように、 化領域が 視された。 は や も し、 化を しむ場 体を

に みこもうとした。（ ）

（ ） 社（ ） （ 、 社の 用部分はいずれも ン ）

社が 知 三 地 では と ど されていないのに して、 社の教科 は１・ を う

である（ ）。「 化の時 」はどう かれているか 社のような 化の から まる

のではなく、 に 年 の リ の と関連付けて「 化」や「 」という が てく

る。まずそこを 用してみる。

 
「・・もともと リ は、身分 に られず、 取の 性に だ社会であった。そのような の

うえに、 生 ・ ・ 化を とする、 社会が 現したのである。」

ここで が付いており、 のような の が付記されている。

「  とは、 業化の にともなって、とくに 部に 場した社会 である。 に、

には さず、中 度の生活 準にあることが多い。 性が の きな であり、 の

の 識は い。」

このあと、 化の になったこととして、 年の 動 会社の 者 ー の をあげ

ている。

さらに「中間 と 化」という項目を立て、 に 介するような が続く。

 
「 生 ・ をおもに えたのは、会社員や 員など リーマン（ 生活者）を中

とする 中間 である。 年 の リ では、 ー ッ や 本に がけて、 の中間

が社会の中 となっていった。こうしたなかで、 ・スポーツ観 ・ ブ 新 などの

化が まった。 も まり、 を した。 ー ッ では 的に とに

する 化の ンルが異なった（ 化）のに して、 な が する点に 化の

があった。」

の ン

社の教科 （ ン ）で、「 化」「 」という を すのは難しい。 まで

で だったものを き してみる。

「 の 、 業の を背景に、多くの 々が 生 された同 の や 品を す

る 社会を えた。しかし、それは が 度の の に見 われた時 でもあった。」

「 化は 的にも、 内的にも、 と関連しながら 行した。」
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「 本では、 により、 の 識がある 度高まった。第 では

は しなかったが、 と の の により、 性 通選 の導 や生活様 の変

化など 化に を み れ、 をあげた第 での を て、 体 を む本

的な 化を えた。」

「 の は、 の社会にも きな を した。 行を担った として、

はより きな 的・社会的 を要求するようになり、 リ のような社会的

のあいだでも、同様の動きがみられた。後方での 性の社会 が だ 果、 性と 性の

を 等にす きだとの認識も、多くの で まった。」

の中で「 」もしくは「 化」という は、 題を くと７回 てくるだけであ

る。上の 用部の わりから 行目の「 」は、「 」としてもいいところと には われるが、あ

えて「 」としているのであろうか。

 この後 社の教科 （ ン ）は 年 の 本の 化の記 になる。

 
本における教育の と 化の

「中等教育からは や を教えたため、 化に しむ が えた。高学 者の もあっ

て、 では、 を着て や会社の に通 する リーマンがめだつようになった。・・」

の ン

この後「 業 」「 ー 」「 」「 ス ン」「 子」「 」「 」「 行 」「キン 」

「 」「 本」「新 」「 」など、 本の の 化の 介が続く。 の 本

化の記 との を わせる。

読者はどう じるであろうか の では、 社と 社の記 は、「 化の時 」に ってみるか

り、かなり が異なる。 社は、 から 年 あたりまでを く にも着目して

「 化」との関わりで の動向を えようとしている。それに して 社は、「 化」の

を「 社会」として に して く え、 年 の新中間 現の リ 中 で、

なく記 している。

その理 や 者の の解明は、本 の能 を えるため、ここでは し える。が、 考になる

行研究としては、 に げた 井 の 本のポ リズム の 中 新

年が 立つと、 的に考えている。つまり、「 化」を に 用するか、 に るか とい

う分析 みの精 化がポ ン なのでは ということである。

（３）その かの教科 社７０１ ・ 社（ ）・ 社７０

社の教科 ７０１ の （ ）の は である。 社も 社と同じように「 化」を

く も めて している。 に 化との関わりが指 されている。が、もっと きな は、

見 き に、 を ースとしながらも、 などに必ず１ は 本の動きを関連 けて記載しよ

うとする が じられる点である。 え のようになる。  「 の変化や 化

の い」 「 通選 法・ 選なくして 選なし」 「第 と 社会」

「 本の 、 の要求、 景 」 「 と 連の成立」 「 リ

と 本、 動」 「 ル ン ン体 」 「 本の 、

本の 領、 本の協 、 」 「 リ の 社会」 「 本
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を す 」 「情報通 技 とマス の  リ テ （ リ 年）」

「 キン （ 本 年） （ 本・ 子 ）」「 の と 化」 「に わ

う 、 三 、 ンと 本の生 」 「 ・ 本の 化と社会運動」 「

高明の 通選 法 理 、第 回 ー ー、 本の 性解 運動」 社は、 年 も ース

の見 き ー に 本の動きが、かなりの で ンスよく れ まれており、 目に値する。

社について。 社についての「評価」や ン は、 には に難しさを じた。 を ー

スに 変 的に かい 項が として に り まれている。が、 化の を く っ

ていくと、おそらく 社と ていて「 リ 社会」を中 に えようとしている。 な評

価になるのは、 が多く、それをどう使うか、 者・ 者の ッ ー 性があまり じられない

からである。むしろ、 をどう使うかは、学習者や教 の 体性に ける を目指しているのかもし

れない。 社で 的なのは「 に る」という 設の ー である。「 に る 」では「

の をどう評価するか」という 設のテーマで、見 き がさかれ な が でいる。

「 に る 」では「 ン ンの をどう評価するか」というテーマで、同様の ー が割か

れている。 年の ツと リスの関 は極めて 要であり、 の授業構 にも使いたい

である。「 化の時 」は「 に る ３」で「 か 要求の を 題とす きか」というテー

マになっている。 を使い、生徒が「 成」「 」に分かれて ー したり、そのための 学

習をしたりするのに な ー が見 けられる。ただ、このテーマ（ か の ）は、今の高

校生が 体的に取り む「 いの 現」となるだろうか は になった。評価が難しいという

のは、このような観点からである。

社を 後に取り上げる。 社は７０ と の しており、 に「 」の方は 社と同

様「 化」を く も め しようとしている。また とも「 動と ク ー」「

ク ーと ズム」などといった項目があるなど、 者・ 者の ッ ー 性も じられる。

だが、ここでは 社７０ の「 い」に 目して 介しておきたい。というのはこの教科 は、

や の教 と「 い」（教科 に されたもの）との み合わせに があると われるからである。

、その をあげていく。

・第 の リスの 者の 「 い な リスでは、第 の

が く記 されているのだろうか。」

・ ンの  １ とそれに続く子ども ン 「 い ンの 子の は、

をあらわしているのだろうか。」

・ リ の 「 い どこの の が れ げられているのだろうか。」

・ 動の 「 い 動の担い はどのような たちかな。」「 しているのはだれだろう」

・ ・ 運動の 「 い の 断 を読み取り、 々が要求している内容について、考えてみ

よう」

・ ーマ の 「 い な 、 でもないのに「 ーマ 」とよ れたのかな」

・ げをする ツの子どもたちの 「子どもたちのもっている は でできているのだろ

うか。」

（ ）教科 研究と 究

今回の の教科 の として研究会でよく られるのは、「 花 」「 テ ーに で

いる」「 社、 ら ら」などの 現である。「 花 」で「 テ ーに でいる」のは「 」
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としても、「 社、 ら ら」では、ちと現場は るのではなかろうか。教員はともかく、高校生は教科

を選 ない。教科 によって「 化」に する解 や え方・ がまちまちであったなら、生徒

は教科 によってかなり異なった時 観・ を ってしまいか ない。それでもいいのだろうか

「多様な解 」ということで まされるのであろうか。 は、ここでも、教 の があると考える。高

校の教 は今、他の教科 を に見られる な立場にある。 学他の研究者は、それすら には

いかないのだ。それを 用して、他社の教科 を「 究」し、教 として 供するのである。今、他社

の成果をも当 生徒に せられるのは、現場の教 しかない（ ）。多 的に多様に生徒たちが 究

しだすためにも、この方向での を は「教 の 」として したい。

ここでは、 った３つの観点について、 に指 していく。

１つ目は、 現 の「 」の と 究 の関 である。学習指導要領では、 教育に必要な

「 ・能 」として「 」の活用や「 」の の理解が されている。 現 は の評価や

解 が まっていないことが多い。だからといっていたずらに けるのでなく、また 方的に教 が

部の だけを選 で教え むのでもなく、「 」をいわ 第三者に見立て、教 と生徒の 方が に

その 性を 究していくような が、理 ではなかろうか この のキー ー は の「 能

性」であろう。教 と生徒の 方が、 に「 」の「 能性」を 認しながら 実に向かって

する「 究 」が必要になる。（ ）

つ目は、「 合」 科目と 究 の関 である。「 合」は の 現 を

うので、 時 や 、場合によっては や 業 も っくりやる時間はない。

（ ）だから当 、中学の社会科との連携が がれる。中学 習 項の 習を、 に授業に取り

む必要性が高い。そのため、 しがうまくいくよう、その部分を 究しておくことが、今のうちに高

校教 の に いに求められる。さしずめは、高校 社会科の 題研究が なのではないだろうか。

同様に高校の「 本 究」「 究」のみならず、「地理 合」「 」など、地理・ ・ 理の

分 との連携という 究活動も まれる。

３つ目は 学 と 究 の関 である。「 合」は 科目として 視されることになった。

通テス はマーク ー である。「 究」の 者も「 本 究」の 者も に「 合」

を 科目に える必要がある。それは ましいことと は考える。が、他方、討 や を 視した

授業をやりたくても、 科目の 題がそれらと 関 であれ 、高校現場は ましい に

する。したがって、高校教 は、 題 にも 度 した 究 の育成方法を準 しな

けれ ならないと えよう。この点は で する。

 が「 合」のこれからについて するのは、 のような点である。

 現 の 本 と を、 と同じように、それ れ「 の 」と割り って分けたス

ルの授業が現場で され続けること。

 ３年後に まる 学 題の「 合」の 題に合わせた授業ス ル、つまりそこで点

がとれることに授業の焦点が当てられ、生徒の「 究活動」が かになること。

 生徒の「 性」に基 く な 究活動の 、 を する教 が てくること。 てくれ

、 果的に生徒間の学 は今まで 上に がる。他方、 に上 学校では教える の学 が
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していくのかもしれない。

のいずれか、または同時 行が生じることで、「 合」は必 通科目としての の目的

を せず、 れていく。「 」の の である。それは、な としても けたいものである。本

で してきたように、 は今から の準 ができる。 しいのは、教 の 究 である。 もあらか

じめ「 究 」をつける 題を するよう、現場から要 していくことが考えられる。これも教 の

究 である。さらには、 のある生徒にだけ 究させて、教員が 究しないなど、あってはならない

ことである。これ 上、生徒間の を げてはならない。 分では 究できない子に、 く な

指導をするのが、 教育を担う教 の めであろう。

つまりは、 々教 の の 現 に する 究 を めることが、「 合」成 の の

というわけである。「 合」は 究する教 のちからによって、成 する。これが本 の である。

 １ 学習指導要領の 現では「 の変化や 化と たち」となっている。ここではわかり

やすく して「 化の時 」と 。

  用部分は平成 年 の学習指導要領第３・ 合・目 その「解 」である。

 ３ 本研究 要の「はじめに 「 究 」と教 のちから」の 同じく本 ・ 幹教

（研究 ）の 考を されたい。

  科研 研究の題目は「新科目「 合」の準 状況と 現 授業実践 新教科 分析

と 」課題 は  
  学習指導要領・第３・ 合「解 」  内容とその取り い 中項目（１）の学習の

（身 な から考 する の い）など  
  「 いの立て方」については、 う方法・考える方法 ・ちくま リマー新

年、 いの立て方 ・ちくま新 ・ 年、 体  ー ン ・

ス新 ・ 年、 的 として の リック ・ 社学

・ 年

 ７ 科研 を使用して、 年 １ 、 １ ・ 法 「教科

研究 ン ー」 会 室において、新教科 「 合」 について、検 を

した。また上記の続きを、 年７ １ 、 １ １・ 教育記念

にて実 した。

  井 ク ー体 の  内 と 学 会・ 年・ ３

  第 学習社  
 は 高等学校地理 科用 読本 と 本 教育 員会 年、

知 は 知から見える 知 教育研究会 年

 に今回の新教科 は、地域 ・地域教 が に なかった。

 「「 知から考える 合」 向けて 「 の変化や 化と 知の たち」」（

知 教育研究会 教育研究 年）で同様の みをしたことがある。

 者は本テーマにつき、 年 知 教育研究会 で報 した。

その時の （題目）「「 合」 の新教科 の と ン ー 「 化」の

記 に焦点を当てて 」の中でも、この を使って 明した。

 井 「 本 の場合、第 で した などの が リ 会 で
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を られたこと の から、 的な が 生したという基 で かれている

のであり、 で領 や 場の を る「 」を当 視する がうかがえる。それに

して、 の場合は、 上 の が われる中、 な 者を した から に

よらないで を解決する方 の から 連 の 設や 決 の 認による 家

の 設という「新 」 の が られた点が されている。・・ にいえ 、 本 では

「 」 の継続性が されているのに して、 では「新 」 の が 視されて

いるのである。」

 成 「本 の みは、 のもとでの社会のありようを き すことであり、 の

ク ーの 的な性 を、 リズムー 地 ダ ズムとの関連

で考 することになる。」 「 本 の 的な評価が ら のは、内 的には を

しているが、それが と つき、 的には 地領 や などを容認し、

ときっ りとした 度がとりにくい・・・。」

 井・ り み「現 の 状況を 現するときに用いられる「ポ リズム」。だが、それ

が 場 動員 を するのであれ 、 本はすでに に があった。 後の

き ち に まり、 、 変、 ・ 、 機関 題、

の 場、そして 。 通選 と は、な の と、 という に っ

たのか。現 の教 を に学 。」

 内・佐 「 立を生 だ リ 」と題して「・・ 本 は の わ

り ろから、 から と ル ーを り えつつありました。・・・そこで目をつけたのが

リンです。 年、 リ 時、 本は ン 当時の の を りま

す。・・ は 業、三 業、 本 など・・・この に を付けたことで、 リ と

つかることになる。」（ ）

 内 「 内にとって 体 という観点が にとって する は、 が

成 を基 とする 家という体 や 地地域における 家と連続した で

あり、 家を ステム化された社会 と 行させた、という点にある。（この は 者・

による）」 「 ス も 本の 新 も、また、 ー ール も、 と の

「 化」（ ・ ッ ）に向けて精 的な活動を した。 らが当 したのは、 時 の

的動員を のままの体 で 行するなら 、 に した は けられないという

した 情であった。 の 立は、教育 ・ 業 練・ 業 介・ 保 ・ 業保

・年 といった 度 によって、あるいは 働者・ ・中 業者・ 性の保 によって、

度化された ン リク と体 内化されなけれ ならない。・・本 的な は、こうし

て、 とともに まった。・・ 家（ ）とは 家（ ）の

であると たのは、この を指してである。」

 陽子 「（ の 的な と題して）中 でなにかあった場合、 の

の付け にある や などに上 して、そのあとは で に で、 を・・ まで

でしまえ 、中 の で 、 というルー で まで 上できる。（ をとれ

、 があり） 方から を めることができる・・。」 「な 家 が生じ

るのか。」「第 が 本に えた は、・・第 と同じくらい きかった。・・

・・ 内 が成立しましたというだけでは まない・・。この の 果、 本 内におい

てはたくさ の「 家 」が 場して、とにかく 本は変わらなけれ は る、とまでの
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機 ・・が・生まれました。」 「 通選 身分的 の の 本的

の 立 働 合の 認 生活の保 の社会的 教育の解 新領

・ 、 、 の 新 内 の 成 の  の項目・は （

）年 に と てくる、 体といわれた 体の 的な ・・。」 「・・

第 後には、 的な内容の 家 ・・。その理 と背景は・・。」 「・・ つ

目は、 本が第 に する に リス・ リ との があったのですが、その

実が 会で されたとき、 しい 判が社会に き こったということ、 に、

が わった後、 リ 会 で 本が した、中 と リ からの 判に、 く 本 が

を けたということ。そして 後に、 本 の で三・ 立運動が リ 会 の 中

に こってしまう。・・第 、 本はさまざまな を体 し、それによって きな

観的 機 に られるのです。」

 井 「・・内 的 では しにくい体 である 上、・・ 体 の内部からではなく

部から 機を することで 体 の を変化させ、 て 体 の を変化させるこ

とによって、なしくずし的に体 の をはかることしか 効な はない。 ク ー体

の における 機の つ は、ここにある。」 「 変を 導した が・・

「 家 リテ 、 中状況 リ 内 断 ・・」と た・・」

  社

 社 実教

 社 第 学習社

 社  用部分はいずれも ン

 者の では、 知 三 地方のいわ る上 学校では、 社（ ン かブルー）と 社

が 的多い。 社・ 社ちら ら。これに して 教育 員会 では で、 社３

３ （ ン 校 ブルー 校の ）、 社 １ １ 社 １ １ 社１ 社

３ （ 社と同 で も）

 社

 もちろ 作 や の明記等、 のマ ーや 、 が必要である。

 の「 能性」の 要性については、 「 ク ース の と 活用

社会認識教育における 能性 」（ 教育研究７ 年 知 教育研究会

）

  時 や 、 業 等の「 合」での いについては、 （ 記 ）

「「 合」授業 くり 門 ・ ・動 ・地域」（ 教育研究７ 年 知

教育研究会 ）
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

学校設 科目「 用 本 」における 究学習

究学習による学習に必要な ・能 育成の 能性

地 科  

キー ー  究学習 本  体的学習 度

  

科学技 が し、 生 年時 をむかえ、今まで 上に変化が しく、 が見通せない時 にな

っている。 と ッ の で今ある多くの がなくなり、今はない新しい につく も

てくると われている。当 、今の生徒 は 年までずっと同じ を続けられるとは らなくなる

だろう。そういう変化が しい社会の中で い 生を生きていくこれからの生徒 には、「変化 の

」が必要になってくるのではないだろうか。「変化 の 」とは、 に新しいことを学 続け、

知識や技 を活かし、 する を つことだと考える。そのため、生徒 には から 体的に学

度を って しいと考えている。

生徒の 体性を き すためにはどうすれ いいのか。新学習指導要領で に 目されているキー

ー が「 究」である。「 究学習」とは、生徒 らが課題・ いを設 し、解決に向けて情報を ・

理・分析し、 の と 見 ・協働しながら めていく学習活動のことである。これによって学

習のために必要な ・能 である 考 ・判断 ・ 現 、さらには 体的に学 度の育成を目指

した。

（ ） ダンス・マ ン マッ の作成（ 時間）

ダンスでは、 用 本 の授業では 分の

関 のあることについて 的に 究すること、 学

生の テーマなどを げながら、 は教科 に

いてあることだけではなく、身の回りにあるあら る

ものが の になり るということを えた。さ

らにマ ン マッ を作成する中で 分の 関 の

ある分 について考えさせた。

変化の しいこれからの時 を生きていく生徒には「変化 の 」を身につける必要がある。

「変化 の 」を身につけるためには 体的に学 度が 要であり、 体性を き すために

「 究学習」が 目されている。そこで 本 の「 究学習」を通じて、学習に必要な ・能 （

考 ・判断 ・ 現 、 体的に学 度）を育成できると考えた。本 は３年生の学校設 科目「

用 本 」で行った「 究学習」の実践を報 する。

１ 生徒作成マ ン マッ
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（ ）「 い」の設 （ 時間）

 究学習において「 い」の設 は 要 項である。「 い」の立て方でその後の 究活動の成 が

決まるといってよい。ここでは の を 考に「 い」を考えさせた。はじめから 分の中で明 な「

い」や、 関 が い分 がある生徒は に 究学習に れるが、そうではない生徒は 行研究の

理や情報 をしながら「 い」を考えなけれ ならない。生徒にはこの が難しく、 も を

通じて に考えたが した。 回「 い」を立てても情報 しているうちに「 い」が変わって

くることもある。

（ ）情報 （中間 の 後で１０時間 度）

中間 を だ 後に情報 の時間を設けた。この時間では１ １ を用 し、 に

ッ を通じて 考となる研究 や 、 を させた。さらに学校の 室にも行き、１ １

は を りるように した。情報 の には の 性・ の使い方等を ク ー

した。また情報 にあたっては ンス ー を作らせ、情報の内容、 考 リス などを作ら

せた。 学生なら 様々なところに 行くところであるが、高校の授業内で行うには、どうし

ても ッ や が中 にならざるを ない。しかし、なかには地域の 等に がないか い合

わせて、実 に を れた生徒もいた。

（ ）

 生徒の 学習と平行して に を行い、生徒の 状況の 認や、「 い」がなかなか まらず

に っている生徒には、 も生徒と に をしながら に「 い」を考えた。生徒の 時間は

１ 分で１時間に 度である。 用 本 の は だったので３時間あれ 通りの生

徒と できた。やはり 究活動を でやらせて指導していくのは、 に 上いると しい。

できれ １ の教員に して１ の方が な指導ができると考えられる。

 後 ・ ・ 子 学 の技 １ からの 究・

・ ンテー ン 学 部 年  
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（ ）中間 準 ・中間 （３時間）

 中間報 準 では のような「 究マッ 」を作成させ、 の 理構成を考えさせた。 では

ルー を作り、「 究マッ 」に基 き１ 分 度で し、その後 分 度の の時間を

とった。 をすることで たことや 分の 考を 理できるとともに、他者からの視点を取り れ

ることでより方向性が明 になり、情報 の行き まりなどを解 するきっかけにもなった。 究マ

ッ は後で め、 スを いて することで教員からの ー ックも行うようにした。ま

た中間 の様子は で しておき、後で教員が評価をするときに とりの が見られ

るようにした。同時に複 の ルー で していると、１ の教員が 生徒の ーマンスをその

場で評価するのは難しいが、 を しておくことで、後でより な評価が 能となった。

（ ） 作成（ 時間）

 のための の作成は学校の 教室の ンを使用して、 ーポ ン で作成させた。

生徒 は や などを 使しながら して を作成していた。 教室では１年生

が情報の授業もしているので、授業変 があったときに情報の授業と ッテ ン してしまうなど

ブルもあったが、今後１ １ が導 されることで、こういう 題は解 されるだろう。

３ 生徒作成 究マッ
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（ ） （ 時間）

 学 の わりにまとめのための を行った。 ルー を作り、１ ７分 、３分 の

時間を設けた。 を く生徒 には評価 ー を して、 の 度や 、内容を評価させた。

中間 と同様、 の様子は で しておき、後で教員が評価をするときに とりの

が見られるようにした。

 実 には は７分 上になることが多く、時間が りなくなることもあった。また ク ー

を３ 使っていたので機 の ブルなどもあり、 に した。

（ ） （ 業）

 業中に１学 の活動を でまとめる課題を した。 は で ー の ー で

してもらったが、 上 いてきた生徒も多くいた。中には で 分が使える ンが

ないという生徒もいたが、そういう生徒には きでもよいということにした。実 中 きで

したのは１ であった。この 題も今後１ １ が導 されることで解 されるだろう。

 学 に関しては、 通テス ・ も ってきている中、 員に のまとめを させ

るのは 理だと判断して、年内に が決 している生徒のみに 中 を め りとして課題を し

た。

（ ） 学

 学 に１学 に行った クルをもう 度 させて、 究学習の習 度の向上を った。 究テ

ーマについては 記にあるとおり、１学 からのテーマを継続・ させたものも、 く新しい テー

マを設 した生徒もいた。

 生徒作成 ス

１・  の様子
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１ ２
と 変 と

と え
な は がった

もち
ま と ら もち ⽅ え 変 たど

は も な は が が た
がど がった と い ら読み

変 は
と い

⽅はい も変 ない
と

は
が ら なった はな

は が なった は
がとら た ら

はど 変 た

と い い
ら

が は と い

はい
は えた

ら
は 変えた は な った

が ども え は っ な が ども い な はな
は ども は変 い

はど な とが は らも
は変 い は変 た

は は といえ
は い は

はい ら
ら はど な
ま 変 と もと

はど 変 た は変 た
は 変わっ ま は ど な え た

と は変 た と は変 た
ら ま が い は は な

は な なっ ま ま と ら
とっ とは は ら

とは
と ら え と

3

１学 の「 行にはいつ行けるのか」など、 見すると と関 ないテーマのように えるが、

時 のス ン と現 の を して を するなど、 と現 の を取り れ

たテーマも多かった。 

4

 １年間に 回の 究学習を通じて生徒は れない 究学習に しながら 的に取り で、

こちらの を上回るク リテ の をする生徒もいた。 的に 究学習を クル回すことで、

１学 の 点を活かして 学 の活動に取り めた生徒が多かった。 分 身も生徒に本 的な 究

学習をさせるのは めてだったのでうまくいかなかったことも多かったが、生徒の 的に取り む

を見て、 究学習が生徒の学習に必要な ・能 を育成するために 効な だということがわか

った。今後も指導のあり方をよりブ ッ ッ して生徒ともに学 でいきたい。 

参考文献

後 ・ ・ 子 学 の技 １ からの 究・ ・ ンテー ン  

 学 部 年 
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ー の分析の 究学習から見えた「 学的な 現 」の向上

3 年間の指導と 4 の成 記

学科  美  

キー ー  究学習 学的な 現  ー の分析 

ック ー の 用が し、 ンスに基 く 決 が求められる社会の現状を まえる

と、高等学校の 教育には、実 ー を多 的に分析する を通して、 ー に基 いて判断や

決 できる の育成が される。

本校 学科では、 ー の分析の基 的な知識・技能の習 することとともに実社会や実生活の

中でいきる 的 考 の育成を目 に、「 ー の分析」の 教 を し、実 している。本

では、平成 2 年から 0 年に行った授業実践と 究学習を通して、 の生徒の「 学的な 現

」がどう向上したかをまとめる。

平成 2 年 10 11 、第 1 学年 ク スを に、8 時間（ 学 「 ー の分析」は 習）の

実践をした（ 、201 、201 ）。

題解決 学習の スとして されている みはさまざまであるが、「 通のテーマをも

って、 ー を分析し、現状を した上で、目 を げて、 を検討・実 し、効果を検 する」

という （ ）的 題解決法による 連の れは、 を変えながら 解を導 させ

る実 的な を ち、学習者に「 題を解決するために をす きで をおこなっているか」を

すことができる。この スに って 「 ン ブン 201 」に されている

選 ー （ か 1 8 、これらの選 がもつ ー は 的 ー 2 項目と 的 ー 項目

の 2 項目）を分析し、 ームの ー ル ンスや選 の 性から、 も ましいと考えられる選

を選 し、 リ ル ームの 成を行った。

授業 後の ン ー では、「時間がもっと しかった。」「またやりたい 」との声が 多く せ

られた。実践を まえ、さらに した学習の機会が られるとの いから、「スポーツ ー 解析

本校は、 立の教育 学の 高校といった けもあり、 的な 究学習が まれ、そ

の 実は本校の教育目 の 1 つである。

本 では、平成 2 年から 0 年に行った 学の授業実践と 究学習を通して、 の生徒の「

学的な 現 」がどう向上したかを分析する。 し の実践記 にはなるが、 者が同 学年を

年間 ち上がって、 学の授業や 究活動を け った生徒たちの記 である。 年間の授業実践

や 究活動を振り って、生徒の成果 や ン ー での ン を めて評価した。 究活動や

題解決学習の 能性と 学の学習の をまとめる。 
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ン テ ン（中等教育向け部門）」に させて くことにした。 

本校では、学年によってテーマや 間は異なるが、生徒が課題研究をし、その成果を させる機

会が多くある。平成 年、 年生は、 から にかけて、生徒 が に ある学 分 の

研究をする「 究活動」が されていた。 

そこで、「 ン ブン」の学習後の に「スポーツ ー 解析 ン テ ン」 の

を する生徒を った。 した生徒 は、「 究活動」の時間も 用して、 ー ン

品の準 をした。 から の つの ルー に分かれ、「 通のテーマをもって、 ー を分析

し、現状を した上で、目 を げて、 を検討・実 し、効果を検 する」という れで 題

解決を目指した。今回は、「 ン ブン」のように ー ンによってその効果を 認

することはできなかったため、 ーポ ン での を行い、 ンテー ンを 評価した。

その中で、評価の高かった ームがポス ーを作成し、「 ー ン 」に 品した。その他の ル

ー も学年の 会で分析の 果を した。生徒の ルと成果は の通りであった。 

「 ー 取 作 」 

ー ン 品。 。 

「中 ンズを に導くためには ームの となる選 の選 方 」 

 ー ン 品 

「 っ がもたらす ーム の 」 

「 に りないものは」 

平成 年度は に、 年 を した「 作 」の作品を 知 ポス ー ンク

ールに 品した。 ー ン で の 生方から指 していただいた部分を し、 をいただ

くことができた。その活動の中で、生徒から、「今年も ー ン に したい」との声があがった

ため、 に をした。 ー から までは、生徒たちの 的な活動となった。 の授

業後に の ー 分析を 合し、解決したい 題と分担を決めた。 、生徒たちは、 や授業後、

を使って 状況を 認し、作品を 上げた。この作品は を した。 

地域に 生地（ の 記念 ）があり、本校の校 の ー でもある キツ は、生徒にと

って身 な花である。本教 は、「これは か キツ か」をテーマに、平成 年 に 年

ク スで実 した（ 、 a）。学校の ー リーに く い花が、「本当に キツ か」を

題の として、Fisher の iris ー を分析したのち、検 の考え方に基 いて、「 か キツ

か、どちらともいえないか」を するのが課題の である。 の中には、 の ー から、

体 を し る がたくさ ある。 ・検 に をもってもらうことが本教 の目的であっ

た。 

「同じ でも品 によってこれだけ があるのなら、同 の キツ の ー を取って、そ

の 異について てから考えたい。」 年度の授業実践の後、 年生に上がった生徒から声があがり、

の生徒が 的に 究活動を行った。学校に いている キツ を し、 ー を め、

Anderson の Iris 研究 と合わせて考 を め、「いずれ か キツ 美しさはどこにある
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か 」という にまとめ、 学 理 学 ンテス に し、選考 員 を た。

では、「第 回 理 学 ンテス （ 学）」に した 子生徒 の 年間の 究学

習の様子と ンテス に 品した成果 から「 学的な 現 」がどう向上したかをまとめる。「

ン ブン」「平成 年度のスポーツ ー 解析 ン テ ン」「平成 年度のスポーツ

ー 解析 ン テ ン」「これは か キツ か」「 理 学 ンテス 」の つの 究学

習と 教 で 題解決学習に取り だ生徒の学習の様 とその成果である。 

当 生徒 は、 年 同じク スで、それ れ 化部に していた。 にも 生 に取り

む活 な生徒たちではあるが、ことスポーツに関しては、 関 が い。「 ン ブン」

では ッ ー ームの ー を ったが、教 の構 では同 からも ッ ーをよく知って

いる生徒とそれ の生徒では、学 の が きいのではないかとの の声もあった。授業後の

らの ン ー でも「 ッ ーも ームもよくわからなくて は だった。」とある。しかし、

ッ ーの知識がないからできないということはなく、 ー の や しいルールはお いに

たり、教えあったりすることで 題はなかった。 

実 、 ン ー では した点を のようにあげている。「 によって、また関連する項目に

よって、見え方が違った。うまく活用することで、より効果的に に えることができる ー の

分析は、 っていたより難しかった。」「授業での いかけが く、 をしたら いのか った。

をしていても目的が ら らで、 く分からないこともあった。」しかし、「 に家で、 ー の分析

をして ンをするという をしたら、 社会に て会社に ってやる の と どが、 があ

る 明をして がしてもらうこと と われました。」「 よくわからないし、難しいなと って

いたけれど、授業を るた に ー の分析の 方、活用の 方が理解できるようになり、す く

しくなっていった。み なでやるからこそ がある授業だったな と う。とにかく しかった 」

「またやりたい 」と 向きな を って学習を えた。 

 ッ ーをよく知らない 子生徒も、MF が ールマ テ なポ ンであることを、 化し

た ス ムや げ から理解し、ス ンは ーム が高く、 ともに ンスがよい ー

ムだと ー から した。 

者から 供された ー で 究活動をした「 作 」の概要は の通りである。

リー の ー 取を １リー するための を目 に ー の分析をした。ま

ず、 ー 取は、「 ン ブ ー での り成 回 」から りができる ームであるも

のの「 方 の ス」回 が なく、 点がなかなか らない ームであることが明らかになった。

また、 リー の上 ームと選 の年 を し、 ー が 的 い年 の選 で構成

されている ームだとわかったことから、さらにポ ン に選 の年 を考 した。そこから、

ポ ンの 性に合った年 をあげ、 という スが 要視されるポ ンにおいて必要な

年 は、平 年 よりも高い、ある 度 を積 だ選 にする必要があると 付けた。つまり、

ー の ームで のある「 り」から課題のある「 点」につなげるために、 要なポ

ンの MF には、 かな選 を することが必要だと 題の解決 をあげた。 
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「 ン ブン」よりさらに専門的な ー であり、かつ多変 の ー であったもの

の、 分たちなりに ー を取り上げ、考 することができた。また「 通のテーマをもって、

ー を分析し、現状を した上で、目 を げて、 を検討・実 し、効果を検 する」とい

う 題解決の スを 分 まえ、 ー に基 いて のある をすることができた。 

年度に き続き、 ン の 者に 供された ッ ー ー を分析した。「もしも があっ

たなら。」（ ）は、 ーム ームの ン スが リー に したことを に、 リー

の ーム と ール の合 を し、それが と必ずしも していないという きから、

によって き分けをなくしたなら 、 リー の がどのように変わるかを ー

ンし、まとめたものだ。 供された ー の「 ルテ ー リ 内の ール 」と「 ルテ ー

リ 内 ー 決 」を使い、実 の で き分けだった 合において を行った場合、

どちらの ームが するのかを、 に設 した ール成 の値「 値」を することで

決 した。この ー ンによって、 の けのルールでは実 が に されてい

ない ームがあり、どの 値に きを いて 決 をするのかによって、 ームに する評価も変

わると 付けた。生徒はこの概要をポス ーと ポー にまとめ、 を した。 

図 1
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図 2 が た
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「もしも があったなら。」でも「 ン ブン」で学 だ 題解決 スに って

題解決をしているが、その分析ス ーリーは「 作 」に 、明らかな 異がある。 分

たちの した効果が 認できるか 理 ルを作って検 するなど、 学的な 現 は向上し、実

、 状の も変わった。 

は 年生になり、 合的な学習の時間を活用しながら、 と 行し、 究活動を継続し

た。この年、 から、 年の 学 に授業で行った「 か キツ か」の ー を 分たちの

視点で分析したいと し があった。 の ー の他に、 に学校に いている キツ

を し、 ー を めた（ ）。「いずれ
あ や め

か
かきつ た

」という は どちらも がつけ難

い ど れている ことを し、 者は から同じくらい美しい花とされてきたにもかかわらず、

キツ の方が美しいとされてきたのかを、実 の キツ と の ー を して

分たちなりにそれ れの 点、 違点を しながら、解明した。

究活動のテーマとして キツ と には実 ど な違い

があるのか 、 キツ が美しい理 はどこにあるのか の つを

設 した。Anderson の Iris 研究 と合わせて考 を め、Width
と Length の平 の が、 キツ は ７、 は

であることやこの キツ の という が、 であること

を 見し、「いずれ か キツ 美しさはどこにあるか 」

という にまとめ、 学 理 学 ンテス に し、見

、選考 員 を て、 の授 に された。

生徒は、 関 から かに キツ と の の はとて

も く、はっきりと見た目では がつきにくいことを 学的に 現

した。さらに、 や げ （ ）から、 キツ と

（ ）の ー の 違を視 化して し、 本 に しまれ され

るのが であることをさまざまな から 用し、まとめた。「身

にある て なるもの」と「美しい」という概念を 学的に 現し

た。この 作成指導を 後に と した「 究活動」の 年間

の 々は 業を えた。 

図 3-1 

図 3-2 

図 4 ⽣徒
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本研究から、生徒は 題解決ス ーリーをま て学 でいくこと、生徒の分析ス ーリーは を

で 度を すこと、 学的な 現 の向上には、継続した指導が必要であることがわかった。

また、 題解決の スは に できるものではないので、指導者が ルを することや

学習者は り し 的に学 ことの必要性が明らかになった。

題解決学習や 究学習は、生徒同 や教員が になって、 行 しながら する えを

す学習活動であり、時には解が まらないことも、生徒が した に明 に評価を せないことも

ある。その点をあげてこの学習を「やりにくい」と える指導者も多いが、生徒は解の するこの

ような学習や授業が きなようである。今回、3 年間の記 を振り り、この 4 の生徒が、 究学

習そのものを しみ、 分たちの を「 学的に 現する」 を身に着けたと じた。 年にわた

って 題解決学習に取り だ生徒の成 は しく、 ー 分析の 用性を実 し、 題解決の

スを体 することができたのではないかと考える。

 年度から まる「 高 」で、 なる 究活動の 実や ー を 用した 学教育の指導、

学的な 現を高める教 に取り むことが今後の課題である。 
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また、本研究の 部は 年度科学教育研究 研究 の 成を けています。 
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知教育 学 高等学校研究 要第

pp. （ , 20XX）

判的 考 の育成と活用

究スキルの習 と新学習指導要領に向けて

理科 立

キー ー 判的 考 、 実 、協働学習、 ーマンス課題、 ー ン

これから する、Society5.0 の時 を く生きていくためにはど な か必要だろうか。A I（
知能）や ッ ー 、IoT（Internet of Things）などの によって 間生活の は に向上し

ている。しかし、その 時 について行けずに取り される たちがいることも 実である。そこに

は様々な要 があると考えられるが、教育による部分も いにある。これからの時 を担う子どもたち

が く生きていくために必要な ・能 を身につけさせる教育を めていくことが教 の 割とな

る。また、 にも たが AI や 業技 の によりより かな生活を に れたが、 間生活が

かされているという状況もある。様々な作業や ステムが AI や精密機 に取って わることで多くの

業がなくなっていくのである。このような 能な時 をたくましく生き くためには「 究 」

が必要だと考える。 えられたものを するだけではなく、それを活用し、さらに向上させていく

用 である。「 究 」と でまとめているが、様々な 能 を内 している。 かな学 を基 と

して、課題 見解決能 や 他との協働性、 体的に学 うとする 度など多くの が求められている。

科学技 の とともに学校教育に求められるものも変化している。AI の活用によって教員の 担

や 教科の の学習に必要な時間 が していく。それによって生じた時間をどのように生かすか

教員の が求められているのだ。これまでの 授業や教え み中 の教育では、上記のような「

究 」を育てることができない。このような時 だからこそ、教 の教育に する認識の な方向

が必要なのではと考える。教 の は「教えること」ではなく「 すること」という考えを っ

て、教 研究を めることが 要である。子ども の学 に向かう を育て、 立的に学習に取り め

るような ポー をしていく。教 はそのような を える ー ー的 に変化していくのでは

ないかと考える。今回の授業実践では、子ども 体の実 活動をどのように方向付けていくのかを め

多くの課題があった。実践してわかった新たな課題も めて報 していきたい。

AI や ッ ー などの科学技 の によって たちの生活 は 変している。そのような

変化とともに Society5.0 や SDGs、ESD などの が生み されるようになった。これらの や

内容はそれ れ違う部分が多いけれども、 通していることとして を担う子どもたちの育成や

続 能な社会といった考え方である。これからの社会を く生きていく子どもに求められる とし

て 究 がある。 究 の中でも様々な場 で活用できる「 判的 考 」に 点をおいて授業実践

を行なった。 授業の方法から実 活動までの 連の れと、 ーマンス課題とその評価方法

について報 する。

67

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第 49 号

pp.67～73（March, 2022）



科学と 間生活の３ 「 や の科学」 「 の性 とその 用」では、 とは か、 はどのよ

うな わり方をするのか学習する である。 生活に密 な関 のある の現 を 子 ルの

ク な概念から、 内での の わり方というマク な視点での現 理解をしていく。 が 度の高

い方から い方 と わることは理解しているが、どのような わり方をするのか、状 によって わ

り方が違うのか、身 な現 や から身につけた知識の 認識を生かし、 しつつ新たな学 につ

ながるような をしていく。身 な現 を （マク 的に）と理解しているが、 子の（ ク 的

な）動きとして認識していないのが 実である。 子の動きでどのように 明がつくのか、 子 つ

つの動きが なって きな規 での現 につながることに 関 を かせつつ、理解させたい。

また、科学と 間生活の授業では 究活動の 実を目 にしており、 理分 では「 判的 考」の

育成を目指す。 方的な授業においては、教 から生徒 の知識の しか行われず、生徒 らが 分

で考えて活用するという機会が ない。今回の授業 の中では、様々な 見、 ー 、方法を 観的

に えることを り し行う。その で が しいのかを 分なりに判断し、 身の考えや知識の

をできるようなスキルの習 を目指す。 他の 見や考えを に 判的に えることで、 しい情報

や知識と間違っているものを し、 見を し合うことで するという を積 でいく。この

ような が教え み中 の授業では けていた部分である。

 本校３年生の 合的な 求の時間を使って、「理科課題研究」を実 している。生徒 身が課題を設

し実 や を通して 究していくという活動である。 年 題になるのが「テーマ設 」と「 求の

スキル」である。理科という 性を活かして科学と 間生活の授業で 求スキルを身につけさせようと

いう考えである。 究を めようと っても生徒 身に 分に知識がないことや ー を したがど

うやってまとめ分析するのかがわからないなどの 題があった。その 度教 が教え むことも 要で

あるが、教 の を れずに 身の で課題を解決して しいのも 実である。理科の授業においてそ

のような をすること 体が ないのも の つである。実 に実 を 行 しながら使い

ながら実 方法を学 、知識を活用できるような場の 供が必要である。

3

 科学と 間生活の 理分 の 当時間は１０時間である。 に 当時間と 体的な内容を記 す

る。１０時間のうち 時間は 知教育 学理科教育 の 生による も まれている。

 知識習 （ ルー 活動中 の 学での授業） 当時間 時間

本校の科学と 間生活の でもあるが、１ク ス３０ を 分割し１ で授業を める。もと

もと T ・T で授業を でいるのでこのような い指導ができるのが である。

ルー での し合いを基本として、お いの考えを することで新たな知識の習 を目指す。

リン （ １、 ）を記 にすることで 活動を 実させ、 し合いによる ルー

の 見を で り iPad の AirDrop を活用し 体に する をした。身 な の現 を題 に

してス ールステッ で理解していくことで、 に わり方や法 性の理解を める。 の のよ

うな題 を取り上げた。

１ 「 ンクの がり方」（ １ ）

に ンクを たらした時の がり方を ンクの 子と 分子について着目して で 明す

る。 解 としては、 ンクの 子に 分子が して 規 な動き（ブ ン運動）になるこ

とで ンクが がる。生徒の解 で多かったのが、 分子が でいる 間に ンクの 子が り
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でいくという考え方である。この をとっても、 に がるという認識はあるが、「どうや

って」という方法について ク 的な考えに 認識があることがわかる。

「 と の の は 」（ ）

の している「 高 」を使った ー 分析を取り れた授業 であ

る。 地点における、 の違いを見つけ し、その違いが生じる要 を考えさせる。 高 と

の をとると、 は さく、 は きくなる。様々な要 が考えられるが、本授業に

おいては「 の 」につなげるために があるかどうかに着目させた。 と きく関連する

体の まりやすさ めやすさについても理解を めさせた。

１       

知識活用 （実 活動）

上記の の ルー を基本として、実 活動に取り だ。 体の を するための実

を ンし、実践することで で られた知識の活用を目指す。 連の れの中で、

判的 考 の育成や 活動を積極的に行うように がけた。 れは のようである。

（１） 実 の作成（１時間）

を求めるための実 方法を ルー とに考え

る。 ３を用いて、実 の目的や使える の 明を

行なったのちに に取り む。「 を求める」とい

う目 と「使用 」を し、それ の指 はせず

に に を立 させた。さまざまな方法を考え

ており、実 の 当性や現実性があるのか検 した。実

方法が立 できない に しては、 に行った

の 習 題を 考

にすることで考え

るように ン を

した。これによっ

て、ある 度実 方

法に れを作るこ

とができた。

   １      ３

科学と⼈間⽣活 物理分野 組 班 番 ⽒名
３編 光や熱の科学 ＞ ２章 熱の性質とその利⽤ ＞ 実験計画

大

大

〈４コマ劇場〉

＜Experimental design＞ 
STEP 1  冷たい側を⽤意する 

〈実験器具〉        

STEP 2  温かい側を⽤意する 
〈実験器具〉 

STEP 3  冷たい側と温かい側を混ぜ、熱平衡状態を記録する 
〈実験器具〉        

STEP 4  測定された物理量と既知の物理量を⽤いて、⾦属の⽐熱を求める 

資料 （使⽤できる実験装置の例） ※もし他に欲しいものが出てきたら、先⽣に相談しよう！ 
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（ ） ール 方 で （１時間）

の実 を する。 の との違いや、実 方法の 当性を 判的に考えるようにす

る。 を いた他 生徒が付 を使って ン を し、 点や い点を明 化させる取り み

を行なった。 ・ は実 に生徒が作成した実 である。 ンクの付 には実 の

点や が、 い付 には 考にした点や いと った点を記 している。 点については、

他 の実 を 判するだけでなく 設的な 見を することも して行なった。 の を

いたのちに に り、付 の内容を 内で検討し、 に取り むのかを し合った。

        
（３） 実 活動（ 時間）

 実 を行い、 を する。実 を めながら、

判的 考を って の実 方法の 当性を検 し、

を れていく。（ ）実 で生じた や方法の

については他 の方法を 考にすることができ、実

中は に他 に 見を求めることができる。 ー の取

り方や実 方法などは、 の で ー しきれない

部分が多い、そのために実 を めることで しようと

する行動 体が 判的なものであると える。

         
（ ） ーマンス課題（ 課題）

 「実 」「実 果」「考 」を A３ にまとめて さ

せ、ルーブリック評価（１ 点）（ ）を行なった。 知

教育 学理科教育 の 教授の指導のもと、教

学 学生とともに評価基準の作成に取り だ。本校の担当教

で「 ー ン」を行い、 いの評価基準の違いを

すり合わせ、評価に が生まれないような 基準を作り す

ようにした。

に育てたい生徒 を ー してルーブリックを作成し

評価の基準を作り しておく。 された ーク ー （

７・ ）から ０ 分 し、 ー ンを行う。こ

の評価を担当教員で ち り、 評価のズ や評価方法の再検

討、評価基準の 当性についてをすり合わせる作業を行う。  
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これによって、 基準での 当な評価が 能になるのである。

ルーブリック評価について 明する。 項目として「知識・技能」と「 考 ・ 現 ・判断 」

とした。「知識・技能」の 項目では、「概念理解」として実 と実 果について評価をした。

点の評価基準は「 保 の法 について に記 しており 知の情報と 値を用いて

の の値を求めることができる。また、実 に 理的な視点からのポ ン が記 されてお

り、実 も複 回行われている。」である。「 考 ・ 現 ・判断 」の 項目には、「考 」と「

現」を設 した。「考 」について、実 活動であるので、 果をまとめ考えを記 することで評価し

た。 点の評価基準は、実 果に基 いて、「 要 」「 要 の 理的 」「 要 に す

る 点」の三点について に考 されている。」である。「 現」について、実 や実

果をわかりやすく 記しているか評価した。 点の評価基準は、「教員が実 を見て同じ実 が

できる再現性の高い になっている。また、実 果を すために必要な や が用いられてい

るか、実 果からの考 が 理的に記 されている。」である。

ー ンを行なった としては、 員が理科教員といえど実 方法の記 や ー のまと

め方に する考え方に違いがあり、評価に らつきが生じる。課題についても、 に評価の観点を

生徒に えてはいたが、実 に記 するにあたり な指 をしていなかったこともあり、 ー

マンス課題の作成に こずっている様子であった。 年度に向けて、今年度 された課題で高評価

のついたものを ルとして し、記 方法や評価基準の方向付けをする必要がある。生徒の

する ーマンス課題の内容（ 成度）に合わせて、ルーブリックの評価基準も変 していくこと

が 要である。これによって生徒の ・能 を き上げていくのである。

  ７      

3

知識習 では、 的に理解している現 でも 子などの さいス ールでの理解は 分であ

ることがわかった。 え 、 に ンクを らしたときの がり方を 明する場合では、ブ ン運動

の ー がなく の分子の間を ンクの 子が でいくという認識であった。このような 認識を

活用することで、生徒の学 や 関 を効果的に き すことができると分かった。知識活用 で

は指 の 方や生徒の 、 ルー 分けの （ ン ー による理科の 関 度や 理が

かどうかで分けた ルー ）によって取り みに きな が生まれてしまう。またこのような取り

みは担当する教員の異動によって継続性が くなってしまうものである。しかし、授業 や使用する

、 リン 、実 を つに ッ ー 化することで、 でも実 できるような状 にするこ

とが の目 でもある。
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記の 果は、 判的 考についての ン ー である。今回の きな目 であった「 判的 考」

であったが、 的に 他の 見を 判的に考えようとした 果が られたが、継続して取り むこと

で効果がより られるのではないかと考える。

知識習 の学 について「授業中、あなたは積極

的に 分の で考えることができましたか。」という

について、 ０ の生徒が「できた」と えた。 分な

りの考えを リン に積極的に記 していた。回 に

する記 では、「 の 見を いて するのではなく、

間違っていてもまずは 分の えをしっかりと して、

そこから他の の 見や考えを いてさらに させ

ることができたから。」や「今まで習ったことを生かし

つつ 分なりに、わからなくてもこうなのではないかと

考えることができたから。」など、 的に取り めた

という記 が多かった。「授業中、 ルー での し合

いに積極的に できましたか。」という について、

１ ができたと えた。１ ルー ３ での 成であ

ったので、 し合いなどの活動では、多くの生徒が

と積極的に 見 している が実 に見れた。記

の回 には、「 だったのもあり、他の との

ー ンが取りやすかった。 分の 見を

にしっかりと えることもできたのではないかと っている。」や「理科が で基 の知識が他の

に けていましたが、他の の 見を いて 分が ったことを し合うことが たから。」な

どのがあった。 だからこそ 見 を活 に行うことができ、お いの 見を え合うことがで

きたようだ。また、 だから 見を しないのではなく、 えではなく考え方について し合いの

時間を多くとることで、理科に 識のある生徒も し合いに しやすくなるような をした。

知識習 の学 について、「実 を通して、あな

たは 判的に考えることができましたか。」という、

について、「できた」が 、「まあまあできた」が

という 果であった。実 方法や実 果を 判

的に考えることがあまりできなかったようである。

判的 考 という に を じているように じ

た。今回の実践のみではなく、 度も り し実 する

中で 判的な考え方や方法を身につけていく必要があ

る。記 の回 では、「 の だけやり方が違ったが理 的にはち とできていたり われたと

ころに できたりしたから。」や「 に立てた 通りにやって、これはあってる と 観を っ

ていました。」などの回 があった。 えと合っている間違っている かりを にして 分なりの考え

を てていないように じた。 判的 考の に、考えて 見を立てる練習が必要である。

今回の実践では「 判的 考 」を ンテーマとして、協働学習や ーマンス課題・評価に取

り だが、多くの 点も き りになった。 判的 考 を身につける に、 身の考えや 見を

つこと、それを ルー の中で する、 の 見を らの考えに とし むといった能 や
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がより必要であると じた。また、 判的 考をするに当たっても 分な知識 が必要であり、教 に

よる 授業もまた であると再認識した。授業の方法を することで生徒の 関 を き し、

様々な学 につなげていくような学習 を教 が 供していくことが も 要である。

今後の課題としては、 ーマンス課題に する評価方法や評価基準の設 、授業や実 活動内で

の生徒の成 をどのように評価するのかを考えていくことである。新学習指導要領では「 体的に学

に取り む 度」という観点での評価が必要になる。今までの ー ーテス では ることのできない

・能 であり、授業内での成 や らの学 の など様々な場 での取り みを評価する必

要がある。このような評価に して、今回の授業実践の評価や方法が に立つのか分析し、他分 での

取り みに 用していきたい。

学 学 学 学

学
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

年間を見通した理科指導のあり方

究の ・能 を育む理科教育課 の 成と 行実  

理科  陽平 井 

キー ー  科学と 間生活 理科課題研究 究の ・能  観点 評価 高 連携  

授業 成 

 年度実 の高等学校指導要領（平成 年 ）（ 、「新指導要領」という）の中で、理科の目

に「 の ・現 に関わり 理科の見方・考え方を働かせ 見通しをもって観 実 を行う

ことなどを通して の ・現 を科学的に 究するために必要な ・能 を のとおり育成

することを目指す。」と され、「 究」に必要な ・能 の育成が現行の指導要領（平成 年

）よりも 要視されるようになった。同時に育成を目指す ・能 の要 が三つの で 理

され、 クテ ブ・ ー ン の視点からの授業 、観点 評価の実 と目 指導 評価の 体

化に向けた 本的な授業 が求められた。 

学習評価に関しては ンスの取れた多 的な評価の 実から、 ー ーテス だけではなく、

や ポー の作成、 、 ルー での 合い、作品の 作等といった多様な活動に取り ませ、

ーマンス評価を取り れる 要性が えられている。 

年度 学生までは 年 に学年 通で地学基 と化学基 を していた。 年 からは 理

に れ、理 は 理か生 を選 し、選 した基 科目とともに するが、 年 での 科目

に 生選 の 考になる基 科目がないことが課題となっていた。また、 年 には「 合的な 究

の時間」の 科目として「理科課題研究」を するが、理科の授業 は知識 の

に っているため、 年 の「理科課題研究」で必要となる 究の ・能 をどのように育成し

ていくかについても課題となっていた。それらの解決に向けて、本年度 学生から 年 に基 科

目ではなく「科学と 間生活」を教育課 に 成し、新指導要領実 に向けた実践 の 積、多

新指導要領の 年度実 に し、本校では 年間を通した理科の教育課 の見 し 授業 が

の課題となっている。本年度より 年 で新たに導 した「科学と 間生活」では、分 とに

実 などの 究的な課題を設 することで三観点での評価を 行し、 究の ・能 の育成を目指

した授業 成の が見えてきた。また、 年 で実 している「理科課題研究」では、 の

を導 したことで背景知識が され、テーマ設 やまとめの が向上し、 究内容の まりが見ら

れた。 作成や 機会を やしたことで生徒の 体性を き すことはできたが、授業時間が

され 分な実 時間や 作成の時間が 保できなくなってしまった。 

75

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第 49 号

pp.75～85（March, 2022）



的な評価の実 、観点 評価の 行を目的に ルー ークや 、 など 究の ・能

を育むような授業 や高 連携授業を みた。 

「理科課題研究」は 年度までテーマ設 、 ルー での実 ・観 （ 時間 度）、中間

、ポス ー 、 ポー 作成という れで実 していたが、 な や基本的な実 ・観

の技能 と 究の の による 究活動 体の難 、 ルー 活動による リッ で

ある 々の 体性の などが課題となっていた。 年度の新 ルス に

よる ルー 活動の で授業構成を に変 する必要があり、その に上記の課題解決を ま

えた を考 した。 

本 では「科学と 間生活」での 究分 、地学分 、生 分 での実践と「理科課題研究」の

実践を報 する。 

１年生 ク ス（ ）の「科学と 間生

活」の授業で （ ）の分 、時 、時間 で

授業を行った（化学と科 究 は ）。 

 科 究は科学リテ ーの習 や ・

といった 究活動に がる内容を う。 

 年度当 に授業を構 するにあたって、担当教員

で生徒の したい ・能 についてすり合わせをした

（ １）。 分 で担当教員を決め、分 とに 究的もしく

は 的な学習の場 を設 すること、 学教員と連携した

教 や を れて授業 を立てることとした。 

を１ ルー として ルー ークや実 ・観 を行

った。 ルー は年度当 に実 したス ー ポー

（ 会社 ッ ーポ ー ン）と理科 の ・関

等を いた ン ー から、 ルー に は

理科 の ・関 が高い、もしくは理 の 学の が

ある生徒を れた。 

 科 究 の分 では の内容、時間 で授業を した。 

 理科の 分 （ 理、化学、生 、地学）で になる ースや現 を 、まとめる課題

を 学 の みに課した（ ）。指 と に本校教員が す きポ ン を えた作品

を 付した。 

分  時  時間  

科 究   時間 

地学 中  時間 

理 中  時間 

生   時間 

化学  時間 

科 究   時間 

１ 科学と 間生活の授業  

１ 年度当 の構  
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  学 課題の回 と今後の授業の れを 認

し、 のルーブリック（ ）を した。 

 分 の 内容から つ選 、 テーマを

決 した。情報 の 性（ できる情報 、

複 の情報 、 ）について った。

き の視点に立って背景知識を し、 学 課

題に付 で する場 を設けた 。 

考

背景知識の と新たに生じた について

し知識を げ、 学 課題に付 で し

、 究的な活動に げるための「 い」を立て

る機会を設けた。 

考 考

 教員が 、作成したよい と い

の を ルー で視 し、よい 、 に

必要な要 を げる活動を行った 。

された を基に、 で た情報を取 選 し

、 の構成を み立てる場 を設 した

。 

内容          時間  

科 究  

 ０ 学習      学 課題 

１ 科 究の れ    １時間 

内容の 認    １時間 

 ３ の       １時間 

構成を考える     １時間 

 用 の作成   １時間 

 作成、 練習  １時間 

 ７          １時間 

 科 究 の授業  

 ルーブリック

 学 課題 

 よい 、 に必要な要  

 授業 リン
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 の にポス ー ー等で 用

を作成 する機会を設けた。 や 等

が必要な場合は で し、 り付けるよう指

した。 

 作成の続きと で 練習を行い、ルー

ブリックに い 評価し、 点等を し合う

場を設けた。 

 で分 が分かれるよう ルー を決め、 分、 ・ 分、評

価・ 準 分の 分を ーテー ンと して設 した。 は 者の声が

ならないように した（ ）。評価 ー に はルーブリックの評価項目 、

ン （ 付き、 点）を記 し、 後に 者に した。教員 が生徒と同

じ評価基準で を評価し、 学 中間考 を実 する わりに や を「

考・判断・ 現 」として点 化した。 

後に本校が導 しているク ー ス「 」を用いて 後 ン ー を実

した。 

 「練習から本 の で した、 識したポ ン 」（ 記 ）の項目では の

の きさや 、 の 方、 時の目 や 識の や基 知識の など

き 目 に立ち、ルーブリックを 識した 学習の が多く げられていた。 

「ルーブリックを した評価方法」に関しては 中 がやりにくかった、ど

ち らかと え やりにくかったと回 し、その理 として基準の 明 さ、基準の理解

による評価の 平等性、評価時間の なさ、 者 の いによる評価のし さなどが げら

れた。 

「 体を通した や 点」（ 記 ）では、「 分の のあることを く ることの し

さを知った。」、「 生が 的に ルー をつくって、それ れ違うテーマの と し合えたの

が、 く違う視点で考 できておもしろい。」など、本授業を 的にとらえるものが と どであ

った。また、 の機会に 究したい に関する記 も多く見 けられた。 方で「 学 課

題が される で今後の れについての 明が しかった。」、「評価の基準について、通知

 用  

 の様子   
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のように平 を とすることを にするなどを記載す きだと う。ク リテ が違った で

も を基準にみ な評価しているので本当に った との が付きにくいなと じたし、評価が

いので向上 考を ちにくいと う。」などの や評価についての 見も見 けられた。 

考

本分 は当 、 究の を取り れた授業 を していたが、「３ の 」で実 し

た課題（ い）の設 が、基 知識、時間、教員の指導 等の により難 し、 学習の

とそのまとめという に変 した。そのため 究の を取り れた ではなく、 での

学習とそのまとめ、 に まってしまった。 

ン ー 果等から本授業は、 究に必要な ・能 の 部分である 体的に とか

かわり、それらを科学的に 究しようとする 度や情報を しそれらをまとめ する の育成

には の成果が られたと える。同学年教員からは「 合的な 究的な時間」での活動がスム

ーズに むという 見もある。本年度 の科 究 の時間では他分 の学習によって がった知

識等を用いて 究の を むことができる授業 を している。 

評価に関しては の教員が を評価するため、同時 行で複 の を くことになり

平な評価が難しく、 方法もしくは評価方法を する必要がある。また、 ン ー の「練

習から本 の で した、 識したポ ン 」や「 体を通した や 点」の回 は

学習の ともとらえることができ、これらを「 体的に学習に取り む 度」として今後は

評価できるよう検討していきたい。 

地学分 の授業 につい

て、 に す。 

当時間は 時間であり、

体分 を中 に った。 時

間で 考 ・判断 ・ 現 を

働かせる課題を設 し、 ルー

ークや を用いた活動の

場 を取り れた。 

究 は 知教育 学の高

にブ ック ールにつ

いて、 平 に 陽の活動

についての を した。 

 究実 に関しては の

で ルー の で実

した。 

科学 「時を す

時 」（ ）を 、「 ルキッ ス 」（ ル ス 会社）を で 作

内容                 時間  

地学 

 体が む「時」 

 陽を基準とした （ 陽 、 ）   時間 

 陽と 年（ 陽 ）            時間 

  上の 陽の動き             時間 

 がつくる と （ 、 陽 ）   時間 

 陽 の構  

  る 、 陽（ 陽の ル ー 、構 ）  時間 

  地 から見た の動き（ 行、 行、 動 ） 時間 

  陽をめ る 体              時間 

  陽 の （地 、 ）   時間 

  究 （高 連携授業）          時間 

ブ ック ールについて 

   陽の活動について 

 究実 （ 陽 と の ）       時間 

 地学分 の授業  
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成した。 

 ルー で実 を作成し、 ール 方 で ルー 間で することで 判的な

考から を する機会を設 した。立 した実 を で 行するよう指 した。 

 行した実 果から現 の の 題点

を い し、 を ルー で協 する場

を設けた。 

 陽 と の を 業中の課題

とした 。 

 ルー とに実 果をまとめ 、

値と理 値の 要 を考 する場 を

設けた。それらを ール 方 で ル

ー 間で した 。 

授業後に「 」を用いて 後 ン ー を実 した。「 陽 と の理解」と「 陽 と

のズ についての理解」は に 割 度が まったと回 していた。「 ルー ークや ール

方 での実 や 果の理解の まり」に関しても 割 が度 的な回 をしている。

理 は 時 や の 、 回 の他に地 の が であることや を観

にしてしまったことなどが げられていた。 点として実 の実 時 、三 の の向上など

が げられていた。 

実 リン は回 、点 化し、「 考 ・判断 ・ 現 」として 学 の評 に えた。 

考

 ン ー の 果から本実践によって 陽 と 、およ 体の 間的な動きの理解が ま

ったと える。 理 の考 に関しては、 方法や 回 などより な実 をするための

に や地 の に関してのものもあり、授業のまとめとして の 行や 時

について れることができた。 

 複 回実 を する機会を設けたため実 能な が多くなったが、 ルー 間 を

 実 リン  

 実 リン   実 果のまとめ  ルー 間 の様子 
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行ったことで他 ルー に合わせるような で 性を ってしまうような場 も見られ、 年度

の 点である。ただ、実 の や実 の 行を取り れたことは 的な学習にも

つながり、 部ではあるが 究の を ませることができたのではないかと考える。 年度は

による実 の変化を 学習としてみとっていきたい。 

 授業 について に す。 

 時間目 生 と 生 について 

 時間目 生 用 

 時間目 生体 と ク ン 

 時間目 ク ン ーム 

 時間目 高 連携授業（ 生 について） 

 生 分 の 当時間は 時間 生 とその 用の

部として ク ンに関わる 知識を授業として取

り った上で ク ン ームを実 することと

した。 

 ーム実 後で ン ー を行い ク ンの

性に する理解が まったかを 認した。 ク ン

ームについては 知教育 学 学 生である平

が作成したものを用いている。 

  

実 の授業の様子を に す。ク ス 体の様子

を観 し 題解決が見 めそうにない場合は 授業者が

体に ン を した。生徒 を使用して に必

要な情報を読み取ったり 解読した情報を 合する作業を

おこなっている。 

に授業 授業後において実 した ン ー 果

を に す。 

考

ン ー 果より ーム に１１ の生徒のうち

０の生徒が ク ンの 性は「わからない」という回 をした。 ームの実 後の ン ー では

「わからない」が に し 「 だと う」が から １ に した。これは ク

ン の が に 密で 性を担保するために しい検 基準をクリ したものであること

を ームを通して理解した 果であると考えることができる。 

 今回の 連の授業では ムといった の や法 性などを授業で れなかった

  授業の様子 

  ン ー 果 
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ため 生徒がその を知っているか かによりクリ の難 度が変わった現状がある。 実 実

後の ン ー の中に「 ン の がわからなかった。」 「 の読み取りに時間がかかった。」

といった 見も見られたことから この ームを行うにあたって 必要な知識を の授業でもう

し う必要がある。また 「 ーム」と ってしまった 果 クリ することを目的としてしまい

本 の を ずにクリ してしまう が見 けられたことは 年度 の 点である。 

 実 した学年が１年生ということもあり 授業者が した実 時間ではクリ までたどり着く

が 上に なかった。（１ク ス１０ で行い 時間内にクリ まで できた は平

度であった。）これは ームの ン やそこに かれている内容が に難しかった と考えられ

る。 上の点を まえて 年度は なる を えていきたい。  

理科課題研究は 年理 の ク スで で実 している。 年度と 年度の授業 を

に す（ ）。 

時  
年度 年度 

内容 時間 内容 時間

 

校 間 

ダンス 時間 

究活動について 時間 

 

と科学  時間 

 ダンス 時間 と科学 ポス ー作成 時間 

と科学  時間 と科学 ポス ー  時間 

 

と科学 ポー 作成 時間 究スキル  時間 

と科学 ポー 評価 時間 

テーマ設 、研究方法の検討 み 

と科学 ポス ー作成 

時間 

 み 

 
時間 究活動 ・実  時間 

と科学 ポス ー  化  と科学 ポス ー  化  

 
究活動 ・実  時間 究活動 ・実  時間 

 
究活動 作成 時間 究活動 作成 時間 

 究活動  時間 究活動  時間 

 振り り等 時間 振り り等 時間 

 年度、 年度理科課題研究 授業  
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新 ルス による 校 ルー 活動、観 ・実 の があった

ため、 年度までのような ルー での 究活動ではなく、 での に変 した。 年

までの 合的な 究の時間で について う場 が多く、それらを取り れた「 の

成に する科学技 の 」をテーマとした。作成した ポー は評価 ー （ ）を用い

て 評価し、評価の ー ックと の時間を設けた。 

 内容から でポス ーを作成し、 化 で した。作成時は 知教育 学

ンス ンス ースの学生が技 的な指導や構成の を行った。 化 に ル

と概要を 子にまとめ、 校生 教 員に した。 年理 生徒と 場者、 ンス

ンス ースの学生に評価基準（ ）を 付した評価 ー を し評価を した。 

 もしくは実 を選 し実 した。実 の内容は今までの 内容から見 した課題や

認したい技 を実践する場として設 した。 

 もしくは実 の成果を でまとめ、 時間に分けて した。それ れ、

年生 、 年生 、 年生理 の生徒が き として し、 分、

分、評価・ 準 ・ 動 分の 分を１ ーテー ンとした。 の関連分 とに教

室を つに分け教室間の 動を にし、 者、 ル、概要を に して教員 生

徒が評価した。 
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3 と ン （ ）（ し年 ） 

2 20 （  ） 

4 1 2 （ ） 

 

  14 22 ント 

（4 ）  10 ント 

 横 22  の （ ） 

ン  

  10 ント 

 １  

  

５ の予定 

 2 （木） ンス（ トの の予定） 

 12（木） ト （ 教 ） 

 1 （月） ト  

 19（木）  

 1 （木） ト  

 30（木） ス 製の  

 2 （木） の ス 製  

 9 03（木） ス 製  

 9 10（木）  

 9 1 （木）   

理科  と科  ト  
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（３ し ２ し １ し し ）
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・ （ ） 

・  

・  
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３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 
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３ ・ ２ ・ １ 

（10 ） 
   

 年度 ダンス  

 年度 ポー 評価 ー  
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 まかな は 年度と同じであるが、時間 解 のために ポー 作成をなくし、 究

的に必要な知識を学 場として 知教育 学教員による 理、化学、生 、地学の分 とに 究学

習に必要なとなる知識・技能や考え方についての を 時間設 した。 

 ポス ー は 年理 ク ス向けに授業内で行う時間（ ）も え、 実に き 、評価者の

する場 を設けた。 は 教室に やし、 時間を 分に やし、評価・ 準 ・

動の時間を 分に らし、 時間連続で実 した。 

年度の 後、「 」を用いて ン ー を実 した。 

選 の項目では「 の ・関 や理解」、「科学技 の ・関 や理解」、「 と

科学技 との関連性の理解」に関しては 年度で 割 度の生徒が 的な回 をしていた。また、

「情報 能 」、「 」、「ポス ー作成とポス ー の技 」、「 ーポ ン の作成と

の技 」に関しても 年度で 割 上の生徒が向上したと回 していた。 方、実 におけ

る「見通しを った実 」と「 性の高い 果」の項目では 年度で 割 度の生徒が 的

な回 をしていた。 

記 の項目では「ポス ー作成、 ーポ ン の 点や った点」に関して、「ポス ー

だけを見ても内容が理解できるように、 ス ・ ・ を れたり、 を きにしたりし

た。」などポス ーや ーポ ン 体の に関わる記 が多く、時間 、家 など

での作業 の 、 ンの 作技 の についての記 も見られた。「 での 点や

った点」に関しては「 く りす ないように した。 き がわかるように を選 でわか

りやすく 明した。」など き の立場に立った の や時間 分、 の などが げら

れていた。「 分の の や のある を 学生の方や な 生の もかりて 構 くまで

（３ し  ２ し  １ し ） 

 

 

 

 の  

  

 ・  

 ・ の  

 

 し し  

 と し  

 し  

  

 

 

 の ス  

 の理  

 

・  

の （ ン）

 

 の の と  

 ポス ー  化  

 ポス ー  授業内 

  評価基準 
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さ れることが て 的な じがした。」や「 的に 題となっていることの 果関 と

点が学 て理解が まった」、「 りの生徒や同じ分 を研究する生徒と 見 することが容

に たこと。」など 究的な活動を通して身 な の理解が まり、理科 の ・関 が高

まったという記 や生徒間や ンス ンス ースの学生との の中でテーマ の理解

が まったという記 が多く見られた。 

考

ン ー の 果より、本実践を通して や科学技 の理解や ・関 が まったと える。

また、 とそのまとめ（ ポー やポス ー）を設 したことで背景知識が され、課題を見つ

けやすくなり、実 や に 体的に取り むことができるようになったと考えられる。 

評価に関しては、生徒評価と教員評価の が きい点や ポー 評価と の評価はスム

ーズに行うことを目的に での評価にしたが、基準の さが課題となっており、 年度に向け

て したい。 

授業内容は 実しており、 究の ・能 の育成には効果があると考えられるが、時間 の

が きな課題であり、 年 後 からの実 や 学 の授業を しで実 するなど な を検

討していきたい。 

参考

中 教育 会 「新しい時 に さわしい高 続の実現に向けた 高等学校教育、 学教育、
学 学者選 の 体的 について  す ての 者が や目 を かせ、 に花 かせるため

に  （ ）」 
部科学 「高等学校学習指導要領解  理科 理 」 
部科学 「高等学校学習指導要領 理科 」 
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知教育 学 高等学校研究 要第
pp. （ , 20XX）

理の授業における 究能 の育成

くりを通した取り み

理科  平   上

科学技 の は 社会 において 要な 割を果たしてきた。今後 複雑化する社会の中

でより多 的に をとらえ 他者と協働し 新たな を行う の育成が求められている。そ

のために 生徒 らが課題を設 し 解決に向けて情報を ・ 理・分析し の と 見

・協働しながら めていく 究能 の育成が 要である。本取 においては ・実 ・

の作成・再実 と ルー で協働して課題に取り むことで 究能 の育成を みた。

キー ー 究活動 協働学習 STEM 教育

はじめに

2022 年度より新たな高等学校指導要領に基 いた新教育課 が実 される。新指導要領では

の ・現 に関わり 理科の見方・考え方を働かせ 見通しをもって観 実 を行うことなどを

通して の ・現 を科学的に 究するために必要な ・能 を のとおり育成することを

目指すとあり  (1) と 間生活との関わり 科学技 と 間生活との関わりについての理解を

め 科学的に 究するために必要な観 実 などに関する技能を身に付けるようにする。 (2) 観
実 などを行い 間生活と関連付けて科学的に 究する を う。(3) の ・現 に で関

わり 科学的に 究しようとする 度を うとともに 科学に する ・関 を高める。と 3 点が

あげられた。

2009 年 リ 合 の マ 領が STEM 教育に を れると した。STEM 教育とは

科学 技 学 学の分 を 合的に学 科学技 の に できる を育てるこ

とを目的とした教育 ンのことである。

Science（科学）・・・実 ・観 をもとに法 性を見つけ すこと

Technology（技 ）・・・ な ・しくみを見つけ すこと

Engineering（ 学）・・・しくみを ンし 社会に 立つ くりをすること

Mathematics（ 学）・・・ を 理的に したり使いこなしたりすること

これらは 上分 されているが いずれも科学技 に必要なものであり いの分 を 合的に学

ことが必要である。このような の れを け 2016 年に 業 と 部科学 が 同して

「理 育成に関する 学 会 」を し 「理 の は に 業 において

ー ン に くことのできない として 要の高まっている状況であり 学 で活

する理 の を 的に育成する方 」の検討が行われた。 

本校は と どの生徒が 学 学を しており 学習に してまじめに取り む が認められ

る。しかし 指 された内容をこなすに まり 的に考 するに っていない。またすでに学

できた知識を生活と 付けて考えることができず 的な理解で 題を解いており 学習内容や

その現 に して科学的に 究し 新たな を行う能 が育っていないと われる。

 そこで本研究では「他者と協働し 行 を ることで 学習内容を 合的に い 究能 を

育成」することを みた。

実 研究

（1） ン ー  

生徒の実 を し授業 を立てる上での基 研究 を検 する とする。 

1）  年生  理選 者 （ 子 子 ）
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2）実 ン ー  年  

3） ン ー の 果と考 （ ）

 理の内容は 生活で活用されていると うかの いに いに う 26 う 36 どちらか

というと う 21 と合 83 の生徒が 理が 生活で活用されていると考えていることが分かっ

た。また 分は 理で学 だことを 生活に活用しているかの いに しても いに う 5
う 17 どちらかというと う 34 と合 56 の生徒が 理で学 だことを 生活に活用してい

ると えた。さらに くりは きかという いにも いに う 13 う 40 どちらかとい

うと う 32 と合 85 の生徒が くりを きだと えた。 理選 者が ということで

理に する 識は高いことが さた。しかし 実 生活で くりを行っているかの いにはどち

らかというと わない 39 わない 21 く わない 17 と 的な回 が多く 識は高く

的には えているものの 実践 では 極的な様子が認められた。

3 構 立

（1） 検 の方法

1）検 の観点 

    理 に基 いて ・立 ができたか。 

    の ン ーと協 して を作成することができたか。 

    究活動を り したことで 科学的に 究する能 は育成されたか。 

2）検 の場 ・方法 

    後の ン ー  

    行動分析  

    ポー 分析 

（2）実践

1）実  第 1 回 10 27 （ ーク ルー ）

第 2 回 11    4 （ ルー 検 ・ の作成）

第 3 回 11 18 （ の作成・ ー ン ）

2） 決め 

の ン ー構成は を用いて ンダムな ン ー構成とした。ただし き時間での 等

がしやすいように 同 ク スの生徒が同じ になるようにのみ した。

3）方法

    2 ク ス合同で行う（生 は 学教員における合同 ）。

    第 1 回 10 27 （ ーク ルー ）

1. ン ー  記 （5 分）

2. ーク ー  記 （10 分）

・ ン リー ー （ 1 4）の つの基本構 を見て１ から の を記

      ・１ と にはそれ れ理 も く

3. ルー で を作成（35 分）

・ 理的な理 に基 いて を作成する

・教室の 後のス リン （ を めに立てかけたもの）を使って実 をすることが   

 能

・ には機体に必要な を明記して 間 内に する

    第 2 回 11   4 （ ルー 検 ・機体の作成）

1. 回作成した をもとに ン ル機体を作成する（40 分）

2. 回に向けて ン ルをもとに した （ 5）を作成する（10 分）

    第 3 回 11 18 （機体の作成・ ー ン ）

1. をもとにス リン ックに 場する機体を作成する（35 分）

2. ス リン ックの会場設 を 員で協 して行う（10 分）
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3. ス リン ック本 （15 分）

・ス リン を用 してそれ れ ポ ン と みを てス ー

・ 選 A ルー （2 4） 選 B ルー （2 5）の上 ームずつが決

・決 （ ーム）で くス リン を り りた ームが

4. 会場 付けを 員で協 して行う（10 分）

5. まとめ リン （ 7）の記 （20 分）

・ ームの" "と ームの 点を考 する

・上記を まえて された機体の を作成する

6. 後 ン ー の記 （5 分）

4 実践

（1）第 1 回 10 27 （ ーク ルー ）

 に ーク ー を記 したことから 積極的に 見を することができた。また 様々

な ン ルを用 しておいたことで 実 に らせながら機体の構 を練ることができた。実 に

を動かし すことで ー を らませ したいことが 々と か だ が多かった。そのた

め こちらの準 した 品 上の要 があり 時間内に教員が に る場 が多くなった。

   

（2）第 2 回 11   4 （ ルー 検 ・機体の作成）

 回の の 品を とに準 したことでスムーズに機体作成に取り むことができた。理

に基 き作成したものの 実 に らせてみると 通りの 果が られない が多くあった。

）理   を振ってから させることで となる。

   実 果 を にできるように させることができない。

   理   テ で ー ンで る を見ることから ー ンにより を らす。

   実 果 を ン ールできるように して ー ンをたらすことが難しい。

   理   を らすために くすることで を さくする。

   実 果 も さくなる。 もなくなる。

   理   スを用い 化させることで を かせて らせる。

   実 果 中の の により り付いてしまう。

ス リン ック 技規

課題  を く り りる機体を作成する

ルール ・回 運動を機体に取り れてはいけない

・ の は認めない

・ による を えてはいけない

・ 回で する機体は認めない（同じ機体で ー ン を う）

・マスクを機体に取り付ける
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 上の 果を け 新たな を作成した。 回のものより現実に した設 が行われた。

    

（3）第 3 回 11 18 （機体の作成・ ー ン ）

回の 果を け機体を ・ 成させた。 の を用いたいと より で を作成し

で 員室 に けに た や を し して だ など 積極的に取り む が認

められた。

ー ン は 判 による を て ームが決 した。

    

検

（1）理 に基 いて ・立 ができたか。 

1）行動分析 

 理 に基 き機体作成を行い 実 を として より現実に した理 の構築を行った。その

の 間との 見 により 理 を めることができた。

2） ポー 分析

  習理 を用いて機体設 を行うことができた。また 実 果を け 複合的な理 により現

実の現 が生じていることに 付き理 の上 きを行い ・立 することができた。（ 6 8） 

（2） の ン ーと協 して を作成することができたか。

1）行動分析

 を して機体 明を行う 員が協 していた。また ー ン においては機体の

や 点での け取りまで 協 して取り む が認められた。また 積極的に取り む の生徒

が っ って活動した ルー より 員 員が 見を し合い積極的に取り だ の うが い

機体を作成し ー ン でも上 していた。 

（3） 究活動を り したことで 科学的に 究する能 は育成されたか。

1） 後の ン ー  

 「他者と協 して学 ことは であると う」という いに して ン ー より い

に うが うが え 体的により 的な 見が え 合 で が 的に える 果

となった。「今回の取 に積極的に取り むことができたか」という いに して いに う
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28 う 35 どちらかというと う 30 と合 93 の生徒が積極的に取り むことができたこ

とが された。「このような取 をまた行いたいと う」という いに しては いに う 44
う 37 どちらかというと う 15 と合 96 の生徒がさらなる を し 究する 度を し

た。

2）行動分析

 理現 の実生活との関わりについての理解を め 科学的に 究するために必要な観 実 な

どに関する技能を身に付けていった。また 観 実 を り し 実生活の現 と関連付けて科学

的に 究する を うことができた。積極的に課題に取り むことで 科学的に 究しようとする

度を うとともに 科学に する ・関 を高めることができた。

3） ポー 分析

  第 1 回 2 回 3 回と の を分析し 新たな を立 することができた。取 を通じて

「課題の設 （ ・立 ）」 「情報の （ 作・実 ）」 「 理・分析（ し合い）」

「まとめ・ 現（ ポー ）」を り し 行 を ることで 究する を身に着けていっ

たことが ポー に現れた。（ 6 8）

考

リン ック ーであることから「ス リン ック」と ち 技方 で行うことで しみ

つつ 究能 を育成する みを行った。 

今回は くりに する な や 見を すため や の を かけなかった。

そのため より いと考える を求め することで らの中にある ー と実 による 果

との をより実 することができた。また 生活の中で機体に用いられる をそれ れの

で することができた。 行 を り し 実 果を け機体を する が見られたこと

で 究能 の育成にこの取 が の成果を上げたと考える。また 生活の中で用いられる を

理的に える を うこともできた。しかし な を ポー するための や

保等 指導者 の 担が きく 今後は や を った中での取 を検討したい。 

 取 に する生徒の評価は高く の成果が上げられたと考えている。 ルー 学習では積極的

に取り み 究能 を すことができた生徒とできなかった生徒に ができてしまうとの指 もあ

るが 今回の行動分析から 本取 においては積極的に取り む の生徒が っ って活動した

ルー より 員 員が 見を し合い積極的に取り だ の うが い機体を作成し ー

ン でも上 していた。これは くりにおいては様々な要 を みながら ンスのよい

機体を作ることが 要で そのためには多くの 見を取り れることが であることを している。

この 果を生徒に ー ックすることで 他者とのかかわりの中で い学 を ることを体 と

して習 していって しい。 

今後 ルー 活動と 活動を に教育活動に取り れることで す ての生徒の科学的 究

能 を育成することを目指したい。 

考  

 ・ 部科学  「高等学校学習指導要領解  理科  理 （平成 年 ）」 

考  

部科学  

平成 29・30 年  学習指導要領 解 等(mext.go.jp) 
・高等学校学習指導要領の のポ ン   

(https://www.mext.go.jp/content/1421692_2.pdf) 
・学習指導要領 の考え方(https://www.mext.go.jp/content/1421692_6.pdf)  
・育成す き ・能 の三つの  (https://www.mext.go.jp/content/1421692_7.pdf) 
・ 体的・ 的で い学 の実現（「 クテ ブ・ ー ン 」の視点からの授業 ）につ

いて(https://www.mext.go.jp/content/1421692_8.pdf) 
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1 Prototype 1

2 Prototype 2
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3 Prototype 3

4 Prototype 4
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5 Day2 Format

6 Day2 WorkSheet
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7 Day3 Format

8 Day3 WorkSheet
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9 状

10 ン ー 果

Q. 理の内容は 生活で活用させていると う

Q. 分は 理で学 だことを 生活に活用している
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Q.他者と協 して学 ことは である

Q.もの くりは きか

Q. 的にもの くりを行っているか

Q. 分は もの くりに関わる に きたいか
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Q. 分は様々な教科で学 だことを関連付けて考えている

Q.今回の取り みに積極的に取り むことができたか Q.今回の取り みは しかったか

Q.このような取り みをまた行いたいと うか
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

「 合」における 学的な を読み める学習指導

科 井 健

キー ー  学 合 景  高 連携

１ はじめに  

 新学習指導要領では 科において育成す き ・能 を「 で的 に理解し効果的に 現す

る ・能 」をとし 社会生活の中で活用できる 能 の育成を求めている。社会生活に 用できる

用的な能 の育成が 視されていることに え 「 合」（ 準 ）における の や

の学習内容を新教科「 化」に せ 分 も いながら その 準 を としている。

それ え 「 学 視」との 判もある。 は「 合」の授業において 新指導要領の「 化」

を見 え 学的教 を活用し 「 体的・ 的で い学 」を実現し 作品の「内容についても解

が まることを実 させ」（ １） 学的な によって育成す き ・能 と 学教 の 能性を考

える みである。

 実践にいたる背景

新学習指導要領の「目 」における「社会生活に必要な 」について考えたときに そもそも「

学」は社会生活に必要か という が生じる（ え キ リ 教育における 。 １）が 学習指導

要領 当時の 部科学 教科 だった 中 は 学的な が 視されるとの声に して

「 科にとって れた 学作品を学習の として うことが であることは他 を要しない。

が求めているのは のように の授業時 の を 学的な の読解に割いたり

学的な指導に 時間もかけて 情 求にこだわるような授業を り したりするようなことはやめ

て しいということである。」（ ）と める きは教 ではなく指導の り方だと している。

そうであれ 現 の 合 の教 を活用して 新学習指導要領で求められている ・能 の

育成を みることもできるはずである。本実践は 学教 を用いた授業の教育的 を 認し 学

（の ）で育成できる ・能 を すための みである。

３ 授業の概要と指導

はこれまで 「現 」の授業に する関 を高め読解 の向上を るとともに 学テクス の

分析およ 構 分析を通して 理的 考 を身に付けさせることを目 とし 知教育 学

平成 年 の高等学校学習指導要領においては 用的なスキルの育成が 視され はそ

の基 とされている。実社会・実生活に生きて働く の能 に きが かれているが 方で「

学」でしか育むことができない能 についても目を向ける必要があると考える。高校 に ける

学的な 教 の 能性について考えたい。
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教授とともに３年生の に高 連携授業を行った（本校 研究 要 第 にて報 。 ３）。

それらの取り みを基にして 学習指導要領で「 化」を する学 である１年生を とし

て 学的な 教 とした授業の を 認したいと考え のよう習指導 を立 した。授業

の実 （ ）は 年 の実 は研究授業で実 したものである。なお 指導 の作成にあたっ

ては 立教育 研究 の 視学 明視学 の を いた。

  作品の解 を める（「読むこと」）

景 を用いて 「 」の けを読み解くことで作品の解 を めるとともに 習の

（ り）の知識と関連 け（ ） 現 と の 現のつながりについて理解する。 

 の目

 に かれた 情景 情などを 現に して読み わおうとする。（関 ・ ・ 度）

 に かれた 情景 情などを 現に して読み わう。（（読む能 ）（  「読むこと」の（ ）の ）

 や の み立て の 用法 記の 方などを理解し を かにすること。（知識・理解）（「

的な 化と の に関する 項」の（ ）の （ ））

３ の評価規準

関 ・ ・ 度 読む能 知識・理解

的な 化 の ・関 を

げようとしている。 に かれた

情景 情などを 現に して

読み わおうとしている。

に かれた 情景 情

などを 現に して読み わって

いる。

や の み立て の

用法 記の 方などを理解

し を かしようとしている。

 の 体

な学習活動 指導上の 点 評価規準（★「 化」）

１ 時

「 景」 の 体を通読し 「 」の

情の変化を理解する。

の作品の について考える。

・テクス の基本 明を行う。

・「 景」を通読し 読の を く。

・ 明な の をする。

「 」の 情と「 」を る 現に を

向ける。

「 り 」について着目させる。

読の を し 生徒 々の読みの さを

識させる。

「 」の 情の変化を読み取っている。（読 

ーク ー ）

の を理解している。（知 行動観 ）

時

・ と「 」の関 情の変化について

読み取り 体の構成を 認する。

・本 における や「 」 性を読み

取る。

ーク ー や「 」の を活用する。

「 」の 情の変化が「 」の け め方

の変化に関連していることを 認する。

「 」の 情の変化を理解している。（読 ー

ク ー ）
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三

時

・作品 体を通して 「 」に関する「 」の

識の変化を 認し らにとっての「 」

的なものを し 考 する。

ーク ー や評価 ー を活用する。

ルー で考えさせる。

「 」の 情と「 」の関 性 「 」の変化

と他の との関わりについて考 している。

（読 ーク ー ）

時（本

時）

・ 知教育 学 教育 教授の

で 学理 の基本と 学での学 との連

続性について学習する。

・「 」が テー ンであることを理解し

た上で らにとっての「 」的なものにつ

いての考えを める。

・ における「 」の かれ方を 認し

検討する。

テクス の基本について理解する。

テー ンについて 理解する。

他の時 における「 」の かれ方との

を通して 読みを める。（ における「

」の については 習。）

「 」が テー ンであることを理解し

他の 現の理解にも活用しようとしている。（読 

ーク ー ）

（★ の や 現は 作品の の中で 成

されることを理解している 知・技 作品や

に れているものの 方、 じ方 考え方を え

内容を解 している。 ・判・ ）

時

「 」的なものの と 評価 ーク ー や評価 ー を活用する。

ルー で考えさせる。

評価と 評価を行う。

の学 を通して 学的 の解 が ま

ることを理解している。（関・読 ーク ー

およ 評価 ー ）

 授業の実 （ 時間）

本時の目

 化・ テー ンを に 「 」の を再検討する。

 の や 現は 作品の の中で 成されることを理解する。

学習活動 指導上の 項など 評価の観点

導  分

本時の目 を 認す

る。

時までの内容を まえ 「 」が テー ンであることを

認する。「 景」の時 には「 」と ついていたこと

に する。

101



 分

「 には 見 がよ

く 合う」について

再度検討する。

「 の を ンズか

ら して、ただ

だけを、 ンズいっ

いにキ ッ して」

を った理 に

ついて考 する。

「 に ていた」に

ついて考 する。

・「 見 」について 「 景」において で なる れの

としてだけではなく か く なものにそっと り う 容

にあ れた としての テー ンを されたことを 認

する

・「 中に きい 、その に、 さい の花 つ」の 構

を 識させる。

や の 子がきわめて さいところから、きわ

めて さなもの、また、 くわずかなもののたとえに用いる。

「 だけが きく っていて、 の はどこにも見えない。

「 現の美しさ」（ な、 のもの、したがって な 明

なもの）

 に する見方が変わったことを 認する。

きっかけ「 の たちの には、し からお を いたく っ

て」

「 の 」（ ）

 々の後ろから えめに見える の 。

） そのものの な美しさ

 花 は「 の平 」（ テー ン）

 （「いつわり、 まかし」）

・本 中の 現に

目しながら に

えようとしてい

る。（行動の観 ・

ーク ー ）

・他者との関わり

が「 」の 情に変

化を えているこ

とを理解する。（行

動の観 ）

・ の テー

ンおよ

を 識しながら

に えようとして

いる。

との

分

「 」は「 今 」的 観は に 実 え、 は「 」な

ものでなかったことを 認する。「変な 」という テー ン。

時 によって同じ でも が異なってくることを 認する。

「 」をめ る

から時 の精

性を読み取れるこ

とを理解する。

本時のまとめおよ

「 」的なもの再考

分

 読みの まりを 認する。 にとっての「 」的なものを考

え す。「 」であることに させる。

「 」や「新 今 」における など の 介を

する。 きな の中での変化と 々の さな の中での変化

についてそれ れ考えさせる。

が１年生ということもあり まずは ーク ー を用いて 「 り 」を 識すること 現

や情景の に すること等 学的な を読むときの基本的な を 時行うこととした。第

までに 的な学 」を通して 々の読みを めた上で 生に 協 き それ れの読解の

を再 認させること の読みを 化し多様な読みの 能性を実 することで 的学習につな

げるという みである。教科 を通して学 「 景」の理解にとどまらず 研究者による に基

く読解の方法や 部テクス との を通して 学的教 の読解の を げるとともに い学 に

つなげる実践としたいと考えた。

 その上で 新学習指導要領（「 化」）で されている「  作品や の成立した背景や他の作

品などとの関 を まえ 内容の解 を めること」「  作品の内容や解 を まえ 分のものの見

方 じ方 考え方を め が の 化について 分の考えを つこと」（ 「 読むこと 
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活動 」の「  作品の内容や について 評したり討 したりする活動。」「  異なる時

に成立した や などを読み それらを して じたり 評したりする活動。」学習指

導要領解 ） とつなげていけるよう 「 」の 容をめ る「 」との を取り れた。

 生徒 ン ー から（ のまま 。項目立てと は 用者）

・ 現 は を読むことを 者の を読み解く 分析の作業とするのではなく 読者 身が 体的に

新たな考えや を するものと考えるということを いて も同じ考えだと いました。そちらの

方が 読者として に を しむことができます。

・ は 分の考えについて りの考えに わされないようにしたいと いましたが りとは 違

う考えを とうとするより りがな そのような考えなのか 考えながら 分では どうする き

か 考えていきたい。

・ 生のお はいろいろな り （新しい観点 これまで 分が考えたことのなかったような視点）

から を見ること かりでこれまで かなかった新たな の見方 考え方を知る ができました。

・ 景で作者の考えを るような読み方をしたが今回の で 分の を って読む現 の読み

方を知った。そしてその現 の読み方を使って作者の さを考え また の中にある を考えた

ことでただその だけで が わることがなくその の背景も 要になって るのだなと じ

ました。

・ は今まで作者が えたい いや いだけを読み取っていたけど 分で考えを げることによって

新たな 考やわくわくが生まれてくるのに き とてもいいことだなと いました

・ の中で されていた 「作者さえも していなかった解 を するのが 読み の 性」と

いう を いて 作者の したかったものが 解だと っていた とは違う考え方で 新 でした。

・ の 学作品に て今の 学は作者の などはあまり関 なく 読み がそれ れの考えで作品

を読み解いていくという な じや読み が 者になれる作品 と変わっているということ。

・「 」の中にある テー ンについて まず テー ンという考えを めて知った。

テー ンはその のどこでも変わることのない 通の で その である テー ンは

その から連 する だということが 生の に向けての から分かり テー ンはその

に する 情や 観と ールであるという が で理解できた。

・作品の中に てくる「 さ」について さにも があり 景と とでは異なる

さであったこと。 テー ン テー ンという は知らなかったが 知らず知らず考え

ていたものだったこと。

・わたしは や の さは いやる ち の さであり は などの こころ

の さであると考えていたので多 違うなと いました。

・ 分の考えと だと じたことはなかったが の はす く できた。 景において
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場する によって様々な さがあることが できた。

・同じ でも 間 的な の え方とそうでない え方があるというのは 分も 生活の中で

じることがあったことなので なのかなと じました。また その の え方が によって異な

ることがあることで の え方も によって異なるのかなと いました。

・作品を読むことは 作者が考えてもいないことを読み解く 新たな作品として生まれ変わる 作者の

から になり 作品を 的に読み解こう  とあったが その作品をどう えるかは読み によ

って異なるし考え方が違うのは当たり のことだが もともとの 作中の考え方を ースにした上で

性を作っていく きだと った。

 まとめと  

ン ー の記 内容から 多くの生徒が 学作品を 体的に読み解くことで作品の が がるこ

とや 多様な読みがあり ることを 的に学 だ様子が え 授業の目 はおおむ 成できたと考

えている。ただ 生からは「 テー ン」という概念を用いて「 」をめ る を 理

する を いたが 高校１年生にはいささか難度が高かったようである。授業を いた 部科学

視学 の からも 「 テー ン」のような用 を 理に取り れなくとも今回の実践

度の読みの まりは 能だったのではないか また 専門用 の 識が 行して に読みの を

めてしまう れもあるのではないかとの 指 を った。教 は異なるものの 年度までの３年生

で実 した高 連携授業の 後 ン ー と すると授業内容の理解に課題があったことが分かる

（ の ）。また いずれの実践においても 々の作品の理解が必ずしも 学作品 の読みの

まりにつながっているとは生徒に実 されておらず の 地がある。

３年生「現 」の ン ー 果（ 年実 ）

6 %
16%

1 %

学

3%

4%
13%
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１年生「 合」の ン ー 果（ 年）

１ キ リ 教育における「基 的・ 用的能 」の育成 平成 年 教育課 部会 

１

 中  「 を らく高等学校 科教育の基本方向」（ ・ 中 高

校 教育 の新方向  明  年  
３ 井 健「高等学校 現 部 読解の み 」 「 知教育 学 高等学

校研究 要」第  年  およ 「高等学校 現 井基 読解の

み 」 「 知教育 学 高等学校研究 要」第  年

 との読み を通した実践の効果については本校 科の「 立教育 研究 研

究 教育課 研究指 業の報 」として にまとめて するため 本 では割 する。

における「 」の かれ方を の で学習し 本 の第 （ 時間目）で がることにな

る。

56%

3%

41%

「文

１ 読み⽅が変
わった・深まっ
た
２ 読み⽅は変
わらない・深ま
らない
３ どちらとも
⾔えない

「 景」の理解について

１ 読み方が変

わった・ まっ

た

読み方は変

わらない・ ま

らない

３ どちらとも

えない
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

取 「 の記 」と

地 科（校 ）  

キー ー  井上成美 学校   マ

、 の取 を けた。 年 、 から 年になる 目に、 の

高校ではど な取 を しているか それが取 の だった。 は高 連携 教育研究会とい

う の 会 をやっており、その関 で があったようである。 から い合わせがあ

ってから、実 の まで１ 間に たない された時間だったが、 ッ の を通し

て 教育や について考える、またとない な体 をした。本 ではこの時の体 を基に、

に 教育における の 割や ・課題について、 じてみる（ ）。

 今回の の取 は本校の にあった。授業が 能なのは１ 間後の ７ （ ）

の 後に られた。 後の３年理 ク ス。 学 ・ 通テス を１か 後に えている。

ンスは 後の 分くらいしかない。 はもう を する

だ。理 担当の 教 が 後に、 についてのテーマ を でおり、その だしに

が ス 場する設 を考えた。まさに の であった。

まじめで な高校生でも、 が われ にして と どのことを れてしまう。まし

て、 の記 は 化の をたどっている。 も め 地・現地での 体 など、身 では

に ないであろう。な とか、 や テス を え、 ら学 続ける は実現できない

ものだろうか を 化させず、「 」の である子どもたちが、 ら「学 なけれ 」と実

として うような授業をしなけれ ならない。 取 に し、 が だのはそ な生徒や教員

の だった。今回の の課題は「本当の学 のきっかけ」をどうつくるかにあったといえよう。方法

として （ には、「 」や協 者の本校 教 取 ）が 目し目 としたのは、

の異なる者たちが、 の記 を ら本 のものとして え、どう け継 き継いでいくか、

という点にあった。な なら、授業実践の からすでに いている校 が、 分だけで する授

業をしても、それでは に ず、「 」に向けてはあまり効 はないからだ。

年 、 から 年になる 目に、 の取 を けた。 体 者が

り、 を知らない 、いやそれどころか、 き だことさえない が教える時 である。

高校ではど な 教育が考えられるか は、 の異なる者たちが の記 を 分の 題とし

て け継 き継いでいくことの さを したかった。その 、実践の内容、 果を本 で

した。 ッ の を通じて 教育や について考える な体 をした。そのため本

では、 教育における の 割や ・課題についても、 じてみた。
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3

 が 教 だった 、「 本が く った は 」という いかけがよくなされた。「 リ

ではありませ よ。中 です」こう して、 変からの の授業を めることが多か

った。（ ）だが、 年の中 社会科教 の みは し異なる。「えっ 生。 本って、 リ

と したの 」 今の高校生の す る に し、 く。さらには「 としたのって、

でし う 」こ な高校生もいると く。さて、どうしたらいいのだろう い教 たちは

でいる。     

体 者が り続け、教室内 見 せ も を体 していない。その中で、 を知らない、

いやそれどころか、 き だことすらない が を教える時 となっている。学校で 年

者である校 の でも、 が わって 年も って生まれているのだ。

は、かつて 学校 の から いた の体 を使って、第 の実践をした

ことがある（ ）がしかし、その も、 き後、 の の中で ついて、今ではもうかすか

に された記 となっている。記 そのものがやがて し、 え せていくのだろう。

年とはそ な時 なのである。

4

は のような から めた。

「 学校は にある。 の中 部から に ０キ ー ル。 内 に か

という 。 ０キ れていても の はあった。 年 時１ 分。 ッ という

。 、間（ま）があり、 リ リ、 リ リと を立て、す ての スが割れていく。当時

で の学校の 上 生であった は、 生に指 する立場にあり、「 せろ 」と声。それ

から時間がたって、 内の な状況が わってくる。 のため で 内 。そこで

活動をしたらしい。が、な か もる 。「お には、 ってもわからない」と 。 の目 が

もう し であったら・・。 の も までで 時に えてなくなり、当 はこの に生まれ

ていない。 さ とこうして について に考える授業をすることもなかった。 にとって

マは「 と と」ではない・・・」

生徒たちは なまなざしを せてくれた。 に し された 情を見ると、こちらの ちが

通じているように じた。

上の ーンの中で「 もる 」の部分に、 は きこまれたという。 と しながら

いたのであるが、同じ でも、 子に したいことと したくないことがあったに違いない。そのこ

とを は今回 めて 識した。「 の 」といっても、す てが 実とは らないのだ。そこをか

分ける 度こそ、 たちがめざす「 の社会」をつくる上で、 な ン ではないか。

この点、 は した。 当 の は、 のように した。 が 学校に 学したと

き、「新 の校 」として着 したのが、井上成美（しげよし）であった。 のあいさつで「 本は

リ との に ける」と断 したそうである。「 は けた後 した 本を立て すため、

この 学校でしっかり してもらいたい」という であった。 は した。お のために

地で だったからである。（ 部は で れた部分）
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井上成美は、もともと 中 部の中 の ン ーであった。 な 本 のブ ンである。

本 は、 の立 実行の である。どういうことか 「 の 実」は

ではない。 マで くような ではいかないのだ。「 とはこちらから学 なけれ 、

も教えてくれない」 家・ の だ。（ ） 

ここを く考えさせるのが、 の の であった。ポ ン となる部分には、上記にあるよう

に 分の にわざわざ 点まで って、 当 も 身の いでここを した。だが、この部

分は、な か では見 に ッ された。 されたのは、 部のみである。 に 念であっ

た。わずか１・ らずの なのに、な わざわざここを ッ するのか、と った。

には くでなかったが、井上成美校 の教育方 も 介した。 性 として を する

時 に、生徒 員に を たせる。 う う めの 練を らし、 時間を やす。

の読 や 記中 の をする に、「 分の で考える」ことを 視。 学や 、 学。実学

よりも教 科目を 視した。 時中としては、 新的な教育ともいえる。（ ） 

リーダーとしての り方や学 の目的を考える上で、今から見ても 考になる。 を じ、

分の い の中にあえて れた。ところが、これらの場 も、 の 点と同様 とす て実 の

では ッ されていた。「 マ」の も ッ 。今振り ってみると、 教育と の

割を考 する上で、これはなかなか な体 だったのではなかろうか。このことについて７ で

再度 れてみる。

授業 くりで難しいのは、こちらが学 せたい部分と、 が知りたい部分・学 たい部分の間に、

せめ あいがある場合であろう。 は の すなわち「 ツとの同 が だった。これさえ

なけれ 、 も マもなかった・・」という 、その 念そうな 情を して後 の

をした。おそらくそれは、 三 同 を がけで した井上成美の しさでもあったことであ

ろう。 が 的に学 せたい部分はここにある。

だが、中 教 ・ は し 度が異なっていた。 は 生徒が理科 の 学 である点を

考 し、科学者 の に する立ち に 目させる教 を、 の の後 した。 ン

ンや ッ ルが した の である。それを に読み める生徒たちの な 情を し

し、 は わった。

授業をつくっていく 体は、教 であり、 もそこに する。当 、複 の教 （「 ス による

」も めて）をどう構成するか、 者の教 が決める きである。そして子どもたちがどう内

容を けとったかを 認し、 の授業につなげていく が授業者には求められる。 の方はどうか。

もちろ 授業者の 部としての を果たすと に、この授業に した生徒、テ だけ見た生徒、

方ともに見ていない生徒のいずれにも ーや をする が、 理 として求められると考

える。 に実 の授業と、多くを ッ し り りした い では、 える が異なる場合が多

く、 は である。また、「こうした授業の がこれからは必要」と の でし った

上、それを 部だけで わらせるのは 分と考える。 ーを 業 での 校生徒 の の中

で、な とか実現させようと今準 を めている。

にとっては、「 マ」の と「 三 同 」の は、 く ついている。 によれ 、
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井上成美の「三 同 」が実現していたら、「 も マ」もなかったからである。その

が、井上 と、「 の 続」（ ）がされて、今回の授業化の構 に っている。だか

ら、 者は分かちがたい。 ッ は考えられない。

方、取 は立場が異なる。今回の取 の はそこにはない。取 は「 の記 」を今

の高校生に えるため、な 、わざわざ 年 者の校 が授業に「 ス 」として 場する必要があ

るのか その場 と理 が、 として しいわけである。他の は「極 分かりやすく」しなけれ

、視 者が 時に理解できない。 にはずれる内容は「す て 」であり、 ッ されなけれ

ならないのである。こうしたことに今回 は く であった。

になるが、 が れた 、見知ら 方から があった。「校 生とお がしたい」と

う。「 を見て、この学校は について しく取り でいる学校だと した」と う。この方

は「当時の の を の学校はあまり っていない。その を う」と、 １時間

で 方的にお になった。いずれも が今回 く っていない内容であった。

は、 り取られ方で、 け取る の解 や が きく変わってくる。今回はこちらの を

かした の となったので、その分 解 がされやすかったのであろう。目の の 準

にて てこまいで、こうした の ・効果や を たちは く考えていなかった。

教育と という 題では、多くの課題を してしまったと わざるをえまい。

今回の取 は、 としてはからずも「 教育と 」という、 知の 題について、

めて考えさせられた。 にテ ースが れるのは多くの場合、 の 時である。

と 声にテ ッ が わる場合が多い。今回もそうだった。 け が 時に「あるス ーリー」を

解 能なように、 をするのであろう。 体や 者の とずれが生じるのは、

の ではむしろ必 なのかもしれない。それに かずにいた たちの方が であったのである。

教育としては、 々そうした の中にいるのが、「 化社会」（ ）の であることを、

どう させるか。これが である。本 を通してそれに いたのが、せめてもの いである。

その では、 の を読者に 供できたと考えている。 上で、本 の めくくりとしたい。

ース 「 ブ 時」で、 年 （ ） 後 時 分から 分

ど ッ で された。本校の は 分 度。 ルは「 から ０年「

」を新しい 法で える」 

本校研究 要第 ７ の 「 の中の「 中 と三 同 」 年 におけ

る 当 者の の教 化 」 年  

 々 校の 知 立 高校にて。この実践については 「新科目「 合」と

の 続 のある授業 三 同 の 教 の いをめ って 」（ 知 教育研

究会 教育研究 第 年）

 平 の  。 は で 用

の を し、 年１ に した。

 学校 新 年

（ ３）の を  

「 化社会」については、本 の の 「「 合」に求められる 究 のあり方

「 化の時 」に焦点を当てて 」を されたい。
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「 部の 」をテーマとした

多 的・多 的に考 する授業の実践

ICT と協 学習を取り れた授業作り

地 科 平

キー ー 新学習指導要領 体的・ 的で い学  多 的・多 的な考  平 学習

（1）知識構成 ー法の目的と背景

新学習指導要領では、「多 的・多 的に考 させる」ことが求められている。これを、１時間の授業

の中で教科 の内容を教 が教える で実現するのは難しいと じている。このような中で、知

識構成 ー法を知り、この授業 法では、複 の から課題に して考 させることが 能で、

「多 的・多 的に考 させる」授業の実現になると考えた。そのため、知識構成 ー法を用いた

授業の作成は新教育課 における授業には必 であると考え、今回の授業を実践した。また、本校では

年度の 学生より ipad を携 することになる。そのため、ICT を用いた授業が今まで 上

にやりやすくなる。そこで今回は、知識構成 ー法の中のク ス ークの 体 がより に

実 でき、効果が高くなるような ICT 活用の を みた。

（2）「 部の 」をテーマにした目的と背景

は、 に関する授業の 実を目指している。 の授業などの平 学習は、 を 度と こさ

ない社会をつくっていくためにも かせない。その中で、 を 度と こさないためには、 の実

を学 だけではなく、な に してしまったのかを考え、理解することが必要だと考えた。今

回の授業のテーマとした「 部の 」は、 時 の にあたる。 の 時 は ク

ーという に されるように、 が高まった時 であった。しかし、その後 に

するとまもなく 部が し、 に向かって行った。この時 の 部の は 本が に し

た として かせない である。そのため、この時 の学習を めたいと考えた。さらに、 部

が した理 を教 からの ではなく、生徒が から考 し、他者との から学 を めさせ

ることを らいとした授業を行うため、知識構成 ー法によって多 的・多 的に考 する授業

を みた。

新学習指導要領にもと いた教育課 の が目 に っている。その中で今回は新学習指導要領

の、「 体的・ 的で い学 」の実現と「多 的・多 的な考 」の に 目した授業の実践を

目指した。生徒同 の と多 的・多 的な考 を たすために、知識構成 ー法を用いた

授業を行った。

また、 に関する授業など平 学習の 実を目指している。その中で、今回は本 的に に

する の時 に 目し、「 部の 」を複 の から考 する授業を実 した。
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（1）知識構成 ー法について

この 法は 学 CoREF に した学習法のことで、Aronson（1978）の ー法とは異なる

いや 法の を ってる。Aronson の いが の 合など 生徒の関わり合いの にあった

のに し、知識構成 ー法の いは関わり合いを通して が学 を めることにある。し

たがって、知識構成 ーは 法としても、明 な いを設 して、学習の 後で いに する回

を 回求めるなどの を つ。（「 学 CoREF」HP より 部 ）

授業 としては、「１ の いに する解 」、「 キス ー 活動」、「３ ー活動」、

「 ク ス ーク（ 体 ）」、「 の いに する解 」という である。

（2）課題設 と キス ー 活動の設

 課題は「 が し、 部の を いたのはな か 」とした。そして、 キス ー 活動

を「 内 に する の （１）」、「 内 に する の （ ）」、「 部の や行動の

当性」、「 と 」の つを設 した。

（3）ク ス ーク（ 体 ）における ICT 活用

1）Jamboard の活用

１つのク スでは、 ー活動のまとめで作成した ルー による解 の内容を ipadで させ、

Google の ー リの Jamboard に を り付けさせた。これにより、教員の ipad
を に して、 ルー の解 を 体で しやすくすることを った。 作の動作が く、

り付けさせるのに 々時間がかかってしまったのが課題であった。 方、この方法で すると、 後

に の解 を記 する に、 分の で ルー の記 を見ながら けるため、このような方法

での 体 も 効であると じた。

         １ Jamboard に ルー の記 を らした様子

2）ipad の AirDrop の 用

 もう 1 つのク スでは、 ルー が多く、Jamboard の 用が難しいと じたため、 した ル

ー の解 を ipad の AirDrop で教員 に させ、その を に してク ス ークを実

した。生徒から教員に する作業もスムーズで、 に した も見やすく、 体 としては
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い方法であった。しかし、 の解 の時に ルー の記 を見られる状 になっていないため、

の解 中に めて見 すことができなかった。作業ス ー や効 から考えるとこの方法がやりや

すいが、生徒が ての記 内容を見られる状 にするためには、違う が求められる。

（4）授業

50 分で させる だったが、 キス ー 活動と ー活動に時間がかかったため、 の授業

も使って させた。そのため、 の授業 の時間には実 にかかった時間を（）の中に記 して

ある。 の で マで行うように構 すると、より 実した授業になったと じた。

学習内容 学習活動 指導上の 点
評価の観点・

評価方法

導

6 分

(8 分) 

・本時の 明

・ いの 認

・学習 の考 の記

・本時の活動内容と

いを理解する。

・学習 の考 を記

し、現状の 分を

する。

・な 、この いなのか

を 的に 明する。

・学習 の 分を

するためなので、 け

る で記 させる。

10 分

(15 分) 

・ キス ー 活動

A 内 に する

の （１）

B 内 に する

の （ ）

C 部の や行動

の 当性

D と

・ ーク ー にした

がって A D のそれ

れの ルー で取り

む。

・ の ー活動に

向けて、 える内容を

理解する。

・ 間 視を行い、

声かけを行う。
活用の技能

15 分

(20 分) 
・ ー活動

A D の ン ーが

まり、 ルー 内

と ルー による考

を作成する。

考 内容を ipad で

し、jamboard に り

付けさせる。

・それ れが読み取っ

てきた内容を え合

う。

・ いに する えを

協 して作成する。

・考 内容を ipad で

し、jamboard に り

付ける。

・ 間 視を行い、

声かけを行う。

・ に ipad を 付

し、jamboard に り付

けさせる。

考・判断・ 現

5 分

(10 分) 
・ク ス ーク

jamboard を し、

ルー の を行

う。

・ 者が を行う。 ・ しす ないよう

にし、 ルー の違

いに れて、 現や視

点が がるようにす

る。

考・判断・ 現

まとめ

14 分

(15 分) 

・学習後の考

・振り り

・学習を まえて、

の考 を記 する。

・振り りを行う。

考・判断・ 現

3   

（1） 果（評価と ）

評価規準
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ック項目 ３点 点 １点

（１） 内容

（要 の ）

要 が３つ 上 まれてい

る。

要 が つ 上 まれ

ている。

要 が１つ かれてい

る。

（ ） 現

( 、 しい内容

か) 

や がなく、 しい

内容でかけている。

や が

内かつ しい内容で

けている。

や が３

上ある。または、 った

内容が まれている。

（３） 構成

（ きか か）

な 続 を用いなが

ら、 が けている。

きしている。

果

評価 A B C 
点 ７ ３ １

28 15 13 6 3 0 1 0 0 
合  43  22 １

 要 が く げられない生徒や 構成が間違っていた生徒は く 部であった。 割 上が A 評価

を し、B 評価でも７点に 当した生徒が も多く、課題に して、多 的・多 的に考 できた生

徒が多かった。しかし、内容を しく理解できていない生徒や、 現が しくない生徒がいたため、

ての生徒が A 評価を できるような授業方法等を検討したい。

（2）生徒の振り り

1） 度

３ １

30  30 ０ ０

度を 評価させた。（ が も く、１が も い） 度を または とした生徒で を

めている。また、 度の理 では、「 ルー の と取り むことで、 分からなかったことが理

解できた。」や「 分の担当で読み取った内容を他の に えることが難しかったが、 えたことで理解

が まった。」、「今までとは違う授業のやり方が新 で しかった。」といった 的な理 が多く、考

し理解を める授業を行うことができた。

2）学 だこと、考えたことなどの の 部

生徒の から、複 の や が ついていることを実 させるためには、生徒 身に を

・１つの に して、他にもたくさ のことが や として ついていることが分かっ

た。

・ 分で にまとめることで、より理解が まって いと った。

・ や などそれ れの分 の理 が なり合って こってしまったことだというのを めて

実 した。

・ かが変わったきっかけは、1 つの理 だけでなく、同時 に様々な 題が きたとことによるも

のだと めて分かった。

・ 部が した理 に げられている選 に を使うようになったことで が高まったことな

どは今と ているところがあるのではないかと った。また、 の に する が き

かったことも今に通じると った。
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読み取らせ、考 内容を 分で かせることが必要であると した。また、 の から学 、

現 に生かそうとする生徒の もあり、 を学 を じさせることができた。 

4   

（1）授業の

とそこから読み取る き内容の難 度や時間設 、評価規準は再検討が必要である。今回は読み

取る き内容のポ ン を ーク ー にあらかじめ記載しておいた。しかし、 ルー によっては読

み取るのに し、 より時間がかかってしまった。生徒の を読み取る を しておくことと

向上させることを継続して実 することが必要である。また、時間設 に関しても見通しが かった。

理に 50 分に めようとするのではなく、 マを見 えた授業作りが必要であった。そして、評価

規準では、生徒の解 を しながら作成したが、評価規準にうまく合 しない記 もあった。このよ

うな などの ーマンス課題に する評価はこの に えてくると うため、 な設 ができ

るようにしたい。

（2）実践のまとめ

 授業の取 や考 した記 内容、 度などの をみると今回の実践はある 度の成果があったと

える。社会的 は、複 の要 や から こっている。そのため、 上の を題 に多

的・多 的な考 を り していくことは複雑化した現 社会を生きるためには必要 である。そ

のため、今後もこのような実践を り し行う必要がある。しかし、 方で今回の授業で使用した

めやそれを ーク ー にして授業にたどり着くまでには、 の授業 上の時間と を必要とし

た。これでは準 等に時間がかかり、 度も授業に取り れることができず、生徒の を すことが

難しいため、 で わらずに継続的に取り めるようにしたい。そのためには、課題やテーマを設

と 準 の能 の向上に め、今回の実践 上の授業を行っていきたい。
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知教育 学 高等学校研究 要第

pp. （ , 20XX）

時 に関する教科 断 授業の実践報

理 生徒 の 教育を 識して

地 科 健

キー ー  教科 断   法 ク ン

 今年度は現行指導要領の 後の年度であり、 年度の 学生からは 高等学校で新しい指導要領に基

いた教育活動が される。地 科において現行指導要領の とも えるのが、 必 と A・
B 科目の だが、これも後 年でなくなることになる。A 科目については、「どうでもええ科目」な

どと されることもあり、そのような 識がかつては 題につながり、 をもたらした。こ

の 時、 はまだ教員生活 年目の け しの で、状況を理解するのに時間がかかったが、 より

当時の生徒たちに をかけた は今でも えている。

 この A 科目は、 的には に必要ないことから、 く見られる 向は として ってるという

のが、 の である。しかし、 の がないことにより 通科高校でも、「 体的・ 的で い

学 」の実現のために授業を ・ しやすいという もある。 に新しい指導要領が されてか

らは、A 科目での取り みを新設の 合に活かしたいと って授業を行ってきた。

 さて、本校では理 生徒に して地理 B を ・３年 に、 A を３年 に させている。

A は る なら 学年 に させたいところだが、学校 体の教育課 の ンスを考 した

果、この体 が続いている。 にも 度か３年生理 ク スの A 授業を担当したことがある

が、学習 を保つのが難しい状況の生徒を に、 とかして の や学 を えたいと

って授業をしてきた。

（1） を取り上げた授業

新 ルス 行に う 校 間を た 年度から、A・B 科目とも授業では

を取り上げている。 年度は ス 、 、ス ン を中 に の だけを リン にま

とめて授業を したが、今年度は教科 を使った授業の 度に合わせて、 的な の背景に

様々な があったことを 介している。３年生理 ク スの A 授業では、1 学 に キ

スの を読ませて テ を った は だったのかを考えさせたり、14 の

３年生理 ク スの A の授業で理科教員との協働で教科 断 授業を実践した。 は

時 で、 リ の を しめた と を取り上げた。 については、 や

に関する を 明した後、理科教員にテル ッ の実 を生徒の で実 してもらい、

については、 とその 要 となった 法の を 明した後、理科教員に ク ン

を 体 する ームを考 してもらい、生徒に授業で体 をさせた。
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から現 の 々が学 き点について考えさせたりした。そして、1 学 から 学 めに

時 の で、 と 法を題 に授業を する でいた。

（2）理科との 断の まり

み明けの授業に向けて、どうやって と 法を取り上げるか検討していた７ 中 、本

校の理科 である 立 教 と平 （教 学 生として 立教 の指導も けている）

から１年生の現 社会を担当している 平教 に、「１年生で科学と 間生活、現 社会の間で教

科 断 の授業を ないか」という があった。 の記 では ル ー分 での だったと

うが、それを で いていた の方から に「３年生理 の A でも 断 授業を ないか」と

してみた。ち うど、 と平 が に い化学 門 は化学でできている とい

う ３年 に 行された かりの本を読 でいた もあり、その場で が だ 果、 時

の学習が わった に、 と ク ン に関する授業を平 が実 するという を める

が た。

3

（1）教科 断 授業に向けた A 授業

 まず、 の授業では地 や ー ル ースを活用して ルー を 体 することで、 の効

を じさせた。そして 500 年 の について、より を たせるために ンブス 

の報 、 マ ン の といった当時の を活用した。生徒には、教科 な

どにも 載されている ンブスが と した場 、 ンブスが や で し でいる

場 、マ ンが した場 、マ ンの部 がス ンに り の を 成した場 など

を読ませて、 を にまとめさせた。この では、生徒は当時の 者 の やそれを り

えた業 など、 ー ッ の視点から を読 でいたはずである。

 この活動の後、 リ 明の やス ン 者たちによる 、その後の「 の 体

化」について、視点を リ に して学 るようにした。ここで活用した は ン

スの についての な報 である。 者の ス・ スはス ン ではるが、生徒に読ませた

のは たちが ン の リ を する 的な場 であり、 リ の の視

点を させられるようにした。また、この後の教科 断 授業に げるために、 を使用したス

ンの 上に を しめたのが をはじめとした であることにも れた。

（2）教科 断 授業の 行

の １は、 教科の教員間で情報を するために作成した本実践の授業 行 である。実 の

行は、 情により れが生じたが、 後の振り り ン ー など めて、 回分の授業を

てることになった。

118



3 年（理・自）世界史Ａ 教科横断授業（理社）の予定

３の４ ３の５ 

10 月 12 日（火） テスト返し 

（製）鉄の歴史１ 

10 月 12 日（火） テスト返し 

（製）鉄の歴史１ 

10 月 14 日（木） 製鉄実験(授業の最初で) 

（製）鉄の歴史２ 

10 月 14 日（木） 製鉄実験(授業の最初で) 

（製）鉄の歴史２ 

10 月 19 日（火） 天然痘とワクチンの歴史 10 月 19 日（火） 天然痘とワクチンの歴史 

10 月 21 日（木） ワクチン開発シミュレーショ

ン（時間まるごと） 

10 月 21 日（木） ワクチン開発シミュレーショ

ン（時間まるごと） 

＊太字は、理科（平野先生）が主担当 

（3） と の

 の は授業で使用した リン で、「 と の 」という題のもと、 ッ の の

について にまとめたものである。なお、 の は から という であり、

度の い の方が や としての実用性が高いが、高度な 技 が必要なため後から し

たという 明を今までの授業では行ってきた。今回、理科の教員と協働で授業を行ったことで、 より

の方が、 ン化 向が きいために精 して 体としにくいということが理解できたのは、 にと

っては きな 見であった。
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 この の授業で理科担当の平 が 立教 の を けながら、テル ッ の実 を に

て、生徒の で実 した。 の ３・ は実 の様子、 は実 後、教室に ってから平 が

授業で使用した リン である。
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（4） と の

 授業の で、 時 に リ の を しめた要 には、 にも （ に

）があることを再 認してから、授業 リン （ の ）を 付した。

授業は、 の平 による ク ン の ー ン ームにつなげ、さらには の

現状を させるため、 ン ーによる 法の と の 、 本での 方 による 法

と の について、生徒たちが考えられるように した。そして、 の ７が ク ン

の ー ン ームで使用した の 部である。

考
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 この ー ン ームを解くには生 の知識があると になるため、 に として生

選 者１ と 理選 者 の３ ルー を の方で したうえで、授業を した、 の ・

がその授業の様子である。

 生徒 は ク ン を 体 できるこの ームに、 ルー 内で く協 して 生 に取り

だ。しかし、難 度の高い ームだったこともあり、 えられた ッ ンを授業時間内に解決でき

た ルー は であった。それでも、 に理科の授業で学習した内容が ーム に 立った時な

どに、 きな を す生徒の は 的であった。

 回目の授業で実 した振り り ン ー の 果が の １である。

当てはまる
やや当てはま

る

どちらとも

えない

あまり当ては

まらない

当てはまらな

い

１ と

理科との が

りを じる授

業内容でした

か。

49
（77.8 ）

14
（22.2 ）

0  0  0

 

の ・関 は

しましたか。

29
（46.0 ）

28
（44.4 ）

5
（7.9 ）

1
（1.6 ）

0

３ 理科 の

・関 は

しましたか。

28
（43.8 ）

29
（45.3 ）

4
（6.3 ）

2
（3.1 ）

1
（1.6 ）
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 教科の がりを生徒 が 分に じてくれただけでなく、それ れの ・関 を高めることにも

がる実践であったことが 認できた。 に回 理 を記 させた項目の中から 分を する。

１の回 理

・ や の 見が の生 や の基 になっていることがよくわかったから。

・ が きく変わる ン で理科に関する技 が きく関わって してきたことがよくわかる

授業だった。

の回 理

・今まで 本 が きで、 には し 識があったけど、 きになった。

・はるか に が行ってきたことや変化が今の生活にどのような を えていているのか が

いたため。

・ く関 のなさそうな教科とも つきがあり、他の教科ともなにか つきがあるのではないかと

になったから。

３の回 理

・実 をしてみて めてわかることがある だなと関 をもてたから。

・理科は い難しい学 だと っていたけれど、生活につながるものだったから。

・実 に の精 の実 を見たり、生 で習った知識をもとにして ク ン のな な を考えたり、

今までの知識を活用できたと じたから。

教科 断 の授業に取り むようになって しいが、本実践に取り だことで、その と 能性

を再認識することができた。 ン ー 果にある通り、 つの教科が連携することで生徒に学 の

を えられた は きな成果である。しかし、それ 上に 身が と の ン化 向の が、

が してから が したという の きな の れに関わっていることに 付いた

ことに、本実践の成果を じている。 

 ながら、教科 断 授業の をし、本実践に関わってくれた 立教 、平 をはじめとす

る本校の理科教員 に めて を し上げる。 

参考文献

佐 健 （ ） に い化学 門 は化学でできている 、ダ ン 社 

・ダ ン  （ ） ・ ・ 、 社 

（ ） ンブス の報 、  

実 （ ） マ ン の 、  

ス・ ス  （ ） ン スの についての な報  

健 （ ）「 と の について ン ンによる教科 断を活かした 授

業の実践報 」 本校研究 要第  

   ブ 「  」 
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でやったら見えてきた「 学的な 現 」の 考

が通るマスの の規 性は

学科  美  

キー ー  学的な 現  題解決学習 で学 学  

現 、高等学校の 学教育には「 を明らかにし、 を立てて体 的に考えることや、

や 、 、 、 、 などの の関連を理解し、それらを に用いて 題を解決したり、

分の考えを分かりやすく 明したり、 いに 分の考えを 現し え合ったりすることなどの指導を

実」し、 学的な 考 ・判断 ・ 現 を育成することが求められている。 に、新学習指導要

現 、高等学校の 学教育には、 を明らかにし、 を立てて体 的に考えることや、

や 、 、 、 、 などの の関連を理解し、それらを に用いて 題を解決したり、

分の考えを分かりやすく 明したり、 いに 分の考えを 現し え合ったりする学習活動を

実し、 学的な 考 ・判断 ・ 現 の育成を目指すことが求められている。 

本 では、これらの の育成のため、 年度に実 した教 とその実践をまとめる。 で え

られた 題を協働で解決する今回の実践の中で、生徒の「 学的な 現 」の課題は、 ッ

する のみならず、 題を理解する にもあることがわかった。 

図 1  ー
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領には、 1 のように ・ 学の学習 を ー し、「 生活や社会の 、 学の か

ら 題を見 し、 学的に 現・ 理して 題を解決するなどの 学的活動を 実（ 部科学 、

2018）」することが明記されている。

者は、これらの学習活動を 実し、 学的な 考 ・判断 ・ 現 を育成するため、これま

で ク ースの 題解決をする ンテス を活用したり、 教 を したりして実践を

た。 かにその を目の当たりにしたが、同時に生徒の「 学的な 現 」には課題があると

題 識を った（ 、2020）。本研究は、 題解決を通して、 学的な 考の や判断の

を 現する をつける教 を目的としており、本 では 年度に実 した教 とその実践の概要

を する。

本教 「Diagonals of a Rectangle」は、2020 年 2 に 2 年と 3 年の ク スで実践した。これ

は、「Thinking Mathematically（2nd ed.）」の 題であり、 題は のまま、 ン して し

た。

実 時 2020 年 2 （2 時間）

実 ク ス 2 年 2 ク ス 3 年 2 ク ス

Mason,J.「Thinking Mathematically(Second Edition）」Pearson Education Limited 
使用 ・ 子
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課題１の内容理解（ ） 分 

  体で 分 

  課題 の内容理解（ ーク） 分 

  体で 分 

  課題３ 課題１を 化 の解決（ ーク 体） 分 

授業では、まず課題１の 題の内容を理解させ、本時の目 を 認した。 に、時間 を設け、

で協働して課題 の内容 をするように えた。ここでは 学的な 題解決の 法や取 み方

（Entry Attack Extend）を した。この後、 で考える時間を ち、 のマスの

Entry
What is meant by touched? You decide! 
Specialize. Be systematic. 
Attack
Obviously, you can do it by counting, so generalize! 
Focus on just the horizontal grid lines. Make a table. 
Look for a pattern. Check it! 
Extend
What if the rectangle is divided into rectangles? 
What about three dimensions? 
What if the grid lines are not equally spaced? 

考
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が異なる様々な を使って、通るマスの の規 性を考えた。 にいたらない が多かったの

で ン を えながら 体で し、ク スの協働でな とか 題解決できた。

考

考

多くの生徒が、課題 の Attack Obviously, you can do it by counting, so generalize! Focus on 
just the horizontal grid lines. Make a table.Look for a pattern. Check it! を実践できた。

は、 のマスの で を作り、 は場合分けをして 化を目指している。 は

のマスの の から く の を作成した。 は、 の変化から規 性を している。

は、（ のマスの ） （ のマスの ） （ ） （通るマスの ）の 解に った。 

本 の解

のマスの を

のマスの を とすると

gcd( , ) 
（gcd ）
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考

授業での や ーク ー からは、生徒が 学の や用 の を にしたまま 題を読

だり、 現したりする実 が見えた。 え 、「 のなかに の 方 に を いて。いくつ

の 方 に れていますか （ ３）」のような 現である。生徒は、 だけでなく、 を かり

に理解し考えているので、使っている （ ）に して違 を えていないかもしれないが、

本 「 」は「 方 」、「 」は「 」のように、 現す きであった。生徒は、「 され

た 学の用 を しく使え 、 題や が に まる」といった 識が いことが実 として明

らかになった。なお、方 （squared paper）は、 に 行した によってマス目が作られた用

であり、今回この実践ではこの 方 を「マス」と 。 

図  ⽣徒

他にも、 のような で、生徒の 学の用 を使って 現する 識の さが見て取れた。 

Diagonals of a Rectangle（ 方 の ）  めの  

Make a table（ を作れ）  テーブル（または目 ）を作れ 

three dimensions（ ）  法 きさ  積 

horizontal grid lines（ 平の 子 ）  等な ン 

Attack（ めよう、とりかかろう）   

Be systematic（体 的に）  的な 

Specialize（ 化する、研究する）  専 する 

Obviously you can do it by counting, so generalize （ 化する） き す 概 する 

考 Extend
課題 のステッ の通り、 後は生徒に Extend するなら を考えるか。」を い、 ーク ー

に記 させた。 記は回 の 部である。 

方 を平行 にする。 

きさが のブ ックでも 化できるか。 

立体で考える。 

を 関 などの にしてみると通るブ ックの は  

がついた部分の 積は  

が通っていないマスの を 化せよ。 

で られた 方の三 内にある点の 関 になる  

129



 このような 学らしい ・ 用の の他に、 のよう

な 生活に 用する もあがり、 かった。

から を めに 家に くとき、どれだけの

家に を通せるか。 

を で ったら 割れるか  

方 の会場で ー を使うとき、いくつ を

さなけれ いけないか できそう。 

いくつ さなマッ があったら か。（ ） 

   

規 性を見つけることは難しかったです。 と

を いてみたけどわからずでした。 り分けで

という を使うことがわかったと

き、とてもスッキリしました。知識はあるものの使

いどころが なものもよくあるので使えるところを してみるのは いと いました。 

学の 題というよりは、 学の知識を使って解く 考 や の 題だと いました。 

難しかったけど、わかったときは いなと った。 の解 も難しかったけど、 に

を学 より、はるかに 的に学 た がした。 

いつもとは違った じの授業で りの と協 しながら解いていくことが新 でよかった。 

身 なところにも 学を使った い クリが されているのだなと じた。 

今回の実践では、生徒たちはク ス ー との協働や で 題を えられることの目新しさか

ら し で 題に取り でいた。 に、 っ 中（ ）の 年 のク スでの実践は、

とよい で実践ができたと じている。 かに 年は、 の の もあって、

「協働的」な学 には があった。学校生活そのものが に される中で、 と を

わしながら 行 する学習は しかったのだろう。 に、 題を で えたので、生徒はいつも

上に に 題を読 だし、 に読 だその を生徒と できた。また、生徒は、今回の授

業を通して、 究活動や 題解決の 学的な 考の 方の つである Entry Attack
Extend を理解した。 に、 Attack で、 をつくることや ーンを見つけることを 体的に

したことで、 、難しい 題は めるだけで わってしまう生徒も が動いたと じる。また、

Extend では、 生活に 用する い が た。 

方、この実践の中で、 者は、 学の に基 いて 題を理解することや 現することに

識が 分な生徒が多いことに いた。今回、 （ 子 ）の使用を認めていたので、 を

れ 、 の とつとして、 学的な 現・用 もあるはずである。 者は、 、 や 化

することをこだわって授業をしてきたつもりだったが、生徒の 本 は 上に 学的な 現に

着であった。 から 本 に きなおす を したことで、 学用 や 学の を

どれだけ 識せず 題に取り でいたかを再認識できた。今回の実践で、生徒の「 学的な 現

」は、 ッ のみならず、 題を理解する にも課題があるのではないかという新しい

図４ ⽣徒がワークシートに書いた挿絵
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ができた。 

「 を 学化したり、 学的に解 したり、 学的に 現・ 理したりする技能は、 学的な

概念や 理・法 と 体的なものとして学 れるものである（ 部科学 、2018）」ことに し

て、継続的な指導をしていく必要性を じた。「 学的な 現 の向上」に 視して、新たな実践を

することが、今後の課題である。 

本 は、 本 学教育学会第 回 会（ 会）での に に ・ した

ものである。 

参考 文献

部科学 「高等学校学習指導要領解  学 理 」 
美 「 理 ンテス を 用した 題解決の実践 学 の三要 の ン
スの い育成を目指して 」 知教育 学 高等学校研究 要第   
美 「 でやったら見えてきた「 学的な 現 」の 考 が通るマスの の
規 性は 」 本 学教育学会第 回 会 要 （ 会）   

J.Mason.et al (2010). ”Thinking Mathematically Second edition” Pearson Education Limited 

本研究の 部は 年度科学教育研究 研究 の 成を けています。 

131



続・ 作 指導実践

継続実践と 年度 検 から  

科  上  

作 指導   （ の複雑さ） 題 見能  観的視 の がり 

 ー ル化に できる 育成を く 識する 今の 教育において、「情報や考えなどを的

に理解したり に えたりする ー ン能 を うこと」が 要な目 の つであり、

「 いたり読 だりしたことに基 いて で したり いたりすることによって 現するなどの機

会」を 々の授業の中に 多く り むことが求められている（ 科 、 ）。本実践は授業内の

作 指導を通して、 した目 に するための 現 に の を る みである

と同時に、まさに「変化する社会の動きをとりこむ」 く、 らの社会に向ける 的な視 の がり

を す取 でもある。 

今回行った 作 指導実践は、１年時に 指導を行なった 年度の第 学年生徒を に

したものである。本実践と、 年度の第 学年生徒に 年度で実 した同実践（ 上、 ）との

検 を通して、 めてその変化と効果を分析する。 

本 作 指導の まりは、 年度の第 学年生徒に行った実践まで る。 作 のテーマ

決めを生徒 身が行い、その内容を ルー 内で に ッ し、生徒間で ン

する活動で、教 が「内容の をしない」点に を たせた みだった。その後、あらためて

年度の第 学年からこの 作 活動を み れた 年間の継続的な研究としてス ー したの

が本実践である。 

年度は 年度と同学年を にした 同じ内容の実践となるが、 用 の記 様

など 部マ ー ン を行なっている。今回も多 的な観点（ 、 さ、テーマの選 方

等）から、生徒の 作 内容を検 ・分析する。生徒の の向上と 的な 題 見能

につながる の育成を目指すことが たる目的であることに変わりはない。 

 本実践の 生徒は、高校 年生で 用 （ ）を する 学 （ 子 ・ 子

）である。 年 に 学を しないいわ る 立 のク スで、 々多様な 目 を

「 」の向上と「 題 見能 」の 地となる「社会に向ける関 の がり」を

し、 年度の第３学年生徒を に、 作 指導を行なった。 
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ら選 ック

実 ・実体 に基 く

情報 と の必要性

より 体的な

社会的 関 の がり

した 作 による

の

３年間の継続指導

作 基 の 実と

続的な ッ 活動

しない 作

内容の 視で

情報 を

より 体性が された

考え・ 見・ 現 の 成

することから、当 ク ス生徒の の学 は、上 から に るまで い。学 に関わらず、生

徒の 学習に する ・関 は 的高いと じる。 

 今回の指導を実践する 間は、 年 から、 年 である。なお 年、研究

生徒が 年 にも、同様の指導実践を行っている。（ 上 ） 

まず、教 が えるより生徒が ら ックを選 方が、その 作 の ・ （ さ）・取 の

ともに な 果が できるとする は、 年度の実践と同様、 をはじめと

した 学習者の 作 に関する を 考とした。また、  等による、教 の 的

な が必ずしも生徒の 作 活動を しないとする を に、今回も教 は をせず、生

徒間の ン のみを ー ックとした。 

また、高校 年 に 指導を行った上で継続的に指導を行う場合、 年度で実 する場合と し

てどのような変化や効果が見られるか、 年度の研究（ 上  ）を しながら分析する。 

年度の を活かした ー 、作 機会の 、 ーク ー の を行ったことで、 、

さ（ここでは の複雑さを指 とする）の が できる。また、 ック選 についても、

分中 の 現にとどまらず、 しずつ の中に向くような視 の がりを す 果を られると考え

ている。 後に同様の内容で実 した 回の実践報 （ 上、 ）と して、 指導の 効性や

を検 したい。あらためて すると のような となる。 

 生徒は ら選 ックで く 作 を、教 が しなくとも、生徒の 作 活動 の は

高まり、その や は ずと する。また、活動で する情報を生徒 ら し続けることで、

らの関 は、 分の身の りのことから、やがて現 の社会の状況、 題 と がりをみせる。 

 また、 年 に同様の指導を行なったことで、 年度実践（ 上、 ）と し、その の度

合いと 関 の がりは、ともにより きくなる。 
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）実践の  

本研究では、研究 のク スの 用 （学校設 科目）の授業において、身の回りの につ

いて 作 を き、 ルー 内で する活動を実 する。なお、「身の回りのこと」とは、 年

度実践に い、「 的な 題から、 的な ースまで 関 があれ でも とし、その と

なる 体も、テ の ースをはじめ、 ン ー ッ 、携 、新 ・雑 など、 分が見 きした

情報 （ 上、 ）」を認めている。 

）指導上の  

活動内容 

 本実践における生徒の活動は ルー 活動（ ルー ）を として行う。活動は「内容の検討

（ 分）」、「 作 活動（ 分間）」「 ン 」の に行う。まず、 した ーク

ー （ １）に、 で「 になる身の回りの （ 、 ック）」を 分間で く。なお、

設 は せず、 分の 作 には内容の マリーとして必ず ル（見 し）を付けるよう指導

する。 いで、 ルー 内で 員が に した後、 ーク ー を読み回して に実 の

を ックし、 ン を で し、本 に する。 

年度実践との違いは、「 評価」と「 テ ン 」を くしたことである。生徒間の評

価は、 、 年度実践ともに、 と どの生徒が に もなく「 を高く、 分を く」評価

する 向にあったことから、検 から した。また、生徒間 が と ど機能しておらず、

もなく、ただ 回 くだけの テ ン になることを けるため、これを した。 

ック テ リーの  

 年度の実践で、 ら ックを選 続けることによる 動的な 関 の がりがあまり見えなか

った（ 上、 、 ）理 として、 分がどの テ リーで いているか と ど 識されていな

いことが された。今回、 ーク ー 上に、「 」から「  」まで、あらかじめ テ リー

を明 しておくことで、現 分が こうとしていることを明 に 識すること、そして、複 回 き

続けることで 分が する内容の 向を理解してもらう いがある。 
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）生徒 作 ーク ー  

 の の で したように、生徒は の ーク ー を使って活動し、その内容を 後、現 本

校で 用している「 ン ン教育 ー ス 」のポー リ の ル ムに 積していく。

今回、 回分の 作 を分析 としたが、 から 作 を ン ンで ー 化することで、

ー 分析 理の時間を に することが できる。 

また、 年度との 検 のため、生徒作 の を る指 として、今回も 回同様、 の  

   」と「    」を用いて「 さ」を検

する。これは が の複雑さ（  ）を る の指 （   

               ）は  

  としても使えるとする に基 いたものである。 

そして、「生徒が選 だ ック ル」については、生徒が いた 作 を分析 とし、

間に る ー から、 関 の 向、またその変化と を る。 

  

）生徒 識 ン ー  

 年の と に、 の内容の ン ー を、研究 ク スを む、学年 ク ス（

ク ス、 ）を に実 した。 内容は の 項目である（ １）。 

考
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） と の複雑さ 

生徒 作 の の と は、 回同様、 ン ン上の 内の 

  を用いて、 し、その平 値を 化した。（ ） 

 したように 作 活動は、 回実 したが、第 回 に 部 ル ッ ー

作業に行き違いがあり、 が にとどまったため、第 回までを 効な ー とした。 

 からは、 が の ン で する 向も見られるが、 に え続けるわけではな

い。時 、 が える ン として、 、 み 後、 の学校行 の が考えられる。

方、 の複雑さを す 値については、 から まり、 的に までに った。 実、

に第 回 、他の の授業で学 現を 々 分の内容に り む生徒の様子がいくつも見ら

れ、 が する割に の複雑さが しているのも できる。これについては、この後の

ル分析も せて検 する必要がある。 

） ック ルの 向 

今回は当 から内容の テ リーを 記し、生徒が選 して く をとった。 の で っ

たように、第 回 は ー として わないこととした。また、 の 年度が 回の

実 であったこと、またその が 割を えていることから、 ックについては第 回ま

でを の ー とする（ ３）。 の 果、  が 多く、およそ 体の 割を め

た。 いで   、 、 そして と続いた。中には、

ースではない地 の や、 分 とから れた生活の知 のような記 もあり、 新しく テ

リー「   」を設けて分 した。 
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）生徒 識 ン ー  

 年 と 実 した 識 ン ー の 果は の通りである。（ ） の が 、

の が の 果を ー ンテー で したものである。なお、 当ク ス の生徒にも同様に

ン ー を実 した。 

考

体で見ると、他のク スに て、研究 当ク スは と で きく変化している。

では、「できる」と えた生徒が 上 した。 について、「できる」「どちらかと

いえ できる」と える生徒がおよそ になっている。 方、 による 活動を 多く

ていながらも、 の回 の 向に と ど変化が見られなかった。また、 で したい

「 題を 見する 」を求める声は、 回とも ンク となった。 
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  考   

今回の 作 の分析 果（ ）に えて、 では見えなかったことが、 年度 果（

）と回 を合わせて することで見えてきた。 

年度 で見ると、今回の生徒 作 の と さは、当 から高い状況にあり、 年間

かに しながらも継続して し続けている。 、 さ に、 年度の 地点

（第 回）よりも高い 準が、第 回の時点ですでに見られたことは、今回の として 目す

き点だろう。この理 の つとして、今回 とした生徒は、１年 に同活動を 間

していることが される。 年度こそ の 校等で うように活動できなかったが、

高校 年度に 指導として行なった実践が、第３学年までポ テ ブな を したのでは

ないかと考えている。 

 に 目したいのが ック ルの 向である。 体に して テ リー「 」と「 」を

選 した割合は、合 で を める 果となった。わずか に まった 年度 果（ 上、 ）

の であり、ここに「 」と「 」を えると、 体の にまで く。この

年度との 検 から、今回の「 した テ リーを生徒に選 させてから かせる」 スは、

「 く指 せず に かせる」よりも、生徒の関 を身の回りから し かり の中に向けることに
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効果があったと見て いだろう。 

回実 した 識 ン ー 果は、研究 当生徒の 間の 識の変化を 実に したといって

い。 に 、３、 の「できる」「どちらかといえ できる」の割合からは、 らの活動に向か

う の変化が に見られた。 方、 年後の で、あらためて「できない」 ち だ割合

はおよそク スの 分の１になり、 き上げた の が する の に必ずしも がっていな

い 実も明らかになった。今後は、 作 を ッ する回 をさらに やすことも必要だろう。 

今後に向けた きな 点として、 さをより明 に し るための指 の活用が考えられる。

ー を せず、 で分析し、明 するためには、  を用いて検討する必要が

ある。今回のように「かなり された時間内で かれた 作 を分析する場合」、 を検 する

より「 （   ）」を用いた方が「指 の 用性（平 、 ）」があるとする指 も

ある。また、「    を 本 学習者の 指 」として使うことで、

「  の に 用である（ 、 ）」ともあり、これから の さや成 の

度合いを明 させるためには、指 体についての理解を め、分析に活用していきたい。今後さらに、

作 テーマを他教科の学習内容とリンクさせる機会を やすことで、教科 断的な取 を めることも

できるだろう。このような 作 活動で視 を 向きに げる取 を続けることで、 らが ら

付いて「１ 視点」から し、 を記 できる 観的視 を することを したい。 

「身の回りの や 、場 、 などについて、 的 や 分に 必要のある領域での

」について に できれ 、 （       ）

ルとなる。しかし、 立した 使用者として、 ー ルな社会で活 するためには、

１ ルの「身 な 題や 的に関 のある 題について、 の通った な を作ることができ

る」ことを目 にす きだろうし、 にその にある ルの「 い 題について、明 で

な を作ることができる」準 として、せめて「 い 題」に関 を ち、 的に視 を

げることは、 的な の に向けた な取 になるはずだ。本実践は、 の向上のみ

に せず、社会的視点の という ッ 活動に関連して と同時に育む き要 をあら

ため し、その みを げる取 として実践したつもりである。 

の中を 観的に見て、 ら じ、考えたことを 作 という で 現することで、 運用

能 に合わせて、より く い「社会観や 観、 間観」が しずつ育まれることを する。そし

てそれらは らが成 したその で、「どのように社会・ と関わり、よりよい 生を るか」に

する 要な要 になってくるはずだ。教科教育の 内だけで まらない 実した 作 活動のために、

これからも多くを学 、 行 を続けていきたい。
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知教育 学 高等学校研究 要第

（  ）

の学習記 の活用について

学習習 の 立を目指した取り み

第１学年 健

キー ー  学習記  学習習  学習成  関関  

 生徒に学習記 を付けさせている学校は多く、本校も継続的に学習記 を付けさせてきた。ただ、そ

の活用方法は学校、 いは教員によってそれ れであろう。記 を 視化させるために をする教員、

生徒との ー ンツールとして活用する教員（ 体の時は もここに の を たせ

ていた）、あまり活用しない教員と多 多様ではないだろうか。 もかつての学年 時に 体の記

を生徒に させることを みたが、 の学習時間を し する生徒は決して多くはなく、 し

た がある。生徒の きの記 を教員 が して 視化してくことは と をかけれ 能

である。しかし、これを によって実行したのは の知る り本校では つの学年しかなく、それも

３年間は続かなかったので、 続 能な方法とは いがたい。学習記 の 効な 視化方法を 立でき

ないまま時は たが、そこに現れたのが （ ッ ール ン スと ンク ルー

（ ）の合 子会社である （ ）が 供する学校 化を多目的に ポー する教育 ッ

ーム）である。 身がこの機能を 分に理解し使いこなしているわけではないので、 すること

は けるが、この学習記 機能を使用すれ 、生徒の３年間の の を 視化できる、 学 や

業の にその を見て や を てる、そのような理 を い くようになった。

 平成 年度まで使用していた 体の学習記 の が の １で、平成 年度の 年生で活用

したものである。

 生徒が 分の を記 し 視化しておくことは、生徒の成 に がるのではないか そのよ

うな にも い を いてきた。記 の 的な方法は学習記 を すことであるが、 きの

学習記 で、 間の を 視化することは に 難であった。本校では平成 年度から

を 用しており、平成 年度には学習記 についても きから と を変 した。この

の学習記 を活用することで、 度な 担なく に る学習記 を生徒に るように

なった。今年度１年 の生徒を に学習記 の活用が、生徒の学 や学習成 にどう す

るかを検 することとした。

143

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第 49 号

pp.143～149（March, 2022）



基本的な様 は 学校 体で され、 新しい用 を 付していた。運用方法は学年またはク

スにより異なっていたが、 は「 の で 付してその場で かせて回 、 の までに ン

を に く」という方法を っていた。また学年 時には 回、 の とそれに する

分の考えを 介していた。平成 年度の 年間は、学習時間の を生徒に させて の や

成果を で見られるようにしようと、用 の 部には１ 間の 学習時間だけでなく、 からの

学習時間を、 られる新しい用 の上部には までの 学習時間を記 させることにした。しか

し、年度 めとは え、 学時からの 指導が ていなかったため、生徒に実行させることは 難

であった。同年度から本校で めることになった同 から、教員 が して生徒の記 を すという

他校の を 介してもらったが、 な作業 になるために実 には らなかった。 、 の学年

は３年 からは の を 的にやめ、実行した他の学年もあったが、やはり継続的な取り

みにはならなかった。

平成 年度から本校は を導 し、平成 年（ 年）度から本 的に生徒にも活用させ

年 学年 学
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る体 を った。生徒の活用方法として、学校 体で実 したのが学習記 である。年度当 の 員会

で された実 方法の要点を にまとめる。なお、本校では、校 内では携 の を って

の中にしまうというのが、基本のルールである。 

 こうして、学校 体として学習記 機能を活用することで に れ、活用の を げていくこと

となった。ただ、年間を通して、 々に学習記 の 状況はク スによって が るようになったの

が実 でもある。

 続く 年度は 年度 からの 校が された状況で まるという異 のス ー となった。こ

の間、報 にもあった通り の機能が 分に活用できなくなり、生徒と教員間の ー

ンツールが つ たれる となった。このため、本校では など 用して 学年が をして、

生徒 情報や学 の機会を 供し続けた。学校再 が くと、 めて「 の 時に学習記 を

させる」ということを運 員会で 認し、 員間での 識 を めた。しかし、 の から

ス ー した年度ということもあってか、ク ス間の は 年度 上に がったというのが の で

ある。

（ ）新 生 の 指導方

 今年度、 は第１学年の 、 年 りのク ス担 となり、年度当 の学年会で、 々の学年の方

を し、 生方の 見を させながら、学年の体 を めていった。 の学習記 の活用に

ついても 題に上ったが、そこでは、「学習記 ではなく、教員が に１回 した ン ー を活用

し、生徒が振り りをしやすくする」という も された。この から、「ただ時間を記 するだけで

なく、その の学習内容や 点をしっかり し、振り りが るようにすることが ではない

か。」、「 の学習時間を ツ ツ するだけでも効果はあるので、 続けることが ではない

か。」などの 見が た。 的には、まずは する習 を 着させるために、 の で時間を 保

し、学習記 を させるという 通りの方法で実 することを決 した。

実 方法 

（１） までに（ 本 では する） 

（ ）当  

の の時間で する。→ の連 項の 後に 。 

１年生は担 が 、 担 が後ろにいて、生徒の 状況を観 する。 

３分 度の時間を決め、３分たったら を らせて にしまわせる。 

後は通 の指導をすることを える。 

その他 

（１） をつけたときに着 が ったら→ は担 、 回目 は指導部で状況を く。

（ ）他 とをやった（動 の 声が た等）→ かり指導 授業後  

（３） （ ）（ 本 では する） 

お をおかけしますが、 学年学習記 を する習 の 立に 協 ください。
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（ ）ク スでの実践

 担 をしている１年 では、 の 時、 の 分間で学習記 の をさせることとした。 々

に れてくると時間を て す生徒も るようになってきたので、１学 の中間テス が わった か

ら、「 が だ者は かに 習すること」、「 る の記 が 実な時点で記 をつけるのが理

であり、家での に めること」の 点を生徒に えた。生徒 員が家で るようになるのが

理 だが、現実はそう上 くいかない。 の生徒のうち、 が家で し、 が の で

し、 が していないというのが多い ーンで、 、 、 中になると しな

い生徒が えるのも現実である。 しない生徒 の指導については、 や りに に して

させるク スもあったが、 は時々、 を すように声かけする 度に めた。また、 の状況

もク ス間で が るようになっていった。

 １学 の 考 が わった 、成 上 者には学習時間の い生徒が多く まれるが、学習記 の

の多い生徒も、同様かそれ 上に多く まれているという を った。そこで、学習成 と

の 関関 が いのは、学習時間なのか それとも学習記 の なのか という が生まれ、

それを検 しようと うに った。保 者会 間中の であったので、 念ながら保 者の方に 、

生徒の学習習 を で すことは なかったが、 み中に ー を して、 学 の 業 で

は生徒に すことができた。なお、分析や生徒 の 付 の作成には、この に 同してくれた

担 の 教 から く をしてもらった。 の １・ は生徒 の 付 である。

146



 なお、 の担当は地 科、 教 の担当は 科であり、 とも 的に に く携わってい

るわけではない。 関 の し方、情報の 理・分析の 方については、 の ブ

「なる ど 学 」など、 ン ー ッ 上に されている基本的な情報を 考にして、 の

分析ツールを 用した。

 から、 に学年 においては中間テス でも テス でも、学習時間よりも学習記

の方が 関関 （ここでは の 関）が い、つまり学習記 が多い生徒 ど、成 上 （

では ない ）にいる 向が いとわかり、 の いた を として 認できた。この が

した 果に らかの 果関 があるのか、あったとするとそれは なのか、 見は分かれるであろう。

しかし、学習時間の記 を 視化し、学習時間もそしてそれ 上に も成 との 関関 がある

ことを した を生徒たちが な 情で見ていたことは かである。

 なお、 学 は同様の を 業 の に生徒に 付したが、 ３がその である。
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 ３でまず目を くのが、中間考 の 値である。平 学習時間も も 点との の 関が

く、 との の 関がはっきりと ている。これは みという い 間が まれ、その間の取り

みの が要 と見て間違いないであろう。極 な 値が ることは ていたが、あえて み

間の さを える にこのようにした 第である。

（ ）その後の分析

生徒 の 後に１・ 学 の を してみると、１学 中間考 の 間は 中、平

（ にして ）、 学 考 の 間は 中、平 （ にして ）

であり、 した ど 状況は されていなかった。 方で平 学習時間については１学 中間考

の 間は平 分、 学 考 の 間は平 分であり、学習習 の 着化は でいる。ま

た、 の生徒の学年 （ 中）を すると、 平 で が上がっていることが分

かった。 変動（成 の向上）との 関 を したところ、学習時間の変動で 、 の変

動で と実はあまり い 関関 は 認 なかった。もともと、 と られた の ー で

もあるので、より な分析を めるには だけを見るのでなく を活用したり、 を学年

体に げたりすることが必 で、さらには他の要 についても検 する必要があるだろう。
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本 の 点となったのは、学年でも成 ッ ク スの生徒が学習記 は するものの、

学習時間はク ス平 にも していないことに 付いたことである。他の成 上 者も学習記 の

状況は かったため、そこから した通り、学習時間 上に学習記 の の方が成 との 関

が いことが、 の ー からではあるが、 認できた。しかし、当 の ではあるが、 学習記

を するだけで成 が向上するはずはなく、その点は１・ 学 の ー を することで 認で

きた。ただ、学習記 を し続け、その記 が っていくのは生徒にとって スになることはあっ

ても決してマ スになることは いだろう。であれ 、学習習 を 着させる指導の として学習

記 を 効に活用していきたいところである。記 を していくことの については、 的な 見

もあるだろうが、今後も効果的な学習記 の活用方法を するとともに、より多くの生徒情報を

に分析することで、記 を していく を明 るように めたい。 

 本報 はまだまだ 点を しているが、 しでも学習記 の効果的な活用、生徒の学習習 の 着

に がっていけ いである。 

ではあるが、協 を いた 担 の 教 に めて を し上げる。 

参考

   なる ど 学  
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ン ー ッ 用 実 2021

生徒指導部   景子

キー ー  ン ー ッ 用 実   情報機   スマー ン      

ン ン授業   

本校では、2018 年より Classi を導 し、また、2019 年から BYOD（Bring Your Own Device）
を 的に め、現 は生徒の 情報 を 用しながら授業やさまざまな学習活動を行ってい

る。 の情報 を学習活動に 用することに い、2018 年度から継続して情報機 の 用実

を行ってきた。本年度より、情報機 の 用実 からその活用状況や ン ー ッ の 用

に 目し、内 が実 している「 年の ン ー ッ 用 実 」を基に を行った。

ン ー ッ を 用している機 は、 分専用のスマー ンの 用が 98.8%で も多く、

いで、 ン ー ッ 続テ が 36.6 、 ーム機が 36.2 であった。スマー ンの 用内

容は、 や ッ ー を するが 99.2 で も多く、 いで動 を見るが 90.9 、 を く

が 87.7 、検 するが 87.5 で多かった。スマー ンの 用時間は、2 時間から 3 時間が 29.5
で も多く、1 時間から 2 時間が 26.7 、3 時間から 4 時間が 18.1 であった。内 の と

して本校生徒の は、スマー ンの 用時間が くなく、 時間 用者が ない点である。

ン ー ッ の 性についての学習の機会は、学校（ ・中・高）の 会や が 84.3 、

学校の授業が 70.2 で高く、多くの生徒が学校を通じて 性等を学 でいる。また、 性につい

てより知りたいと考えているテーマは、 キ リテ に関する 題が 37.8 、 ー保 に関

する 題が 29.6 、 子 取 に関する 題が 26.6 で他の項目より高く、これらの項目に が

あることもうかがえた。

また、 ン ン授業およ 授業に関する では、 授業になって かったと うことの上

には、ク ス と に授業を けている じがするが も高かった。 方 ン ン授業の

かった点として回 している割合が高かったものは、 度が だが げられており、 年度の 校

間中にも学習の がないように した成果があったのではないだろうか。

ル テ ブ の本校生徒は、 ン ー ッ を 用して様々な活動を行っており、 に

スマー ンは 用内容からも生活の 部となっている。 方で、その 性や 用の 方、 キ

リテ で に っている生徒も なくない。スマー ンの 、 ー ともに変化

のス ー が く、これらの な情報を く し理解していかなけれ 、 わ ブルに

う 能性もある。その点では本校でも現行の情報 ルや ッ リテ ーの指導 にも、 キ

リテ 、課 や 取 などの 者教育という観点での指導必要となるだろう。また、本校では 年

度の新 生から iPad を して学習活動を行う である。今後は 年度の新 生がどの

ように iPad を 用していくのか、また学習活動を通しての課題は かを め、 ン ー ッ の

用 実 を継続していきたい。
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１ はじめに 

本校では、2018 年より Classi を導 し、また、2019 年から BYOD（Bring Your Own Device）を

的に め、現 は生徒の 情報 を 用しながら授業を めさまざまな学習活動を行っている。

の情報 を学習活動に 用することに い、2018 年度から継続して情報機 の 用実 を

行ってきた。本年度より、情報機 の 用実 からその活用状況や ン ー ッ の 用 に 目し、

内 が実 している「 年の ン ー ッ 用 実 」を基に を行った。

 概要

（１）

者は第 1 学年 120 、第 2 学年 198 、第 3 学年 191 の 509 である。

（ ） 方法

  時 は 12 とし、回 には 1 間の をもうけ、Classi の ッ ーム上で行った。

（３） 項目

  内 が実 している「 年の ン ー ッ 用 実 」 ）を に 項目を作成し、

本校 の 項目も して実 した。 果を するために、 ン ー ッ の 用実 に

関する 項目は同じものとした。本校 の は、Classi の 用、 授業およ ン ン授

業についての とした。

  回 はす て選 とし、Classi の ッ ーム上で行った。また、複 選 を とし、

部 選 方 とした。

３ ン ー ッ 用 実 の な 果

（１）回

1 年生 118 、2 年生 198 、第 3 学年 187 の 503 が回 した。回 は 98.8 であった。

は 子 34.7 、 子 64.3 であった。

（ ） ン ー ッ の 続およ 用

ン ー ッ は 99.4 の生徒が

用している。 ン ー ッ を

用している機 は、 分専用のスマ

ー ンの 用が 98.8%で も多

く、 いで ン ー ッ 続テ

が 36.6 、 ーム機が 36.2 、家

と の ンが 35.2 であっ

た。

（３） ン ー ッ 続機 の 用

内容

スマー ンの 用内容は、

や ッ ー を するが 99.2
で も多く、 いで、動 を見るが

90.9 、 を くが 87.7 、検 す
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るが 87.5 で多かった。

ンの 用内容は、検

をするが 50.2 で も多

く、 や 作、記 をす

るが 33.2 、 をするが

15.0 、 い をするが

14.7 であった。 ブ ッ

の 用内容は、検 をす

るが 38.4 、 を くが

31.1 、 を す る が

26.9 、 ームをするが

25.3 であった。これらの

果は 情報機 ともに

用していると回 した

ものに する割合である。

（ ） 機 の平 の平 用時間

スマー ンの 用時間は、2 時間から 3
時間が 29.5 で も多く、1 時間から 2 時間が

26.7 、3 時間から 4 時間が 18.1 であった。

ンは、1 時間 64.5 で も多く、

いで 1 時間から 2 時間が 11.6 であった。 ブ

ッ も同様に、1 時間 が 58.1 で も多

く、 いで 1 時間から 2 時間が 14.1 であっ

た。 ン ー ッ 続テ については、1 時

間 が 46.3 、1 時間から 2 時間が 36.8 で

多かった。

（ ）情報 ルや キ リテ ーの 識について

や がらせの ッ ー や

ールを られたり き みをされた

ことがあるのは 6.2 であった。ま

た、他 が見ることができる

等で 分の情報（ や 、 ール

ス、 ）などを き だこ

とがあるのは 12.1 、 方他 の情

報を き だことがあるのは

5.6 であった。 ームや リ の

課 は 17.9 であった。

ールや ッ ー が られてきた

は 40.0%であった。

用している ー
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ン （SNS）は、LINE が 94.8 で も多く、 いで Youtube が 88.7 、Instagrm が 74.8
であった。 ン ー ッ で知り合った との ッ ー のやり取り（SNS も む）の は 26.4
で、 ン ー ッ で知り合った と 会ったことがある は 9.4 、 ン ー ッ で知り合

った との 間関 で だことがある は 2.2 であった。

ン ー ッ の使い方について、家 でのルールが決められているかについては、家 でルール

を決めていないが 36.2 で も多く、 いで ったときはす に保 者に するが 30.4 、 ーム

や リの 用方法や 用 、課 の上 が

28.2 であった。

スマー ンなどを通じて だちとの

ー ンを だと じることがあるか

については、よくあるが 7.7 、 しあるが

31.6 、あまりないが 38.4 、 くないが 11.9
であった。 ン ー ッ 用機 が になって

家の いや など、やる きことができなく

なることがあるかについては、よくあるが

19.3 、 しあるが 43.0 、あまりないが

27.6 、 くないが 9.1 であった。

（ ） ン ー ッ の 性の認知およ 学習の機会

 ン ー ッ の 性についての学習の機会は、学校（ ・中・高）の 会や が 84.3 、

学校の授業が 70.2 で高く、 いで ン ー ッ が 23.1 、保 者が 20.3 であった。学習の内

容は、 ン ー ッ 上の ー ンに関する 題（他 の ある き み、 によ

る など）が 75.9 、 ー保 に関する 題が 64.4%、 の性的 に関する 題（

会い や SNS 等がきっかけなど）が 60.4 であった。また、 性について知りたいと考え

ているテーマは、 キ リテ に関する 題（ ルスや ク ス など）が 37.8 、

ー保 に関する 題（ 情報や ス ー の など）が 29.6 、 子 取 に関する 題（

ン ー ッ ーク ンや高 な課 など）が 26.6 であった。

（７）Classi について

Classi の 用 度は、 が

35.6 、 に 5 度が 28.0 、

に 2 度が 16.5 、 と ど 用

していないが 16.3 であった。

Classi の中で 用している ー

では、学習記 が 66.4 、ポー

リ が 56.5 、 ン ー が

56.1 、成 ルテが 55.9 で高か

った。

（ ） 授業と ン ン授業につ

いて

 ン ン授業から 授業にな

って かったと うことは、ク ス
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と に授業を けている じがするが 60.5 で も高く、 いで内容が分かりやすいが

37.5 、内容の理解が まるが 35.4 、 がしやすいが 22.2 であった。 ン ン授業の かっ

たと うことは、その他が 44.8 、 度が だが 30.7 で他の項目よりも高かった。

 考

 ン ー ッ の 続は 99.4 で内 の と きな は見られなかった。また、 ン ー ッ

に 続する機 もスマー ンが 98.8 であり、内 の ）と同様に と どの生徒がスマー

ンを 用している。スマー ンの 用内容は、 や ッ ー を するなどの

ー ンが 99.2 、動 を見るが 90.9 でこれらが多い 向も内 の ）と同様であった。

方で、 用内容の 向に違いが見られたのは、内 の では ームをするが 74.6 に して本校の

生徒は 57.9 で内 の と すると い値であった。これは、 ーム機の 用 が本校生徒の方

が内 の より多く、 ームはスマー ンを 用せず え き などの ーム機を 用してい

ることが要 ともいえる。さらに、 ンの 用は 分およ 家 も め 49.7 で の生徒

が ンも 用しており、内 の よりも 用 が高かった。 年度までの情報機 用実

でも、年々 ブ ッ や ンの 用 が上 し、31.7 であった ）。本校では、2018 年から

Classi を 用しての学習 として、課題として ポー を いて ー で をしたり、ポー

リ に学習の記 を ー で す機会が多いことが ンの 用 を向上させている要 となって

いる 能性がある。また、これら ン ー ッ に 続する情報機 を使う の目的 にみると、

目的では 1 時間 が 6 割を え、2 時間 内で 9 割を えている。 や は 1 時間から 2 時間が

35.5 で も多いが、2 時間から 3 時間も 27.0 と いる。保 者・ との ー ン

では 1 時間 が 7 割となっている。また、 や保 者・ との ー ンに 3 時間

上と回 した生徒は と どないが、 や に 3 時間 上 用していると回 した生徒は 15.9 で

あり、 ン ー ッ に 続して や に も多くの時間を 用している 向にあるといえる。そ

して、これらいずれの 果も内 の 向と同様であった ）。

 も 用する情報機 であるスマー ンの 用時間においては、2 時間から 3 時間が 29.5 、1
時間から 2 時間が 26.7 と 3 時間 内の生徒が 上となったが、内 の では、3 時間から 4
時間が も多く、3 時間 上の 用は 6 割となっている。これらから、本校の生徒はスマー ン

の 用時間が内 の に て ない 向にある。また、5 時間 上の 用も内 の では

22.3 である ）のに し、本校では 7.4 であったことからもスマー ンの 時間 用者も ない

向にあるといえる。その他の ン ー ッ 続機 においても、本校では 1 時間 が も多く

なっており、スマー ン の 用機 が多 にわたっていたとしても、 体的に ン ー ッ

を 用している時間は ない 向にある。本校生徒のスマー ンの 用時間が ない 向にあるの

は、家 でのルールの項目からも できる。家 でのルールとして 用時間を決めているのが内

の では 50.8 に して、本校では 17.7%であったことから、 用時間を するまでの 時間 用

をする生徒がもともと ないといえるのではないだろうか。また、本校がある では「

生徒健 育成 会」からの かけで 2014 年から ン ー ッ やスマー ンの 等を

ために、 、中学校の多くの家 で 9 時 はスマー ンを使わないようにするなどスマー

ンの 用に のルールを設け家 で っていく取 を 的な行っていたことにも関 している

能性も考えられる。家 でのルールが地域社会の中で実効性のある取 となった ）ことや、 の中

学校で 年実 されている家 での ルールに する生徒の は 8 割が 成で ）、生徒 身もその
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性を じているのではないかと考えられる。本校の生徒は が通学 内の者が多く、 、中学

校で ッ の 性の認知や家 での ルールなどによって、スマー ンの 用時間に し

ては高校 学までにある 度 ン ールできるようになっている生徒が多いのではないだろうか。ま

た、本校では BYOD を実 しているが、必要のない時はスマー ンの は り にしまって授

業を けることが であるため、学校での時間にスマー ンを 用する機会が授業 にはない

ことも要 の つだろう。

方で、 ン ー ッ の 性に関する知りたい学習のテーマとして上 に げられている項目は、

生徒が知識や情報としてまだ 分である、 があるものと える。上 に げられている キ リ

テ に関する 題、 ー保 に関する 題、 子 取 に関する 題については、今後学習や

知識を る機会を設 していく必要がある。 に成 年 き げによって、高校 3 年生である 18
では 成年者取 で保 されなくなるため、生徒に しい知識や情報を 供していく必要性が と

いえる。

Classi の 用については、 と ど と に 5 上を合わせると 6 割 上となり、 年度と

同様であるため、 の 着はしているといえる。しかし、 を め に 5 上 用している

生徒が学年によって きな が見られた。学校 体の取 としては、Classi の 用目的や 用項目など

は学年間で がない方が ましいと考える。また、 を め に 5 上の 用が 8 割 上と

も高い 2 年生については 年度、高校生活のス ー が 校から まり、学校との連 の と ど

が Classi であったことから、学年指導として Classi を し学校からの連 を する指導がな

されていたが、その習 が 着してきていることが理 であろう。今後は Classi があるから使わなけれ

ならないではなく、 のためにどの機能を使うのかといった明 な目的を たせ 用させていく必要

があるだろう。

 今回の では、 年度の ン ン授業と 授業について かったと う点は かを 項目と

して 2、3 年生を に実 した。 ン ン授業から 授業になって かったと うことの上 に

は、ク ス と に授業を けている じがするが 60.5 、内容が分かりやすいが 37.5 、内容

の理解が まるが 35.4 であった。 方、 ン ン授業の かった点としては、 度が だが 30.7
で かった点として げている割合が 授業よりも高かった。また、その他が 44.8 で も多く

項目 を かったと評価している。 年度の新 ルス の により、 、中、

高等学校よりも 校 間が かった 学で 授業や ン ン授業が多く実 され、現 も 部 ン

ン授業のまま が行われている 学もある。そのため、 学の ン ン授業に関しては学生の

も報 されており、 ン ン授業の かった点として、 分の ースで学習できるや で学習

できるが かった点として げられている ）。本校では時間割を で ン ン授業を行ったため、

分の ースで学習できることはなかったかもしれないが、通学 が い生徒にとっては、 で学習

できることは本校の生徒も かった点として考えているのかもしれない。また、 として 度が

だと回 している割合が、 ン ン授業の方が 授業よりも高いことが げられる。これは、 年

度 の 校 により準 間がない中で、 学年、 教科で教 や時間割、 設 を準 し、

校 間中にも学習の がないように 行 をしながら したことの成果であるといえるのでは

ないだろうか。また、 学の報 では ン ン授業に 的な 見も多く、 ン ン授業の 度

が高い報 や学習効果を高める 能性を する報 もある ） ） ）。 方で、本校の 果からは

授業になって かった点として授業の内容が分かりやすくなったことや内容 の理解度は ン

ン授業よりも高い評価があり、学習という点でみれ 本校の生徒にとって 授業は 要な機会であ
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るといえる。また、ク ス と授業を けている 体 や のしやすさなど、 ー

ンの部分においても評価が高かった。これらのことから、学習習 や学習方法が 立されていなかった

り、また専門的ではなく基 的な学 が必要な年 では ン ン授業よりも 授業の方が様々な

点でより学習成果をあげられるのではないだろうか。

 まとめ

 本年度から、 知 が平成 28 年まで実 していた「情報機 用実 」 ）に準ずるものから内

が実 している「 年の ン ー ッ 用 実 」に変 をしたため、 に 年変化

を することはできないが、多くの項目において変化の 向をみることはできた。本校の生徒におい

ても、スマー ンの が 100 に い状 は 年間変わっていない。その 用内容におい

ても多 にわたり、 ル テ ブ の本校生徒にとってスマー ンはもはや生活の 部と

なっていることは間違いない。 方で、その 性や 用の 方、 キ リテ で に っている

生徒も なくない。スマー ンの 、 ー ともに変化のス ー が く、これらの

な情報を く し理解していかなけれ 、 わ ブルに う 能性もある。その点では本校で

も情報 ルや ッ リテ ーの指導は継続しながら、 キ リテ 、課 や 取 などの 者教

育という観点での指導も必要となるだろう。また、本校では 年度の新 生から iPad を

して学習活動を行う である。今後は 年度の新 生がどのように iPad を 用していくのか、また

学習活動を通しての課題は かを め、 ン ー ッ の 用 実 を継続していきたい。

年度の 4 には 校 間となって学校活動が まり、学習 を め目に見えるものだけでなく

見えない部分でも子どもたちに様々な があった。現 も 校生徒が する学校行 には の

を えたり、 業 や 業 なども Zoom での実 など、新 ルス の状

に に っているものは多くない。しかし、この新 ルス の が教育現場に

も きな変 をもたらしていることは間違いない。 な学習の ICT 化、 ン ン化などは 、設

、教 、 など様々な で 題や課題が き りになったが、この変化の方向性はより でいく

と考える。新 ルス に関 なく、 ン ンで学習ができるということは様々な

学習方法でいつでもどこでも学 る となり、多様化や ー ル化の時 に っているのではない

だろうか。 方で本校の でも 授業の さを実 している生徒も多くいることや、 ン ンで

は られない や体 も 授業にはある。学校という場がその 方の さを 供する場となってい

くことがこれから求められていくのだろう。また、新学習指要領では、 が 難な時 に ら新たな

価値を していくことが子どもたちの に向けての方向性として されている ）。今後も AI や VR
技 などテク ーの 化はますます し、現 からは できないような社会が っている。そ

の れの中で、学校現場が設 、技 、 、教育方法の で取り されるようなことにならないよう

にしなけれ ならないと考えている。

考  

内  年度 年の ン ー ッ 用 実  年  

内  年度 年の ン ー ッ 用 実  年 の 果   

内  年度 年の ン ー ッ 用 実  年 の 果   

景子 情報機 の 用実  年間の を通して  知教育 学 高等学

校研究 要   
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内  年度 年の ン ー ッ 用 実  年 の 果   

内  年度 年の ン ー ッ 用 実  年 の 果   

行 ン ー ッ 年保 の行動 学 用の 能性 携 の 用

に向けた 的取り みを題 にして   行動 学会  

中 新  （くらしの中から考える） ッ 用のルール  

ー ルダム 子 学 教 員会 ン ン授業に関する ン ー （学生） 果概要

報   

学 ン ン授業に関する 果（ 年度 学 ）  

中 ン ン授業（ ン マン ）における教育効果 学 学教 課 年報 

 

部科学  今後の 立 学法 等 設の 実に関する 研究協 者会   

の現状、課題、今後の方向性について  

知 教育 ン ー 生徒の情報機 用実    

部科学  中 教育 会 等中等教育分科会 「 の 本 学校教育」の構築を

目指して ての子供たちの 能性を き す な学 と 協働的な学 の実現 （

）  
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知教育 学 高等学校研究 要第

pp. （ , 20XX）

現 研 における 生法 習の

効果的な実 方法についての 考

保健部 子 （ 知教育 学教 学 ） 平（ 知教育 学）

キー ー 現 研 、 生法 習、知識テス

教 員は、 等から 生徒の生 や身体の を るため、状況に じた的 な判断や行動が求

められ、そのためには、学校や地域の実 に した実践的な研 を行う必要がある１）とされている。本

校でも、保健部の で 年１回、現 研 として 時 練を実 している。ときには 学の

教育 の 生方に を し、専門的な観点からの 指導もいただいている。2015 年から 2019
年までは キ ー に焦点を当てた研 を実 した。 の３年間の評価では、「

のように、平時は用いることのない知識や技 は 時的に われていることが考えられるが、年に 1
回でも 認し すことで記 や技 が 化され、 時にも に できる 能性が考えられる」 ）

と された。その 果を けて、2019 年度は ー ンによる を取り れ、 を

ー しやすい研 となったが、時間が らず、実習できたのは られた になってしまった。2020 年度

は の により研 もままならなかったが、2021 年度は に しながら、 者

員が実習できる内容を し実 した。ここでは、 生法 習を られた時間の中で、より効果的

な学 にするための方法について考 する。

2021 年（ 3 年）5 に教 員の現 研 として 60 分の 生法 習（ と実習）を実 し

た。 には、 の 家 を する教 学 生による で「 生 ン

2020」３）の 用 BLS（ ） ル リズムの れに った内容で行い、その場に 合わせ

た （bystander ス ンダー）としての行動要領を 作の動 に って 認した。後 には、

練用の 機 を用いて と AED の実習をした。 に は、 え間なく行うことが 要

とされることから、複 の 者がいる設 で、 の にかかる時間を にできるよう

ームに分かれてリ ー方 で行った。 として、 者の検 、 指・ 品の ル ール 、

リ ー方 での実技の には を保てるよう、 ーム に 練用マ キンを 2 体準 した。

また、研 の効果を評価するため、Classi（Classi 会社が運 する教育 ッ ーム）を用

いて 識や 度についての ン ー （ 、 識 ）と、研 後に Google ームを用いて

習内容に関わる知識テス を行った。

 校内現 研 において、 られた時間内で 生法 習を効果的に実 することを目的として研

を考 した。 習では、 後、 技の さと の さを 識できるようリ ー方 の

ーム で実習した。研 の 後で実 した 識 や知識テス の 果から、今回の 生法

習の効果が認められた。
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3

研 の 者は、教 員 33 中 30 （90.9%）であり、 識 の回 者は が 31 （93.9%）、

後 26 （78.8%）であった（ １）。知識テス の回 者は が 14 （42.4%）、 後が 26 （78.8%）

であった。

 

 

 

 

 

2( 6.5) 
23(74.2) 

5(16.1) 
1( 3.2) 

8(30.8) 
16(61.5) 

2( 7.7) 
0( 0.0) 

 

 

 

  

 

12(38.7) 
10(32.3) 

6(19.4) 

3( 9.7) 

13(50.0) 
6(23.1) 

1( 3.8) 

6(23.1) 

 

 

 
31(100.0) 

0(  0.0) 

 

 

 

 

 

6.1 
5 

30 1 

 

 

 

 

8(25.8) 
16(51.6) 

7(22.6) 

 

 

 

 

 

12(38.7) 
11(35.5) 
6(19.4) 
2( 6.5) 

 

 

 

 

20(76.9) 
6(23.1) 
0( 0.0) 

 

 

 

 

14(53.8) 
12(46.2) 

0( 0.0) 

 

 

 

 

 

11(42.3) 
11(42.3) 
4(15.4) 
0( 0.0) 

 

（1） 生に関する 識や 度の変化（ １）

1） 当の について

Q1「目の で が れたら、 マッ ー や AED を使った 当ができますか」では、「でき

る」「多分できる」が 80.7%、 後 92.3%と高い割合であった。 で「あまりできない」「できな

い」と えた 6 のうち 3 は、 後で「できる」「多分できる」と回 していた。

2） 当をするときの について

Q2「実 に 当をすることになったら、どのようなことを に じますか」では、「 しくで
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きるか」が 38.7%、 後 50.0 と えていたが、「やり方を間違えて 状を 化させないか」

32.3 、 後 23.1%、「 したときに が われないか」 19.4%、 後 3.8%と っていた。「そ

の他」の 記 では、 では「 さを保てるか」「 分 身の 保」が、 後には「 りに

がいなかったら」「 では するのは難しい」が げられた。 的だったのは「 したときに

が われないか」を選 した 6 の内 3 が、上記 Q1 当ができるかの で「あまりで

きない」「できない」を選 していたことであった。

3） 生法 習 について

Q3「 生法（ や 、AED の使い方など）の実技練習をしたことがありますか」

では 員があると回 していた。Q4「 生法について 回くらい実習しましたか」では、平 回

は 6.1 回であったが、年 が上がるにつれて実習平 回 が えており、 習を り し けているこ

とが分かった（ ）。Q6「 生法の 習等の （実習） 度」では、１年に１回 度が 12
(38.7 )、 ３年に 1 回 度が 11 (35.5%)と多くの が、 的に していた。

年 ）

年

3.3 (n=4) 4.0 (n=10) 7.1 (n=11) 16.0 (n=2) 6.1 (n=31) 

5.0 (n=1) 5.6 (n= 6) 7.1 (n= 6)  5.9 (n=14) 

9.3 (n=4) 9.4 (n= 9) 9.2 (n=10) 7.6 (n=3) 9.1 (n=26) 

4） 習内容の評価について

Q7「 生法（ や 、AED の使い方など）の 当の 要性について理解する

ことができましたか」では、「理解できた」が 20 (76.9%)、「まあまあ理解できた」が 6 (23.1%)で
あり、Q8「 生法についての 習を け、知識や技能を身に付けることができましたか」では、「で

きた」が 14 (53.8%)、まあまあできたが 12 (46.2%)であった。Q9「 生法について、他の に

実 方法や 要性を教えることができますか」では、「できる」11 (42.3%)、「まあまあできる」11
(42.3%)であった。

（ ）知識テス から

 知識テス 10 10 点中、平 点は 5.9
点、 後 9.1 点であった（ ）。点 の変化

も 後では 体的に点 が くなっていた

（ １）。

で が も多かった 題は、「 者

に声をかけ、 がない場合、選 の中で

に行うことは ですか」であり、「

」、「 要 解 」、「 の 認」

の 3 から、「 の 認」を選 した が多

かった。 に「１分間に の回 の目 は」で、3 目が「 れている がいたら、まず をし

ますか」であった（ ３）。いずれの いも 後のテス では 成 であった。

0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

( )

(点)

後
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 8 (57.1) 2 ( 7.7) 
 6 (42.9) 24 (92.3) 

 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 

 

 11 (78.6) 10 (38.5) 
 3 (21.4) 16 (61.5) 

 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 

 

 9 (64.3) 1 ( 3.8) 
 4 (28.6) 25 (96.2) 
 1 ( 7.1) 0 ( 0.0) 

（３） 記 （ ）

 記 では、 の実習、 性や子ども の 生法の実習、 ー ン 練を む声

や、 について に じる の についてあげられた。
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考

識 の Q1 の で「あまりできない」「できない」と えた 6 の内 3 は、 後で「できる」

「多分できる」と回 しており、 習を けたことで が変化したと考えられる。また、その 6 の

内 3 が Q2 の「 したときに が われないか」を に っていた。 当については「

生法の指 」 ）の中でも、「 に基 いて、 を くし 生を実 した場合には、

上、 上の を われることはない」と されていることから、今後の研 内でも について

に えることで、 の解 につながると われる。 ）は、「BLS・AED 習の がな

い者や AED の設 場 を していない者の 、実 に する や は、 な の連

の げとなり る」としていることからも、研 により や を らす は必要であろう。

平成 23 年 9 29 にさいたま で きた では、教員の が であったか、また、 時の

学校の 機 理体 が 分であったかなどが検 課題となり、その ましい教 を生かして ASUKA
ル７）が作られた。教員として の現場で担う の さを理解し、こうした研 の機会を ら

で を見 せるような働きかけも必要である。Q4 Q6 の 果によると、本校の教 員は 生法

習を 的に していた。今後も１年に 1 回 上、知識や技 を 認する機会を継続していけ 、

時にも な行動をとることができると考えられ、さらに、研 に 教 員が するということ

で、 ームで できるという につながるのではないだろうか。こうした 的な 習の機会が

要であると われる。

今回の 習についての評価では、Q7、8 で回 者 員が いとし、Q9 でも、他の に実 方法や

要性を教えることができると多くの が回 していた。教 員は 教育に関する指導 も求められて

いることから、今後も同様の 習を基に をしていくと いと われる。

記 で げられた 見（ ）には、 について に じる の が げられ

た。 など が される場合には、 同の を使用しての実習については見学も であ

ることを 知する きであろう。また、今回、実技がリ ー方 であったため の 練が られた

になったことで、 の実習の りなさや、より実 に い状況を しての 練を む 見も

あった。 ）は、「 生法などの リキ ムには、知識や体 だけでなく、状況判断を う

ー ンのような ー ン も必要である」と ており、場 に じた行動 練を 習に取り

れることでより効果的な研 になると われる。また、 ）は、「 習 に で基本的な 項を

学習できるような ル教 を用 し、それらを学習した後に 習を け、実習の中で ームの 員

として実 の について学 る を作ることで、より効果的な 生法 習を行うことがで

きる」と ていることから、研 の内容には、 習、 、 生法、AED の実技と状況判断の実

習を れることで、 られた時間の中でも教 員の技能をより高めることができると われる。

今回の研 では、 の後、実習を 技の さと の さを 識できるよう ーム のリ

ー方 で実 した。 者による 習の評価は く、研 の 後で実 した 識 や知識テス から

も 習の効果が認められた。 年度 は、 ル教 （ １）による 後の学習も活用して、

の時間は 生法 の の解 と の知識テス で が多かった部分の 明に使い、状況

判断の ー ン をした後、 員実習を中 に 習を み立てることで、 られた時間でも効果的な

研 になると われる。今後も研 の効果を 認して を ていくことで、教 員の

の技能を高めていきたい。
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１）学校 機 理マ ル作成の き「2-4 教 員研 」 部科学 平成 30 年 2
） ル ー等 キ ー 時 に関する 高等学校と 学の連携による現 教育の３

年間の評価 本陽 美 平 保 知教育 学 高等学校研究 要

第 45 pp.117 122（March, 2018）
３）JRC 生 ン 2020 ン ン 社 法  本 生協 会

）校内現 研 において 生法 習を効果的に実 するための研 の考  教 員の年

や実習回 が知識や 度に す についての 報 子 平 本

教 教育学会第 29 回学 会  2021 
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下 の や の の ー を ー で し 。 

行している部分は に しての で、 が いの で る。 

  

一 の一 な に て を しています。 

い いう に行 で るよう、 分な を に けて ける いです 。 

度でも 可能です。 に しい を ています。 に てて下 い。 

1 ている を ま をします

を する 

に する に、 いる が 全 どう 囲を しまし う。 が えてしま です

よ  

囲の 全を する  

が ている は ま まです。 が てこない どう 、上 が てこない など、

を や ない にも は に 囲の 全を するこ が です。 囲の 全を し 、 に

に を け の を行います。 

を する 

の は 囲の 全 の なし 、 して 11 の

を行 に します。 

2 に を け がない 、 に を行います

 

 に が い がない こ は 常で を する状態ですが、 しも や が し

ているこ を する けでは ま 。 なし の はす に 11 の

を行い、 に の で し に う も で る に を開 します。 

 

 です  がない 状態は 常で 性が い状態です。 の 11 の以 にも、

ここでは の を行います。 が る 時に行うこ がで る 、 を上

るこ につなが ます。 

の  

 がない の を行うこ も ですが、 がない 状態は 常で 、 など 悪の状

態に えて に 11 の を行う が ます。 の に の を行い

ます。 な に が い 状態はい を 、す に を開 する が ます。 が

ない は に の や 11 を行うこ が に です 。 

3 の を行う 、どこを ます

 

 に 室 の には て、 常な が するこ が ます。こ

は一 する をしているように えますが、 には で ていま 。 には 下 が

よ が 、 はし るような下 の の で はほ ど 、 は空気

を う に が が 、空気を に が まる い 常な は なる で る 、

や 下 の を て の をしてはいけま 。 

部 部  

 です  感 行 までは、 を する には の 部 ほほ を の

や に け、 を で なが 部 部の を て の を する が まし が、

感 が 行している では、 の に け ないようにし、気 保 部

上 を行いなが 部 部の を て の を行います。分 ない は なし して
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します。 

下 の  

 に 室 の には て、 常な が するこ が ます。こ

は一 する をしているように えますが、 には で ていま 。 には 下 が

よ が 、 はし るような下 の の で はほ ど 、 は空気

を う に が が 、空気を に が まる い 常な は なる で る 、 下

の や を て の をしてはいけま 。 

の は で行います

10  

 が 、時 に は 1 分 に 10 つ 下してい 、 の に 10 以上

けてはいけま 。 C ンは 5 に一度 ていますが、 ン

2020 で に して に う いう が ています。つま 、 の が

る どう に う は、 し して します。 な に、 は にもよ ますが、

を う の の は で行うこ も ます。 

15  

 が 、時 に は 1 分 に 10 つ 下してい 、 の に 10 以上

けてはいけま 。 C ンは 5 に一度 ていますが、 ン

2020 で に して に う いう が ています。つま 、 の が

る どう に う は、 し して します。 な に、 は にもよ ますが、

を う の の は で行うこ も ます。 

20  

 が 、時 に は 1 分 に 10 つ 下してい 、 の に 10 以上

けてはいけま 。 C ンは 5 に一度 ていますが、 ン

2020 で に して に う いう が ています。つま 、 の が

る どう に う は、 し して します。 な に、 は にもよ ますが、

を う の の は で行うこ も ます。 

5 が い し 、 に を行います

の  

 の は を してす に行 ているは ですよ  

し し す に を まし う。 も を ー して いています。

は が えるこ を する 、 はい を こします。ま 、 の状 に

一 いのは です。 に が 常に 能するよう、 ま の に ー を

行い、 の を て るこ が です。 を行うこ で も する 、 の換気も行

ます。 感 が 行している では、 は 、気 保をして の を

行います。 

 

 です  し し す に を まし う。 も を ー して いてい

ます。 は が えるこ を する 、 はい を こします。ま 、

の状 に一 いのは です。 に が 常に 能するよう、 ま の に

ー を行い、 の を て るこ が です。 を行うこ で も する 、

の換気も行 ます。 感 が 行している では、 は 、気 保をして

の を行います。 

 

 は の を行う の の で、 なし の にすでに の をしてい

るは ですよ  

し し す に を まし う。 も を ー して いています。
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は が えるこ を する 、 はい を こします。ま 、 の状 に

一 いのは です。 に が 常に 能するよう、 ま の に ー を

行い、 の を て るこ が です。 を行うこ で も する 、 の換気も行

ます。 感 が 行している では、 は 、気 保をして の を

行います。 

1 分 に行う の 数の は

0 分 

 は し に行う が ます。 を し 、 が の に るこ リ で

の を すこ がで ます。 

の 数は 100 ～120 分 ています。 の ン の には、 う もしもし

よ よ～ や ン ン ン ー 、 に一つ けの や 上の などが る うです。 も

分に 100 ～120 分の を して てはい がでし う 。 

110 分  

 です  は し に行う が ます。 を し 、 が の に るこ リ

で の を すこ がで ます。 

の 数は 100 ～120 分 ています。 の ン の には、 う もしもし

よ よ～ や ン ン ン ー 、 に一つ けの や 上の などが る うです。 も

分に 100 ～120 分の を して てはい がでし う 。 

150 分 

 は し に行う が ます。 を し 、 が の に るこ リ で

の を すこ がで ます。 

の 数は 100 ～120 分 ています。 の ン の には、 う もしもし

よ よ～ や ン ン ン ー 、 に一つ けの や 上の などが る うです。 も

分に 100 ～120 分の を して てはい がでし う 。 

の は

5 m  

 です  の は 5 m m を えない です。 の は の の こ し 1 分の

です。 こ しを の に てて て下 い。 が な の の です。 

10 m 

 の は 5 m m を えない です。 が す る 、 や を こす可能性が

ます。 の は の の こ し 1 分の です。 こ しを の に てて て下 い。

が な の の です。 

15 m 

 の は 5 m m を えない です。 が す る 、 や を こす可能性が

ます。 の は の の こ し 1 分の です。 こ しを の に てて て下 い。

が な の の です。 

はいつまで ける

を使用するまで 

 は が 室 のように えてしま て、 の で る ン の がで な な に使用

します。ですが、1 の 気 ク で 常な の に ない も る 、 使用

はす に を 開します。 が 開す 、 は をし 、 を いのけるような

をするこ が 、 の には の や の を 度行います。 

に まで  

 です  ま ている の に を けて るこ が も ですので、 に

を するまで けて下 い。 の 時 は 5 分です。一 で 5 分 を行い
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けるこ は しい いますので、 の しなが を ます。 をして こ も

です 。 

がもつまで 

 ま ている の に を けて るこ が も ですので、 に を す

るまで けて下 い。 の 時 は 5 分です。一 で 5 分 を行い けるこ は

しい いますので、 の しなが を ます。 をして こ も です 。 

を行う の 部 はどこ

の  

 は の に ます。ですので も の を します。 で が感じ るのは、

の 部 いう部分が の に て している です。 が る は、 など て

て下 い 。 

の  

 です  は の に ます 。ですので も の を します。 で が感じ

るのは、 の 部 いう部分が の に て している です。 が る は、

など て て下 い 。 

の  

 は の に ます。ですので も の を します。 が感じ る し 部で

す 。 で が感じ るのは、 の 部 いう部分が の に て している です。

が る は、 など て て下 い 。 

10 を使用し、 の が 、 してい はどうします

け ままにして  

 です  による 気 ク を し 、 が しても 度 室 に 行

するこ が ます。 のような状 に え、 の は し けて が ます。ま 、 は常

に を しています。 ン ーなどに の が行 るこ が る

、 に まで は ないで い。 

を し、 の を る 

 用の は 上 を るこ がで ますが、 には を るこ がで ないようにな ています。

しては、 ンの し いを です。  

による 気 ク を し 、 が しても 度 室 に 行するこ が

ます。 のような状 に え、 の は し けて が ます。ま 、 は常に

を しています。 ン ーなどに の が行 るこ が る 、

に まで は ないで い。 

を け す 

 による 気 ク を し 、 が しても 度 室 に 行するこ が

ます。 のような状 に え、 の は し けて が ます。ま 、 は常に

を しています。 ン ーなどに の が行 るこ が る 、

に まで は け し 、 し しないで い。 に るこ で の が

でしまい、 な を な なる が ます。 
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知教育 学 高等学校研究 要第

pp. （ , 20XX）

３年度の保健部の取り みについて

 新 ルス に して 

保健部  

年度に き続き新 ルス（COVID-19） の は、学校現場のあら る に

きな を えた。2021 年 現 、 年 くが し、 ク ン が み 者 が ち着きを

見せ めたこともあるが、まだ今後の状況に 断は されない。これまで 上に学校生活のあり方を

立て していくかが きな課題となりつつある。今年度の本校保健部における取り みをまとめた。

キー ー 新 ルス  COVID-19 検    

新 ルス の は 年度も行っていたが、本校保健部では新年度から保健 は

じめ保健部員が合 ３ れ わり、新しい体 でス ー した。今年度は 年度の を継続しつつ、

新 ルス を に 識した新たな立 をしてきた。今回の研究 要では、この１年を通

し、保健部としてどの様な取り みをしてきたかを振り り、実践してきた内容をまとめた。

（１）健 ック について

新 ルス のために、生徒や教員に し、 の 回必ず体 を り、健

ック に記 が るようにしている。体 についても 理が るようにした。この記 が

していた場合に記 として報 する となるため、 かせない記 となるため、 年度使用して

いたものから「解 用の 」「同 家 の 状」が記載できるよう 部変 した。
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（ ） ー マ ー ーの設 について

 には新たに の ー マ ー ー（ 業）を 員 関と生徒 に ３ 設 し、

・ 校時に検 できるようにした。また、 校者や 検 の生徒・教員が検 できるように声

かけを行った。

学校における新 ルス に関する 生 理マ ル 「学校の新しい生活様 」

(2021.11.22 Ver.7) の ・ の項目（ 部 等 ）には、

は、 である ルスを させ、 させる効果はありますが、学校生活の中で に

より ルスをす て させることは 難です。このため、 時的な の効果を するより

も、 により な 間を保ち、健 的な生活により 生徒等の を高め、 いを

することの方が 要です。

１） の ・ のポ ン

・ 用 の 化や 生状 な がそろっているかを 認するとともに、使用する家

用 や については新 ルスに する 効性と使用方法を 認します。

・ は、通 の 活動の で し、 な 作業の必要はありませ 。

・ 、 子についても、 な 作業は必要ありませ が、 生 を に保つ観点から、

活動において、家 用 等を用いた き を行うことも考えられます。

・ がよく を れる （ ブ、 すり、ス ッ など）は 1 に１回 度、 きし

た後、 を した や ー ー ルで きます。また、 、 子と同じく、 活動にお

いて、家 用 等を用いた き を行うことでこれに することも 能です。なお、 生

徒等の いが に行われている場合には、これらの作業を することも 能です。
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・ や は、家 用 を用いて通 の 活動の で し、 な 作業の必要

はありませ 。

・ ・用 や など 用する については、使用の 度 を行うのではなく、使用 後

に いを行うよう指導します。

） の方法等について

・ の の には、 用 ール、家 用 （新 ルスに する 効性が認

められた 活性 を むもの）0.05 の リ ム 、 の を たした、

や を使用します。それ れ、 業 や 生 働 等が している

等や 品の取 明 等をもとに、新 ルスに する 効性や使用方法を 認して使

用してください。また、学校 等と連携することも 要です。

・ がいる に、 や 効果を う 品を 間 して使用することは、 、 の付着

や による健 のおそれがあることから されていませ 。その他 間 については

「新 ルスの ・ 方法について」（ 生 働 ・ 業 ・ 者 設 ー ）、

「新 ルスに関する Q&A（ の方向け）」（ 生 働 ーム ー

）を 認ください。

・ 作業中に目、 、 、 などを らないようにしてください。

・ を 分に行います。

とある。 に 部に をし、 ・ を行った。

（１） 作業について

時に がよく れる場 の を実 する。

等の すり、 や 、 の取っ など が れそうな部分

担当者

時（ ・ ・ ）にク スの 域を保健 員（ 担当）2 で行う。

方法

には 化 ン ル ム （200ppm）を使用

する。

時間になったら、 室（保健室 ）にク スの

と を取りにくる。

（ と記載してあり雑 と する）に み

ませ、必要 を いて を行う。

は 上ス ー ルに っているが、

のいる 間では してはいけないため、

に きかけ、 を 用して を行うこと。

は、 ク スの 担当 域の がよく

れる場 です。

後は、容 を の場 に し、使用 みの は

ツに れる。

使用 みの を し、 す。
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（ ） ー ス ン ー（ ）と クリー ーの設

 には の と い場に の ー ス ン ー、 の 室に

クリー ーを設 した。生徒の が れる を らし、 れる の を で行うこと

で の 識を高めることができた。

（１） を す について

知 に 4 度目の が （ ０ １年 ７ ３０ ）されたことを け、

１ （ ） ３０ （ ）に授業 から 分後に「 の時間です」と を れ教室内の

の れ えを行った。
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（ ） の設 について

本校では や 、３ 教室には がついておらず、 や をはじめとする多くの が教室内に

することがあった。 ンを使用している間も を行う必要があるため、 と には 教

室、 教室、 に を設 した。目 をつけることで 時 するよう 識を高めることができ

た。

（３） ーキ ー ーと CO2 度 ーの設 について

は が し、 が やすくなるため、 して に取り むことが必要である。

上 能な り、 時 に める（難しい場合には３０分に１回 上、 なくとも み時間 とに、

を にする）ことを しているが、 ンを使用していても が しくなるため、 の が

分なク スが てきてしまう。そこで１ には教室内の と を させられるように 教

室に ーキ ー ーを設 し、さらに教室に CO2 度 ーを設 した。CO2 度

ーは設 場 によって 値に 異が生じ、 との が す ると CO2 度の が きくなる

能性があるため、設 場 はなる く から１ 上 れた場 になるよう教室 方の本 の上にし

た。
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学校 生基準では 化 は１ ００ であることが ましいとしているが、 築基準

法では、１０００ に えるよう められており、 の新 ルス 分科会

でも、マスクを わない を としている 等の場合には１０００ が ましいとされ

ている。 

本校では CO2 度が１ ００ を えたら ーム が るように設 し、 ームが ったら

教室の が 分でない 能性があるため、 上の を け、 ーキ ー ーを活用し、 の

れを作り、 を す。授業中は教科担 、 み時間中は保健 員の指 で行う。保健 員は、

ームのなった時間や状況、その後の を記 し、記 用 を するよう指 をした。 ー を 視

化することで の 識を高めることができた。

（１） 割分担について

今年度は 年度に き続きス ー ンを「 は ち り、 を らし、きれいな学校で学習でき

る をみ なでつくる」として、 における 美化を とした活動に 点をおいた。

また、現 ク ス （１年生は ク ス ）いる保健 員をク ス 検 担当 、

担当 、 担当 と活動内容によって分 した。活動内容としては、

１ や体 者が たら、 員室または保健室まで付き う。（ 員が ）

 時に と で 部分の を行う（ 担当）

３ 時、 の 、 ール保 や の立ち をする。（ 年 担当）

 時に ッ を使って の の を行う。（３年 担当）

 健 断など、様々な検 時に準 や 行の いをする。（検 担当）

それ れの 割をはっきりさせることで 員 身の 識を高めることができた。

（ ） の について

に り、新 ルス の 者 が しく、今後の 、学校内でのク

ス ーが された。 が な である新 ルスや ン ル ン 等の

のために、 が 分になりがちな 場に の必要性をはじめとした様々な について、

教 による を にて行った。

時 （ ） １０ （ ）の７ 間

１ ００ １ １０の間で 分 度

内容

「新 ルス の いま に関する１１の知識（ 生 働 ）」を 考に の内容に

ついて を行った。

● 1000 ppm 以下 ……空気がクリーンな状態。この CO2 濃度を基準に保つようにする。 

● 1000～1500ppm……許容範囲の数値。時々、室内の一部の窓を開けて換気する程度で OK。 

● 1500～2500ppm……悪い数値。眠気や倦怠感を感じる可能性も。30 分に数分ほど窓を全開に 

して換気する。CO2 濃度が下がるまでは部屋の使用を控える。 

● 2500 ppm 以上 ……非常に悪い数値。濃度の数値が下がるまで、常時窓を全開にして換気を行い、部

屋の使用を控える。 
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１ 本では、どれくらいの が新 ルス と 断されていますか。

新 ルス と 断された のうち、 化する や する はどれくらいです

か。

３ 新 ルス と 断された のうち、 化しやすいのはど な ですか。

と て、 本で新 ルス と 断された の は多いのですか。

新 ルスに した が、他の に させる 能性がある 間はいつまでですか。

新 ルス と 断された のうち、どれくらいの が他の に させています

か。

７ 新 ルス を げないためには、どのような場 に する必要がありますか。

新 ルス を 断するための検 にはどのようなものがありますか。

. 新 ルス はどのようにして するのですか。

10. の まった新 ク ンはどのような ク ンですか。 はどの 度 でいます

か。

11 新 ルスの変異について教えてください。

「 ・ な学校 くり」の要 の つに、「 の 」も げられる。生徒と教員が となっ

て協 したこともあり、校内での を すことなく すことができた。 を り すことは、生

徒と教員の とつでできるため、今後も学校 体で を合わせてより い を っていきたい。

参考 文献

部科学 （2021）「学校における新 ルス に関する 生 理マ ル 「学校

の新しい生活様 」 (2021.11.22 Ver.7)」
生 働 （2021）「新 ルス の“いま”に関する１１の知識」

https://www.mhlw.go.jp/content/000788485.pdf 
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新 ルス 行 における

教育実習の学

 井 美 1、 本 1、  1、 々 1、 本 1、  子 2 

1 知教育 学 教育学部、2 知教育 学 高等学校 

 2 年度の 学 3、4 年生 98 を に教育実習の学 についてWeb ン ー を実 し

た。新 ルス 行 の教育実習には 々な があったが、「子どもたちに り え

る教 になりたい」、「 の ICT活用能 や 機 理 識を高めたい」という 見が多く、 な

実習になった。

キー ー 教育実習、教育学部、新 ルス、COVID 19 

教育実習（5 ）とは教員 成において「教 に関する科目」に分 され、教員 用や後の現

研 に つく高い学 を要する科目である 1)。教員となる に必要な基 的な学 、学校現場や教

に関する実 を体 させる機会の 実、教 課 の の保 ・向上などが求められている。 2

年は新 ルス のため 2）、 部科学 は教育実習の実 に して同年5 1 「

2 年度における教育実習の実 間の 化について」3）を通知し、さらに同年 8 11 「教育

員 法 行規 等の 部を する （ 2年第28 ）」4） 「 学校 中学校の教

の 通 状授 に る教育 員 法の 等に関する法 行規 の 部を する 等の

行（ 2年第29 ）」5）を 、 行した。

学校教育では地 や などの をはじめ、 ン ル ン や の保健 、 ル ー

などに えた 機 理能 が学 運 において かせない 6）。 ・ （2018）7）は 中高・

学校の学校 理 者を に、学校 機 理として 的・間 的にこれまで関わった につ

いて ン ー し、 や生徒に関わる学校 や部活動、いじめなどに する 理 は

的多いが、 や についての は に しく、 的な研 による研 が必要である

と ている。 ら（2022）8）は が した 難 運 ーム（HUG）を用いて 難

を体 することで、教育学部の 学生の 機 理 識を高められ、地域との連携 化や からの

えが 要であると指 している。 、 な学校生活を るには、教 員の 向上のための

機 理能 の育成に関する研 が 要であり、その 者の中に教育実習生も まれる。

本 では において、教育実習生はどのような体 が られたか、また、 機 理能 の

点でどのような 識変容が見られたかを することを目的にWeb ン ー を実 した。
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（1）教育実習に関するWeb ン ー

2 年度の教育実習生 98 （ 知教育 学 学 3 年生 59 、 学 4 年生 39 ）を に、

教育実習に関するWeb ン ー を 2年1 7 1 15 に実 した。 内容は「

教育実習 、あなたは教 でしたか」、「 現 、あなたは教 ですか」、「 の教育

実習で に じていたことについて 当するものを選 で さい（複 選 ）」、「 教育実習 間

中に として 的に行ったことについて 当するものを選 で さい（複 選 ）」、「

で授業を行う上で ったことについて 当するものを選 で さい（複 選 ）、「 や

生徒と する上で ったことについて 当するものを選 で さい（複 選 ）」、「 の教

育実習から学 だことはありますか。また、今後、教 としてどのように 立てて行きたいですか」

とした。 は選 とし、 は 記 とした。その後、 を して に

する割合をそれ れ求め、 は記 内容から指導、 ー ン、 機 理の三つに分 し、

それ れFisherの 検 を用いて 検 を行い、学年間の を た。

（2） 理的  

立 学法 知教育 学研究 理規 に い、回 は とし、回 を しても ら

は 生しないこと、 な 情報の取り いを すること等、 理的 を Web ン ー

に明 し、研究 に同 を た者を 者とした。

考

の教育実習に関する Web ン ー の 果を 1 に した。実習 の内 は、 学

校 49 （50.0 ）、中学校 46 （46.9 ）、高等学校 2 （2.0 ）、 ・保育 1 （1.0 ）

である。

まず、 の教育実習について に じていたことについて考 する。「当てはまる」 は

「やや当てはまる」を選 だ者の中で「実習 の子どもと ー ンが取れるか 」が

72 （73.4 ）と多く、 々との を らすよう求められる状況 のため、子どもとの な し

方がわからない者が多かった（ 1）。

教育実習中に 的に行った については、「マスクの着用」や「 の検 」、「 指の

」などの基本的な を行っていた者が7割 上を めており、 が習 化している者

が多かった。「できる り ー ル ス ンスを保った」は39 （39.8 ）であり、 で

の実習に さを じている者が していた。 2年6 1 から同年12  31 までの間に、

部科学 に報 のあった新 ルスに した 生徒 が  6,159 （内 学校

2,217 、中学校 1,513 、高等学校 2,350 、 学校 79 ）、教 員は 830 であ
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 の教育実習に関するWeb ン ー の 果 

                                                    （ ）

教育実習 、あなたは教員 でしたか 学3年 n=59 学4年 n=39 体 n=98 
 とても していた 31（52.5） 26（66.7） 57（58.2）
 し していた 19（32.2） 9（23.1） 28（28.6）
 あまり していなかった 6（10.2） 2（ 5.1） 8（ 8.2）
 く していなかった 3（ 5.1） 2（ 5.1） 5（ 5.1）

現 、あなたは教員 ですか 学3年 n=59 学4年 n=39 体 n=98 
 とても している 39（66.1） 28（71.8） 67（68.4）
 し している 10（16.9） 5（12.8） 15（15.3）
 あまり していない 4（ 6.8） 3（ 7.7） 7（ 7.1）
 く していない 6（10.2） 3（ 7.7） 9（ 9.2）

の教育実習で に じていたこと（n=98） 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

 実習 が け れてくれるか  15（15.3） 34（34.7） 32（32.7） 17（17.3）
 が決まらず  14（14.3） 25（25.5） 27（27.6） 32（32.7）
 実習までに に しないか  34（34.7） 43（43.9） 12（12.2） 9（ 9.2）
 実習 の子どもと ー ンが取れるか  31（31.6） 41（41.8） 15（15.3） 11（11.2）
 実習 の指導教員との連 が取りにくい 8（ 8.2） 27（27.6） 35（35.7） 28（28.6）

教育実習 間中に として 的に行ったこと 体 n=98 
 、検 をした 83（84.7）
 こまめに 指を をした 71（72.4）
 にマスクを着用した 96（98.0）
 ス ール を使用した 4（ 4.1）
 の を えた 62（63.3）
 できる り ー ル ス ンスを保った 39（39.8）
 に複 回マスクを した 2（ 2.0）

で授業を行う上で ったこと（n=98） 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

 ルー 学習をしていいのか分からなかった 42（42.9） 36（36.7） 8（ 8.2） 12（12.2）
 間指導をしていいのか分からなかった 9（ 9.2） 25（25.5） 39（39.8） 25（25.5）
 マスク着用にともない声 を上げる必要があった 31（31.6） 33（33.7） 22（22.4） 12（12.2）
 生徒の 見が き取りにくかった 32（32.7） 33（33.7） 21（21.4） 12（12.2）

ICT活用授業で機 ブルが きた 6（ 6.1） 9（ 9.2） 34（34.7） 49（50.0）

や生徒と する上で ったこと（n=98） 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

 マスク着用で子どもの 情が読み取りにくかった 51（52.0） 29（29.6） 11（11.2） 7（ 7.1）
 マスク着用で 分の 情が わりにくかった 38（38.8） 32（32.7） 18（18.4） 10（10.2）
 どこまで をつめていいのか分からなかった 49（50.0） 30（30.6） 12（12.2） 7（ 7.1）
 マスク着用で子どもの声が き取りにくかった 38（38.8） 34（34.7） 18（18.4） 8（ 8.2）
 マスク着用で子どもの を えにくかった 62（63.3） 16（16.3） 13（13.3） 7（ 7.1）
 関連の が多く、 に った  1（ 1.0） 4（ 4.1） 36（36.7） 57（58.2）
 が 分な子ども の  13（13.3） 9（ 9.2） 33（33.7） 43（43.9）
（ 複 選 ）
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り 9）、 部科学 は基本的な を継続する「学校の新しい生活様 」を導 するとともに、学

習内容や活動内容を しながら子どもの健やかな学 を保 していくことを求めている 10）。

教育実習中の授業については、 で ったこととして「 ルー 学習をしていいのか分か

らなかった」、「 間指導をしていいのか分からなかった」という回 が見られ、 ー ル ス

ンスの 保に する者が多かった（ 1）。GIGA スクール構 や 授業の実 のために ICT 機

の 活用が されているが、 ン ー では「ICTを活用した授業を行ったが、機 ブ

ルで使用できなかった」が 15 （15.3 ） し、知識や の により、使いこなせていない

実習生がいると された。 部科学 が実 した教員の ICT 活用指導 の 11）によると、 ー

や 等を用いた 作成や ン ー ッ での情報 などの基本的活用は教

員の8割 上が「できる」 は「ややできる」と回 していたが、 や生徒が いの考えを し

して し合い、協働して や作品を 作する学習で ン ー ーや の活用を指

導できると回 した教員は 6 割にとどまっている。また、学習用 ル教科 の使用は「 教科

等の授業時 の 2 分の 1 」という使用基準が されたことで 12）、授業における使用の や、

授業時間 の学習における ICT 機 の活用の度合いが高まることが考えられ、教員はより高度な ICT

活用技 の習 や研 が求められる。 井・ （2018）13）や 井ら（2022）14）は 理の ル

動 教 を しており、教 の指導内容や方法の 方に って に活用する きと ている。

また、「マスク着用にともない声 を上げる必要があった」や「 生徒の 見が き取りにくかっ

た」はともに6割を え（ 1）、マスクの着用により 声し らく、お いに声が き取りにくくな

り、 に授業を められなくなっていると考えられた。佐 ら（2014）15）はマスク着用時に「

きく・はっきり・ っくり」を 識しても、明 声を することが難しいと報 していることから、

場合によってはクリ ーマスクの使用も必要である。

や生徒との し方で ったことも同様に、「マスク着用により、子どもの 情が読み取りにく

かった」、「マスク着用により、子どもの声が き取りにくかった」など、マスクに関連した回 が多

かった。 情や の動きも見え らいため、会 の が しく わらない れもある。 と

してマスクの着用が 化される 方で、教員と 生徒間の な ー ンの にな

っていると考えられた。

の教育実習から学 だこと、今後、教 として 立てたいことに関する記 があった者

は、 学 3 年生が 59 中 51 、 学 4 年生は 39 中 35 であった。その記 内容を学年 に指

導、 ー ン、 機 理の三項目に分けて分 し、その とその割合を 2 に し

た。また、記 内容の 部を したものを 3に 理した。

学4年生（n=35）は指導に関する記 が57.1 を め、 学3年生（n=51）の35.3 よりも に

（p 0.05）その割合が高かった（ 2）。 機 理については 学4年生が31.4 、 学3年生は39.2
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「 の教育実習から学 だこと、今後、教 として 立てたいこと」に 

関する記 内容の分  

（ ）

学3年生 n=51 学4年生 n=35 
指導* 18（35.3） 20（57.1）

ー ン 13（25.5） 7（20.0）
機 理 20（39.2） 11（31.4）

* p 0.05 

「 の教育実習から学 だこと、教 として 立てたいこと」に関する記 内容 

（ 部 ） 

大 学3 年 生

指 導 

・ に関 なくわかりやすく したり、指導したりすることが ということ。 

・ でも 能なことがあるのだということを学 た。今後の社会がどうなるかわからないが、  

の中でも した教育活動をしていきたい。 

・担 の 生がマスクや ー ル ス ンスを がけがお 本となっていたと うので、 分が

となる行動を したいと う。 

・いろいろなことが されている中でも学校生活を しもうとする子供 はとてもたくましいと っ

た。 

・ にとって ルスに する考え方が様々で、 ルー 活動を する考えの や、 に

マスクをしたがらないような もいたので、 な をしていかなけれ ならないこと。 

 

ー ン 

・声 や目から の 情を読み取る を学 だ。 

・マスクをして 情が わり らいため、 情や は声で えることも だということ。 

機 理 ・ いやうがいの は に らず ン ル ン にも活かせるので習 化したい。 

・このような に 生方がどのように働いているのかを見ることができたのは学 になった。 

大 学 4 年 生

指 導 

・子どもとたくさ 関わりたい中でも密は けなけれ ならないため、はっきりと する 識が  

だと じた。 

・ で を じ いやうがい、 をしないと教室に れない子どもがいた。子どもの を  

け れ り っていくことが必要だと じた。 

・ 的な学 の を じた。 を行わなくても 的 な学 は 能である。この

こそ、現場の教員が 的で い学 を実 し、教育の新たな 供方法を見 す時である。ICT  
活用について 学に みたい。

 

ー ン 

・ 情が見えないために での 明だけでは わりにくいので、視 的な情報をもっと やす必要が

あると った。 ー ル ス ンスを保って子どもたちに するのが難しいので、 ではなく、

連 ー や学 だよりなどに を れて、子どもたちとの ー ンの場を しでも多く  

取れるようにしたい。 

・ ン ク を取ることの 要さをより じた。 

・ 情を かに使えない分、 の みを した。 

機 理 

・教 としての振る いが子どもの 機 識につながる。 

・協 して学校 体で に取り むこと。 教 として、 のためのリーダー ッ

を したい。 
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となり、 は認められないものの 学4年生の割合は かった。

記 内容をみると、 機 理について 学4年生には「教 としての振る いが子どもの 機 識に

つながる。」、「協 して学校 体で に取り むこと。 教 として、 のための

リーダー ッ を したい。」などリーダー的 として高い 機 理について考えている者が多か

ったが、 学3年生は「 いやうがいの は に らず ン ル ン にも活かせるので

習 化したい。」といった学校 体ではなく、 々の の 識に まった者もいた（ 3）。

部科学 （2021）の報 16）によると、 2 年度の ・中学校における 校 生徒 は

196,127 であり、 年度に て1.08 と多く、 や生徒に しより の精 的 が必要と

されている。 学4年生には「 で を じ いやうがい、 をしないと教室に れない

子どもがいた。子どもの を け れ り っていくことが必要だと じた。」、「 情が見えな

いために での 明だけでは わりにくいので、視 的な情報をもっと やす必要があると った。

ー ル ス ンスを保って子どもたちに するのが難しいので、 ではなく、連 ー や

学 だよりなどに を れて、子どもたちとの ー ンの場を しでも多く取れるように

したい。」と回 した者がおり（ 3）、 生徒に り い、今できる や について考える

が わり、今後の活 が できる。

後に、教員 に関する いでは、 実習 に「とても していた」が98 中57 （ 学3

年生31 、 学4年生26 ）であったが、 実習後は67 （ 学3年生39 、 学4年生28 ）

となり、教育実習を て教員をより するようになった者が 10 した（ 1）。 （2012）
17）は 学生の 業的 能 の ルに関わらず、その能 には教育実習中の指導教員からの が

も効果的で、教 変化、教 の 変化と高い 関があると ている。実習 の指導教員

の きな があったからこそ、様々な活動が される でも な教育実習を すこ

とができた。

2 年度の教育実習生 98 を に新 ルス 行 における教育実習に関す

る Web ン ー を実 した。マスク着用のため声が き取り らく、 や生徒 の り

い方に関する みを える実習生が多かったが、 ならではの新しい指導方法に目を向けた者

もおり、 な実習となった。 した教育活動をするためには、教員 成の から 機 理や情

報 理の能 を高めることが である。

ン ー に 協 いただいた教育実習生の 様に より し上げます。また、 実習校

の教 員の方々に く し上げます。
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はじめに……………………………………………………………………………………………………… 校長　西牟田　哲哉

1  本校における探究学習への取り組み

1) 附属高校のこれからの学び ―本校が目指す資質・能力の育成に向けて― 研究主任 (1)

2) 探究活動の充実と継続を目指した取り組み ―議論と実践の報告― 小田原　健一〔第１学年〕他 (5)

3) 総合的な探究の時間　４７回生の実践記録

　―３年間を見通したカリキュラム作成と総合的な能力の育成に向けて― 平岩　加寿子〔教務部〕(17)

4)「SDGs 総選挙」の実践報告（続編） ―SDGs を争点とした主権者教育―

 小田原　健一〔令和２年度第２学年〕(33)

5)「歴史総合」に求められる探究力のあり方 ―「大衆化の時代」に焦点を当てて― 西牟田　哲哉〔地公〕(39)

6) 学校設定科目「応用日本史」における探究学習 ―探究学習による学習に必要な資質・能力育成の可能性―

 伊吹　憲治〔地公〕(53)

7) データの分析の探究学習から見えた「数学的な表現力」の向上 －3年間の指導と 4人の成長記録－

 増田　朋美〔数学〕(59)

8) 批判的思考力の育成と活用 ―探究スキルの習得と新学習指導要領に向けて― 足立　達彦〔理科〕(67)

9)3 年間を見通した理科指導のあり方 ―探究の資質・能力を育む理科教育課程の編成と試行実施―

 野田　陽平〔理科〕他 (75)

10) 物理の授業における探究能力の育成 ―モノづくりを通した取り組み― 林田　香織〔理科〕他 (87)

2　「国語総合」における文学的な文章を読み深める学習指導 横井　健〔国語〕(99)

3　ＮＨＫ取材「真珠湾の記憶」とメディア 西牟田　哲哉〔地公〕(107)

4　「軍部の台頭」をテーマとした多角的・多面的に考察する授業の実践 

　　―ICT と協調学習を取り入れた授業作り― 青山　昌平〔地公〕(111)

5　大航海時代に関する教科横断型授業の実践報告 ―理系生徒への世界史教育を意識して―

 小田原　健一〔地歴〕(117)

6　英語でやったら見えてきた「数学的な表現力」の一考察 －対角線が通るマスの数の規則性は？－

 増田　朋美〔数学〕(125)

7　続・自由英作文指導実践 ―継続実践と過年度比較検証から― 川上　佳則〔英語〕(133)

8　Classi の学習記録の活用について ―学習習慣の確立を目指した取り組み― 小田原　健一〔第１学年〕(143)

9　インターネット利用環境実態調査 2021 堀田　景子〔生徒指導部〕(151)

10　現職研修における心肺蘇生法講習の効果的な実施方法についての一考察 圓岡　和子〔保健部〕他 (159)

11　令和３年度の保健部の取り組みについて ―新型コロナウイルス感染症に対して― 天羽　康〔保健部〕(169)

12　新型コロナウイルス感染症流行期における教育実習の学び 筒井　和美〔大学〕他 (177)

13　研究テーマ集


